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　　　第１話　　スイッチが入ったら










◆『どらデレ！　～竜りゆう園えん寺じミサはデレまくり～』第二巻　プロット　第四稿こう




・あらすじ案

　──あれから、十年が経たった。異世界から来た機械人形オートマタであった竜園寺ミサは、なんやかんやあって主人公である伊い吹ぶきユキトと結ばれた。

　そして、二人は順調に愛を育はぐくみ、結けつ婚こん。二十七歳になったユキトとミサは子供は二人、海辺の町に家を買い、何一つ不自由のない幸せな生活を送っていた。

　だが、そんな中、二人の仲を揺ゆるがす重大な事件が起きて……!?




・新キャラクター設定

　未定。




・ストーリー詳しよう細さい

　未定。




※補ほ足そく

　まだ決まっていない部分は、原稿を書きながら考えます。
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「ボツだ」

　六月。時刻は午後三時。神じん保ぼう町ちようにある喫きつ茶さ店てんの窓側の席で、冴さえ原はら吹雪ふぶきは対面の席にいる少女に言った。

　はっきり言って、かなり美人だ。

　彫ちよう刻こく家が創つくった女め神がみ像のような完全無欠のプロポーション。

　梅つ雨ゆのじめじめした空気の中でもさらさらと流れる黒くろ髪かみのツーサイドアップヘア。

　おまけに顔もそこらにいるアイドルよりも整っているせいか、さっきから頼たのんでもいないのに男性店員が何度も水のおかわりを注つぎに来るが、




「目め障ざわりよ、駄だ犬けん」




　店員は水よりも冷たい毒どく舌ぜつを浴びせられ、去って行った。

　罵ののしった本人はすさまじくご機き嫌げんナナメだった。

　竜園寺美み沙さ。

　吹雪が通う三み咲さき学園の理事長の一人ひとり娘むすめで、『箱入りさま』なんてあだ名をつけられるほどのお嬢じよう様さま。

　しかし、彼女にはもう一つ名前がある。




「これはどういうことだ、祓はら島しま先生？」




　さきほど送られてきたファイルをタブレットに表示させたままで、吹雪はいつも通りクールな口調で担当作家に話しかけた。

「あら？　見てわからない？　二巻のプロットよ。それとも日本語が読めないくらいに脳の調子が悪いのかしら？」

「調子が悪いのはきみの筆だろう？」

「まあ、失礼なことを言わないでちょうだい。私のプロットを見て。ちゃんとラブコメチックな内容になっているんだから文句はないでしょう？」

「はははむしろ文句しかないが？」

「冴原くん。無表情のまま声だけを出して笑うのはやめて欲しいわね。あなたの表情筋が死んでいるせいか、このテーブルは雰ふん囲い気きが悪いもの。おかげでさっきから周りがざわついてるし」

　──まあ、たしかに。

　美沙の言う通りだ、と吹雪は心の中でうなずいた。

　その証しよう拠こに周囲のテーブルからは「あれって、高校生？」「もしかして、別れ話？　修しゆ羅ら場ば!?」という昼下がりの奥様方のひそひそ声が聞こえてくるが、吹雪たちは恋こい人びと同士なんかじゃない。

　編集者と作家。

　それが吹雪と美沙の関係だ。

　自分たちはまだ高校生だが、吹雪は出版社でバイトをしている。

　いや、普ふ通つうバイトは作家を受け持って作品創りをしたりしないのだが、色々あって、吹雪は正社員なみに労働に勤いそしんでいる。

「もっとも、そのせいで吹雪からは人間らしい感情が消えてしまい、会社の同どう僚りようからは『社しや畜ちく予備軍』『ターミネーター』『出版社の犬』と呼ばれているのであった」

「では、打ち合わせの時間を続けるぞ」

「……ねえ、冴原くん？　普通だったらここは『俺の心を読んでなおかつモノローグ風に語るのはやめろ！』って叫さけぶところじゃなくて？」

「そんなベタなラブコメみたいなリアクションをしているヒマはない。それより、プロットの話だ」

　吹雪は美沙が創ったプロット……たった７２０バイトしかないスッカスカの内容を見つめた後で、

「わかった。きみがどうしてもというのならば仕方ない。担当編集として、このプロットにＯＫを出そう」

「えっ……」

「では、今日から執しつ筆ぴつ作業に入ってくれ。『どらデレ！』の二巻の発売日は八月三十一日。今回はお盆ぼん進行があるから、七月の前半……あと三週間ほどで初稿を書き上げてくれると助かる」

「冴原くん？　あなた、まさか……」

「ああ、もうこんな時間か。俺は次の打ち合わせがあるから失礼する。〆しめ切きりは厳守で頼むぞ、祓島先生」

「待ちなさい！」

　吹雪が伝票を持って立ち上がったところで、美沙が制服の裾すそにすがりついてきた。

　その顔にはさきほどまでの毒舌お嬢様としての余よ裕ゆうはゼロ。

　箱入りさまは、鬼き気き迫せまる表情で。




「いかないで！　お願いだから私のことを見捨てないで！　私、あなたがいないと生きていけないの！」




　ガシャン！　という音がいくつか響ひびいた。

　吹雪が周囲を見み渡わたすと、何人かの客が手に持ったコップやらトレーを落としていた。

　美沙の爆ばく弾だん発言のせいか、ギャラリーたちは「あんな可愛かわいい子にあそこまで言わせるなんて……！」「チャンスよ！　相手が怯ひるんだ！　蜂はちのように押し倒たおして蝶ちようのようにキス！」と絶賛コメント中だが、吹雪は冷静だった。

　この程度のことでうろたえていたら、編集者なんてやっていられない。

「謝るわ。冴原くんは私に謝罪を求めているんでしょう？」

「ほう。自覚があるのか？」

「えっと……ごめんなさい。たしかにこのプロットは、ちょっと内容が薄うすいわ」

「ちょっとだと？」

「新キャラクターとストーリー詳細が未定で、プロットの最後にお粗そ末まつな補足がついて投げやりになっているだけよっ」

「それのどこがちょっとだ。しかも、なぜ時系列が十年後になっている？　この改行だらけのあらすじ案はなんだ？　小学生が夏休みの最終日にデッチあげた絵日記よりもひどいクオリティだぞ？」

「し、仕方ないじゃないっ。どこかの編集さんが、私が思いついたネタをことごとくボツにするんだもの。唯ゆい一いつ思いついたネタがそれだったわけ」

　なけなしのプライドを振ふり絞しぼったのか、美沙は「私は悪くないわ」と大きな胸をぷるんっと張った。

　そう、五月末に『どらデレ！』の一巻が発売されてから、美沙はいくつもプロットを書いてきたが、吹雪はすべてボツにした。

　その理由は、一つ。

「はっきり認めろ。きみは二巻の方向性に迷って、完かん璧ぺきにスランプに陥おちいっている」

「スランプですって？　この私がそんな……」

「きみが自信満々で提出してきたプロット第一稿は、突とつ然ぜん主人公が異世界に転生する内容だったが？」

「うっ……」

「第二稿では連続猟りよう奇き殺人事件が起きて、主人公とヒロイン以外のキャラクターが全員死亡」

「インパクトを出したいと思って……」

「第三稿では突とつ如じよ地球に攻せめてきたエイリアンと主人公たちが勝負をしていたな。なぜか、囲い碁ごで。あれもインパクト狙ねらいか？」

「くっ……」

　吹雪の指し摘てきが身に染しみたのか、美沙は顔を羞しゆう恥ち心しんに染めたが、またしても開き直ったのか。

「でも、逃にげるのは許さないわ」

「それはこっちのセリフだ」

「あなた、こんなゴミクズみたいなプロットで私に原稿を書かせる気？　恐おそろしいことになるわよ」

「もうすでに十分恐ろしいことになっている……」

　創作物のクオリティが低いにも拘かかわらず作家が開き直り始めたら、かなりの末期症しよう状じようである。高校生にも拘わらず編集者として業界の最前線でブラックに働いている吹雪はそう思った。

　美沙のデビュー作、『どらデレ！』はかなり売れた。




　というより、売れすぎた。




　五月に発売された一巻はすぐに重版がかかったが、二週間もしないうちに再び重版がかかった。

「ヒロインがデレすぎている！」みたいな内容で某ぼうネット掲けい示じ板ばんで火が付き、さらには「最近のラノベは内容も挿さし絵えもエロすぎだろｗ」という記事が某まとめサイトにアップされ、その炎ほのおは拡大。

　あれよあれよという間に、たった二ヵ月で第四版。

　大量重版を繰くり返し、部数は雪だるま式に増え、今では総部数七万部をオーバー。

　真冬のロシアよりも凍こごえている昨今の出版業界事情を考えれば、かなりのメガヒットである。すでに編集部内ではメディアミックス企き画かく、コミカライズとドラマＣＤが動き始めており、吹雪もそれに携たずさわっていた。

　しかし、吹雪の上司であり姉でもあるＦフアンタジーＦフアクト文庫編集部副編集長・冴原鷹たか音ねはこう言っていた。




《部数が爆ばく発はつ的に増えることは私たち編集者にとって喜ばしいことだ。もちろん、作家にとってもな。しかし、この業界では大船を作ってみたが、タイタニック号のごとく沈ちん没ぼつすることもよくある》




　そして、今まさに吹雪は氷山と衝しよう突とつしたタイタニック号よろしく海中へと引きずり込まれようとしているのであった。

「お願い、冴原くん」

　美沙は、愁うれいを帯びた瞳ひとみで吹雪を見つめてきた。

　メチャクチャ可愛い。雨に濡ぬれた子犬よりも威い力りよくがある。こんな顔をすれば大たい抵ていの男はなんでもしたくなるだろう。

「いなくならないで。私、あなたと一いつ緒しよに物語を創つくりたいの。一人の作家として、強くそう思って……」

「美沙……」

　ぽん、と。

　吹雪は優やさしく美沙の肩かたを叩たたいたが、あくまでドライな声で。

「本音を吐はき出せ。きみは獅し子し原はらさんと二人で仕事をするのが嫌いやなだけだろう？」

「………っ」

　数秒間。

　美沙は沈ちん黙もくした後で。

「そうよ。あのメガネビッチと二人きりで仕事なんて、怖おぞ気けが走るわ」

「ぶっちゃけたな」

「あなたがそうしろって言ったのでしょう？　何もかも捨てて逃げ出したい気分よ」

「逃げるのは許さないぞ」

「それはこっちのセリフだわ！　さっきまで逃げようとしていたのはあなたのくせに！」

「きみは、あんなゴミクズみたいな俺の上司と二人きりで仕事をしたいのか？　恐ろしいことになるぞ」

「もうすでに十分恐ろしいことになっているじゃない！」

　美沙はふところから取り出したスマホを吹雪に見せつける。

　画面に映っているのは、一本の動画。

　ＦＦ文庫が宣伝のためにやっているニコ生のタイムシフトである。

　今流れているのは先月の放送分。

　この番組はスタジオで撮とるものではなく、出版社の会議室にカメラを設置して行われるのだが、事件は番組開始わずか七分三十二秒で起こった。




「やっほー、わたしだよ！」




　突然、今まさに生配信中の会議室のドアが開き、メガネをかけた女性編集者が乱入してきた。

　彼女が獅子原ましろ。

　吹雪の直属の上司にして、吹雪の仕事は彼女のサポートをすることだが、恐ろしいことに画面に映し出された獅子原はどう見ても泥でい酔すいしていた。しかも頭にネクタイを巻くというかなりレトロな酔よっぱらいサラリーマンスタイルである。

　そして、




「みんなー！　今まで作家さんと十時間ぶっ続けで飲んでたんだけど、飲み足りないから編集部にあるお酒を持ってっていい!?　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　副編の鷹音ちゃんには秘密にしとくから……あっ、待って、急に吐き気が……うぷっ、あっ、だめ、もう出そう──」




　この後。撮さつ影えいスタッフの迅じん速そくな判断により、画面には「しばらくお待ちください」という文字が映し出された。さらに一分後には何事もなかったように番組が再開されたが、コメント欄らんは大おお荒あれ。番組始まって以来の大事件となった。

「ねえ、冴原くん」

　美沙は、死んだ魚のような目のままで動画をストップさせてから。

「これは頭のおかしい酔っぱらいですか？　いいえ、私の担当編集です」

「落ちつけ」

「最近、担当編集のようすがちょっとおかしいんだが」

「まあ、獅子原さんは最近どころかエブリデイおかしいが」

「いい編集さんに恵めぐまれなかった私はしぶしぶ泣なき寝ね入いりを決意しました……」

「………」

　さすがに無言になった吹雪の目の前では、「狂くるってる、世の中狂ってるわ、こんなメガネビッチが私の担当編集だなんて……！」と美沙が頭を抱かかえていた。

　まあ、獅子原の惨さん状じようを見ればこうなるのも無理はない。

　吹雪の姉曰いわく、どこの出版社にも問題を起こしまくっているのになぜかクビにされない編集者が一人くらいはいる。

　地じ雷らい編集。

　そんな風に作家たちから呼ばれ、編集者の目の届かない作家の自宅、居酒屋の個室、もしくはＬＩＮＥのグルチャなどで、壮そう絶ぜつにディスられたりしているのだ。

「安心しろ」

　失意に震ふるえる担当作家をはげますように、吹雪は声をかけた。

「俺は逃げたりしない。さっきのはきみに発破をかけるための冗じよう談だんだ」

「本当？」

「なぜそこで疑う？」

「あなたの上司のせいで私は編集者不信に陥りそうなのよ！　お願いだからありのままのあなたの本音を聞かせて？」

「わかった。では、正直に言おう。俺の冗談を聞いて、プライドの高いきみがあわてふためくのは見ていてかなり面おも白しろかった……待て、なぜスプーンを俺の目に突き立てようとする？」

「あなたが本音を言うからでしょう!?」

「言えと言ったのはきみだろう」

　とにかく、と吹雪は美沙からスプーンを取り上げた。

「俺だってできれば逃げたいが、逃げられない。俺は編集者サラリーマンだからな。目の前の仕事はやりとげなければならない」

「……そう言ってもらえるのはすごくうれしいのだけど、大丈夫？　今のあなたの発言は過労死寸前の社しや畜ちくそのものよ？」

「自覚している。だが、今は俺より自分の心配をしろ。きみは──最近悩なやんでいるんじゃないか？」

「───っ。それは……」

　図星だったのか、美沙は表情を曇くもらせた。

　もはや店内は静せい寂じやく。

　吹雪だけでなく店員や客たちまでもが美沙の言動に神経を集中させていた。

　そんな中で。

　新人賞で七年ぶりの大賞を受賞した天才作家は、か細い声で、言葉をつむぐ。

「……二人きりになれる場所に、行きましょう？」
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　なつめ荘そう。

　そこが吹雪と美沙が同どう棲せいしている場所だった。

　といっても、二人きりで住んでいるわけではない。

　なつめ荘は、某トキワ荘よろしく、新人作家の育成のための場所であり、美沙以外にも二人の作家が住んでいる。

　ただし、その二人はそれぞれ私用があって外出中。

　さらにはもう一人の管理人である鷹音も休日にも拘わらず出勤中なのだが、

　──なぜ二人きりの場所なんだ？

　なつめ荘の玄げん関かんのドアの鍵かぎを開けながら、吹雪は首をかしげた。

　もしや、美沙の悩みはそこまで深刻なものなのだろうか？　ついに獅子原という地雷編集者に嫌いや気けが差したのかもしれない。気持ちはわかる。自分が作家だったらとっくの昔に担当変へん更こうを申し出て……。

「まさか、担当変更か？」

　ドアに手をかけたままで、吹雪は後ろにいる美沙に訊たずねた。

「あなたはいきなり何を言い出すの？」

「いや、可能性の一つとして思いついただけだ。きみは俺に担当変更を申し入れるつもりなんじゃないか？」

「………。参考までに聞いておきたいんだけど、できるの？」

「可能だ。編集者と作家だって人間だ。どちらも有能であっても、どうしようもなく相あい性しようが合わない場合が存在する。作家から担当変更を要求することはこの業界では割とよくある。ただし、上う手まいやり方をしなければいけないが」

「やり方？」

「担当変更の要よう請せいを出したいときは、自分の担当編集ではなく、副編集長や編集長クラスに連れん絡らくを取るべきだ。自分の担当編集に直接言った場合、そこで握にぎりつぶされる可能性があるからな」

「………」

「だから担当編集よりも上の役職の人間に伝えるべきだ。しかし、下だけではなく上も腐ふ敗はいしていた場合も握りつぶされる。だから、一番いいのはアニメ化などを経験したベテラン売れっ子作家に相談することだな。そのレベルの作家の要請なら編集部も握りつぶすわけにはいかなくて──」

「落ちつきなさい、編集さん。というか、それってしゃべっていい情報なの？」

「ああ。この業界でこういう問題はよく起きるからな」

「作家の私が言うのもなんだけど、この業界って大丈夫なの……」

　でも、安心して、と。

　美沙はつぶやいた。

「私は担当編集を変更したいわけじゃないわ」

「本当か？」

「ええ」

　にっこりと笑う美沙と一緒に、ドアを開けてなつめ荘に入った──その瞬しゆん間かんだった。




　吹雪は、襲おそわれた。




　そう形容するしかなかった。突とつ然ぜん美沙に腕うでを引っ張られたと思った瞬間、見事な払はらい腰ごしで玄関にぶん投げられていたのだ。

「なっ──」

　驚おどろきつつも、受け身を取る。

　美沙はお嬢じよう様さまだし、護身術の類たぐいでも習っていたのかもしれない。なんとも鮮あざやかな投げ技わざだった。そのまま彼女はすばやい動きで吹雪のマウントを取り、スカートのポケットから金属製の手て錠じようを取り出して──。

「いや、待て」

　なぜきみはそんなものを携けい帯たいしている？　とツッコもうとしたときには、すでに遅おそかった。

　ガシャッと金属の輪っかが閉まる嫌いやな音がした。

　ちょうどバンザイをした姿勢で、吹雪の両腕は拘こう束そくされていた。

　そして、今まさに担当編集を拘束した作家は、かすかに頰ほおを紅潮させながら、




「──全部、ユキト様が悪いんです」




　かすかに息を荒あららげながら、そう言った。

「落ちつけ」

　あくまでクールな口調で、吹雪は交こう渉しようを開始する。なんだか人質交渉人ネゴシエーターにでもなった気分である。ただし、この場合の人質は自分なので、あまり笑っていられない事態だが、さらに笑えない理由が吹雪にはあった。

「どうして今、ミサになる必要がある？」

「ふふっ。何を言うのですか、ユキト様」

　吹雪の質問を無視するように、美沙は物語のヒロインのようにはにかむ。

　竜園寺ミサ。

　それが祓島沙さ英えのデビュー作『どらデレ！』に登場するヒロインの名前だ。

　異世界から来た機械人形オートマタで、主人公を『ご主人様』と呼び、とにかくデレまくる黒くろ髪かみ巨きよ乳にゆうヒロインなのだが……問題は彼女の名前が美沙とほぼ同じだということ。

　作者である美沙曰いわく、《ちょうどいい名前が思いつかなかっただけよ。それに、竜園寺ミサは私の理想だから》とのことだが……。




《私に恋愛ラブコメを教えて、担当さん》




　吹雪が担当編集として初めて美沙にあった日の屋上で、彼女はそう頼たのんできた。

　それは、作品創づくりの取材という名目で、ときおり美沙がヒロインである竜園寺ミサを演じるということ。

　さらに担当編集である吹雪が、『どらデレ！』の主人公である伊吹ユキト役になるということ。

　美沙いわく、《ヒロインの気持ちを理解するためよ》とのことだったが……。

「最近、私に会ってくれませんでしたよね、ご主人様」

「いや、きみと俺は一いつ緒しよに住んでいるから、毎日顔を合わせて──」

「違ちがいます。そういうことじゃありません。最近、私がユキト様に会うことがなかったということです」

「それは……」

　美沙の言う通り、吹雪は最近ユキトを演じていなかった。

　というか、できなかったのだ。

　その理由は一つ。

　五月から、もう一人のなつめ荘在住作家である、虎とら岩いわ大たい河がの担当になったせいだ。

　虎岩大河の本名は、ミシェル・メッサーシュミット。

　ミシェルは名前と外見だけは完かん璧ぺきにドイツ人なのだが、実は関西出身で、吹雪の幼なじみ。

　この一ヵ月間、美沙と二人きりになろうとすると、やたらとミシェルが絡からんでくるようになった。

　学園はもちろんのこと、なつめ荘、さらには外で打ち合わせの予定を立てると、「アタシも打ち合わせしたいことがあるから、同席してもいい？」と言ってくるのだ。

　美沙は自分がヒロインを演じているということを他人にバラしたがらない上に、ミシェルの申し出を断ることができなかったらしい。

　結果、この一ヵ月間、美沙と吹雪はいたって普ふ通つうの作家と編集者としての関係を貫つらぬいてきた。

　だが、美沙は三人での打ち合わせが嫌だったのか、《今日はミシェルさんに秘密で打ち合わせをしましょう》と吹雪に言い、結果的に吹雪は久しぶりに美沙と二人きりで打ち合わせをしていたのだが……。

「もう限界です、ご主人様」

「冷静になれ。今きみは何をしているかわかっているのか？」

「ラブコメの取材ですが？」

「そうか。ならば、聞こう。なぜ、きみの指先は現在進行形で俺のシャツのボタンを外している？」

「うふふ、私は機械人形ですから、ときおりエラーが出るんです♪」

　そう言いつつも、どこか虚うつろな目で、しかも息を荒らげながら、美沙は吹雪の服を脱ぬがそうとしてきた。

　──マズい。

　このなつめ荘で二ヵ月以上同居してわかったこと。

　ヒロインを演じるという行こう為いは、美沙にとってのストレス解消にもなっているのだ。プライドがエベレストなお嬢様である美沙は、普ふ段だんうまく他人に本音を言えない。そのせいかストレスを抱かかえこむことが多い。

　しかし、ヒロインを演じているときは別らしい。

　主人公にデレデレなヒロインの口調で、彼女は素す直なおに自分の本音を告げてくるのだが、

「さあ、脱ぎ脱ぎしましょうね？」

「そこまで本音がダダ漏もれなのも困るからな？　担当編集の服を脱がそうとするのはやめろ」

「えへへ、抵てい抗こうしても無む駄だです♪　これから私はユキト様と──」

「いや、そういうことじゃない」

「えっ……」

　戸と惑まどう美沙に、吹雪はいつものクール＆ドライな口調で。

「ここは場所的によくない」

「……は？」

「もしこのシーンがイラスト化されることになった場合、背景は玄関になる。それではラブコメ的なムードが足りない。どうせ脱がすのなら、俺かきみの部屋でしてくれ」

「なっ……」

「それに、主人公だけ脱いでも意味がない。先日俺が集計した読者アンケートだと、『どらデレ！』の読者の九割は男だ。だから、ヒロインであるきみも脱いだ方がいい。その方がラブコメとしては正しい」

「相変わらずあなたの頭は仕事のことだけなの!?」

　驚いたせいか、美沙の口調は素に戻もどっていた。

　だが、彼女の指し摘てきは半分しか当たっていない。

　たしかに今吹雪が言ったことは半分が本音──ラブコメと仕事の泥どろ沼ぬまに肩かたどころか脳天まで浸つかった編ワー集カホ者リツクの台詞せりふだ。

　しかし、もう半分は違う。

　吹雪はあえて無茶なことを言ったのだ。

　──助かった。

　さすがに服を脱げと言われて、美沙が実行するわけが。




「──いいわ」




「なっ……」

　今度は吹雪が驚きよう愕がくする番だった。

「だ、だから、私も脱げばいいんでしょうっ。あなたがそう言うんなら、脱ぐわよっ」

　それくらいこの私なら余よ裕ゆうだもの、と美沙はブラウスのボタンに手を伸のばした。

　もしかしたら。

　美沙は追い詰つめられたせいで冷静な判断力を失っているのかもしれない。じゃなかったら箱入りさまとまで呼ばれた彼女がこんなことをするわけがない。

「うっ……」

　どこか悩なやましい響ひびき。

　羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤にして、かなり長い時間迷った後で、美沙は純白のブラウスの一番上のボタンを外した。

　一つ外して覚かく悟ごが決まったのか、指先は勢いを増していき、ぷつりぷつりとボタンを外していく。

　露あらわになったのは、なまめかしいほどに白い肌はだ。

　ゆるやかな丸みを帯びた双そう丘きゆう。

　そして、レースで飾かざられた大人っぽい純白のブラ。

　目の前に広がるなんとも煽せん情じよう的な映像に意識が奪うばわれそうになったが、吹雪は理性を総動員して、口くち唇びるを動かす。

「さっき言っただろう？　ここで脱いでも意味がない。イラスト的にもっと映える場所に移動して──」

「大だい丈じよう夫ぶよ。背景はデザイナーさんに素材を入れてもらって、いい感じに仕上げましょう。イラストレーターさんが背景を描かかなかった場合、そういう手段を取ることもあるって、前に冴原くんが言っていたわよね？」

「たしかにそうだが……」

「もしくは玄関でこういうことをするというのも、作品的にはありじゃないかしら？　意外性があって、インパクトがあるかもしれないわ」

「ああ、言われてみれば……いや、違う、だからと言って俺を脱がすのは」

「えへへ、ユキト様♪」

　ダメだ。

　美沙が再びミサ状態にトリップしてしまった。主人にデレデレな機械人形になりきった彼女はついにブラウスを脱いでしまう。そして、

「んっ……」

「!?」




　これ以上ないくらいに赤面しながら、スカートの裾すそをちょこっとつまんで、吹雪に跨またがったままで、たくし上げた。




　そのせいで、上ブラとお揃そろいの色をした下着が露わになる。

　上半身が下着だけのせいか、その姿はひどく色っぽくて、どこか背徳的ですらあった。

「……どうですか？」

　スカートをつまんだままで、美沙は告げる。

「このシーンを、イラストにしたくありませんか？」

「くっ……」

「ユキト様はラブコメマニアで社しや畜ちく予備軍でどうしようもない不ふ感かん症しよう野や郎ろうですが、編集者としては優ゆう秀しゆうです。なら、こんな格好をヒロインにさせてみたかったのでは？」

「それは……」

　ぐうの音も出なかった。

　もしイラストの発注書を作ることになったら、吹雪は間ま違ちがいなくこのシーンを最優先候補に選ぶだろう。

　なぜなら、自分の視線は今美沙の姿に釘くぎづけにされて……。




「…………好きです」



















「！」

　追い打ちをかけるように、美沙は甘い声でつぶやいた後で、吹雪に自分の身体からだを密着させた。

　そして、吹雪の首に腕うでをからめながら、呪じゆ文もんでも唱えるように、ささやく。

「好き、好き、好き、好き……大好きです、ご主人様」

「………っ。やめろ、美沙」

　編集者と作家。

　だからこそ自分たちは恋れん愛あい関係になるわけにはいかない。

　なけなしの自制心をフル活用して、吹雪は心に防ぼう壁へきを築こうとするが、

「ちゅっ♪」

「!?」

　作りかけの防壁が一いち撃げきで粉ふん砕さいされた。

　美沙が頰ほおにキスをしてきたのだ。

　瞬しゆん間かん、吹雪は思い出す。

　五月の終わり。一巻が発売されて即そく重版が決まったことで、美沙にキスされたことを。

「えへへ」

　一度だけじゃ終わらず、何度も、何度も。

　美沙は笑え顔がおを浮うかべながら頰にキスをしてきた。




「……大好きです、冴原くん」




　もしかしたら、美沙本人も自分のやりすぎ具合に動どう揺ようしているのかもしれない。

　物語の主人公でなく、吹雪の名前を告げた後で。

　美沙の口唇は、ついに吹雪の口唇に重なろうとして──。




「──あんたたち、何してるの？」




　その瞬間、響いたのはひどく聞き覚えのある声だった。

　開かれたドア。

　そこにいたのは、ミシェル・メッサーシュミット。

　もう一人の担当作家は、呆ぼう然ぜんとした様子で吹雪と美沙を見つめていた。







　　　第２話　　夏の約束







「──で？」

　なつめ荘そうのダイニング。

　そこで虎とら岩いわ大たい河がことミシェルが吹雪ふぶきのことをにらみつけてきた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに精せい悍かんな表情。

　外見だけなら完かん璧ぺきなドイツ人なのだが、

「ミシェルさん。どうしてその服に着き替がえたの？」

「うるさい。こっちの方が気合入るのよ」

　金きん髪ぱつドイツ娘むすめが身に纏まとっているのは、阪はん神しんタイガースのレプリカユニフォーム。やや大きめのサイズのそれをワンピースよろしくまとうのがミシェルは好きなのだが──。

「なぜ、俺の手て錠じようを外さない？」

　椅い子すに座ったままで吹雪は訊たずねる。

　そう、なぜか自分の手首にはがっちりと頑がん丈じようなブレスレットが付けられたままだった。

「決まってるでしょ。容疑者を拘こう束そくするためよ」

「どちらかと言えば俺は被ひ害がい者しやだが？」

「そうよ。可哀かわいそうだから、手錠を外してあげましょう？　自分の担当さんを拘束するなんて、あなたってひどいことするのね」

「………」

「きっとこんな事件は出版業界史上初だわ」

「気のせいか？　その記念すべき第一号はきみだと思うんだが？」

　隣となりに座った美み沙さに言ったが、彼女は「あら、このコーヒー、おいしい」とマグカップでコーヒーを飲んでいた。

　はだけた服も直っているし、その姿はいつもの完璧なお嬢じよう様さま……に見えるが、美沙が飲んでいるのはこの前スーパーで特売だった安物インスタントコーヒー。

　普ふ段だんなら「何？　この泥どろ水みずは？　家か畜ちくのエサかしら？」と一口も飲まずに蔑さげすんで処分する代しろ物ものである。

　見れば、彼女の顔にはかすかな冷ひや汗あせ。

　あんな場面を見られてしまえば当然かもしれないが。

「答えて」

　魔ま女じよ裁判を執とり行う司祭のような口調で、ミシェルは言葉のナイフを突つきつける。

「なんであんなことしてたん？」

「あら。関西弁になってるわよ、虎岩大河先生」

「う、うっさい！　あんなもん見せられたから素すが出ちゃったのよ！　それより、答えなさい。なんであんなことしてたの？」

「それは……」

「決まっているでしょう」

　吹雪が弁解しかけたところで、美沙がなんでもないことを言うように。




「実は、私と冴さえ原はらくんは付き合ってるの」




「………」

　あまりにも唐とう突とつな発言に吹雪は息を吞のみかけたが、すぐにハッとした。

　──まさか、これはアレか？

　ラブコメ小説なんかではお約束の……！

「うふふっ、驚おどろいたかしら？　でも、ミシェルさんの気持ちもわかるわ。私だって同居人が恋こい人びと同士だって知ったら驚くもの。でも、恋人同士ならああいうことをしても不思議じゃなくて──」

「うっわ、何よそのベタなラブコメみたいな言い訳」

「えっ」

「はん。ラノベ作家をなめないで。そんな言い訳が通じると思ったの？　こういう会話から主人公とヒロインの恋人ごっこに繫つながるのは、ラブコメにありがちな展開だもん」

「それは……」

「この後、主人公とヒロインが『どうしてあんなこと言ったんだ!?』『仕方ないでしょう。あのときは誤ご魔ま化かすためにああするしかなかったの。でも、あんなことを言った以上……これからあなたには私の恋人を演じてもらうわよ！』みたいなお約束の会話とかしそうじゃない」

「ミシェル」

　拘束されたままで、吹雪は静かに言う。

「たしかにそのネタは王道だが、俺は好きだぞ？」

「あんたは黙だまっててこのラブコメマニア！　どうせ今も『ふむ。女の子に拘束される……か。今の俺が置かれた状況ラブコメの主人公チックだな。今度担当作に活いかそう』とか思ってるんでしょ！」

「正解だ」

「ふん。何よその面おも白しろ味みのないリアクションは。あんたもラブコメ好きだったら『ち、違ちがう！　俺がそんなこと考えてるわけないだろ！』って叫さけんだ後で、『くそ、さすが幼なじみ。俺のことはなんでもお見通しらしい。けど、そういうところが可愛かわいいよな！』って地の文モノローグで語りなさい」

「そんなことはできん。というか、その文脈だとヒロインを可愛いというのがやや唐突じゃないか？　編集者としてはもっと前後の文脈の流れを意識した方が……」

「ねえ、あなたたち。早く話を進めたら？」

　余よ裕ゆうを見せつけるように、美沙が言った。

「重要なのは、なぜ私が玄げん関かんで冴原くんを拘束して押し倒たおしていたか……でしょう？」

「現行犯のあんたがそれを言う？」

「誤解なのよ。あれはあくまで取材。ああいうシーンのイラストを発注することになって、資料作りの写真を撮とるために二人でポージングを……」

「噓うそつけ！　吹雪だったら『もしこのシーンがイラスト化されることになった場合、背景は玄関になる。それではラブコメ的なムードが足りない』とか社畜予備軍丸出しの発言をするはずだもん！」

「……よくわかったわね。さすが幼なじみ」

「付き合いの長さが違うのよ。さあ、吐はきなさい。なんであんなことしてたの？」

「くっ……」

　仕方ないという表情で、美沙はため息を吐ついてから。




「すべては、作品創づくりのためなの」




「は？」

　困こん惑わくするミシェルに、美沙は追つい撃げきを放つ。

「恋愛ラブコメの勉強。言ってしまえばそういうことになるわね。作品創りの取材のために、私はときどきヒロインである竜園寺ミサを演じてたの」

「なっ──」

「でも、ヒロインだけじゃ勉強はできない。というわけで、担当編集である冴原くんに主人公である伊い吹ぶきユキト役になってもらったってわけ」

「そ、そんなのありえない！　それこそベタなラブコメ展開で……！」

「私だって好きでやってるわけじゃないわ。これもヒロインの気持ちを理解するためなのよ」

「うっさい！　主人公に素直になれない高飛車お嬢様ヒロインみたいなこと言うな！　そんなことが現実に起きるわけないでしょ！　あんた、ラブコメの読みすぎよ！　ねえ、吹雪も何か言って──」

　しかし。

　ミシェルは吹雪を見つめたままで、「……ううん。待って」と青ざめた。

「吹雪はこの通り末期の社畜予備軍だし、担当作家からお願いされて、それが仕事のためになりそうだって判断したら……うわあああああああああ迷うことなく実行しそうやんっ！」

　いや、まだ俺の弁解は終わっていないが？

　つぶやく吹雪の目の前では、ミシェルが頭を抱かかえていた。

　どうやら美沙の言葉を信じる気になったらしい。

「納なつ得とくしていただけたようね」

「だって、そうじゃないと玄関であんなことしてた説明がつかないし、あんたが書く文章には実際に体験したんじゃないかってくらい、やけにリアルな心理描びよう写しやが入ってたし……あっ！」

　そこでミシェルは立ち上がると、何も言わずにダイニングから出ていった。

　そして、三十秒足らずで帰き還かんした彼女の手には、『どらデレ！』一巻の初版本。しかも美沙のサイン入りが握にぎられているわけで。

「あんた、さっきラブコメの勉強をしてるって言ってたわよね？　そのために、作中のシーンを演じてるって」

「ええ、そうよ」

「ということは……こ、このシーンとかもやったわけ？　ほら、カラー口絵の水着エプロンのヤツ……」

「ええ、そうよ」

「このシーン、クッソ恥はずかしいじゃない！　ヒロインがせっかく水着エプロンで料理を作ったのに、超ちよう絶ぜつクールでドライな主人公にウサ耳をつけてもう一回リテイクするように要求されるのよ！　その後、は、裸はだかまで見られて……！」

「私は作家よ。作品を面白くするためなら、なんだってするもの」

「───っ」

　どうしてか、かすかに涙なみだ目めになりながら、ミシェルは一度吹雪に目を向けた。

　だが、すぐに美沙をにらみつけて。




「じゃあ、やってみせて？」




「えっ──」

　いきなりの要求に、美沙の余裕メツキがポロリとはがれた。

「聞こえなかったの？　やってみせてって言ったの。今から、竜園寺ミサヒロインを演じてみせて」

「くっ～～～」

　ここでできなかったら今までの自分の言葉が噓になる。

　そう感じたのか、美沙は震ふるえる声で「わかったわ」と告げた。

　そして、数秒間黙ってから。

「──えへへ。これでどうですか、ミシェルさん」

「うわっ」

「？　どうしたんでしょうか、ユキト様？　ミシェルさん、とっても驚いていて……あれ!?　どうしてユキト様が手て錠じようで拘こう束そくされているのですか!?　ひ、ひどい！　いったい誰だれがこんなマネを……」

「うわああああああああああああああっ!?」

　美沙の変へん貌ぼうぶりに、悲鳴を上げるミシェル。

　──まあ、当然か。

　自分だって最初は美沙の変貌ぶりに驚いた。

　普ふ段だんの傲ごう岸がん不ふ遜そんな美沙を知っているからこそ、ミシェルの驚きよう愕がくは大きかったのだろう。

「えっ、ちょ、マジ？　あんた……ミサなの？」

「はい。信じていただけましたでしょうか？」

「………。あんたにとって吹雪は……ううん、伊吹ユキトはどんな存在？」

「もちろん、愛すべきご主人様です。私は異世界から来た機械人形オートマタ、竜りゆう園えん寺じミサ。ご主人様のためならどんなご奉ほう仕しでもしてみせます♪」

「ふ、吹雪！　コイツすごい！　思った以上に完成度高いわ！　動画にとってツイッターに上げたいくらい！」

「そこは最低限の慈じ悲ひで制止してくれ」

　そんなことをされたら祓はら島しま沙さ英えの作家生命が終わる。

「どうやら信じていただけたようですね」

「うん！　これならヒロインを演じてあんたとラブコメを演じるっていうのも……あっ！」

　あらためて状況を思い出したのか、ミシェルが「むむむっ」と口くち唇びるを尖とがらせた。

「……あんた、よくこんな恥ずかしいことできるわね」

「別に？　さっきも言ったけど、私は作家よ。作品を面白くするなら、クラスメイトの男の子にご奉仕するっていう、内心では心底嫌きらっている下げ劣れつで破は廉れん恥ちで反へ吐どが出る行こう為いだって、実行してみせ……」

「美沙。きみが飲んでいるコーヒーは、俺のだぞ？」

「………っ」

　机の上にあった吹雪のカップに口をつけたところで、美沙の顔が硬こう直ちよくした。

　そして、何事もなかったように、カップをテーブルに着陸させてから。

「で、何の話だったかしら？」

「とりあえず、あんたがミサを演じることにかなり羞しゆう恥ち心しんを感じてるってことはわかったわ」

「なっ──」

「間接キスしたぐらいで真っ赤になっちゃってるあんたがあんなデレデレしたヒロインを演じるなんて、もはや奇き跡せきね」

「───っ」

　痛いところを突つかれたのか、美沙は口唇をきゅうっと嚙かんだ。

　しかし、すぐにいつもの冷静な令れい嬢じようの顔に戻もどって、

「ということは、納得してもらえたのね。私がラブコメを書くために冴原くんとイチャイチャするということを」

「なっ……そ、そんなこと……！」

「冴原くんの了りよう承しようはもらっているわ。だって、私、こうしないと原げん稿こうを上げられないんだもの」

「ひ、卑ひ怯きようよ！　そんなこと言われたら社しや畜ちく予備軍の吹雪は了承するに決まってるじゃない！　しかも、今までずっとアタシたちに秘密にしてたくせに……！」

「商業作家が執しつ筆ぴつ方法を隠かくして何が悪いの？　企き業ぎよう秘密よ」

「………っ！　あんた、アタシが毎日毎日毎日仕事している間にそんなことを……こっちは四シリーズ同時進行で書いてるのに……しかも、四シリーズ目は今までとやり方が違うから、ちょっと苦労してるのに……！」

　ミシェルは納得がいかないようだった。

　──たしかに、最近のミシェルは忙いそがしいな。

　彼女の担当編集である吹雪は知っている。




　虎岩大河が刊行しているシリーズは、アニメ化もされた人気シリーズ『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』。




　累るい計けい二○○万部を超こえるＦＦ文庫の看板シリーズである。

　そのスピンオフシリーズも合わせれば、ミシェルが現在進めているシリーズはなんと驚きよう異いの四本。

　おまけに彼女が今言った通り、四つ目の仕事は──。

「あなたは働きすぎじゃないの？」

　吹雪の思考を遮さえぎるように、美沙が言った。

「別にいいでしょ？　四つ目の仕事とあんたのおかげで、アタシはいつも以上にモチベーション全開なの」

「私の？」

「アタシ、あんたにはたとえ死んでも負けたくないもん」

「ライバル視してくれるのはうれしいわ。でも、体調は壊こわさないでね」

「えっ、まさかあんた、アタシを心配──」

「弱りきったあなたに勝っても何もうれしくないし、いじめがいもないものEs fühlt sich für mich nicht wie ein Sieg an, wenn du so erschöpft bist. Ich will es genießen, dich zu ärgern!」

「あんた今メチャクチャ失礼なこと言ったでしょ!?　アタシがドイツ語わからないからって！」

　む～と頰ほおを膨ふくらませるミシェル。

　ミシェルが美沙をライバル視しているのは本当だ。




　祓島沙英は、自分が銀賞を取った新人賞で七年ぶりに、大賞を取った作家なのだから。




　だが、最近はさすがに仕事量が多すぎないかと吹雪も心配している。

　虎岩大河の執筆ペースは業界でもトップクラスだが、それでも学業を熟こなしながらここまで仕事するのはかなり負担がかかるはずだ。

「認めてあげましょう。私は仕事量だけはあなたに勝てないわ」

「へえ。珍めずらしいわね。プライドだけでできてるあんたがそんなこと言うなんて」

「仕方ないでしょう」

　やや大げさな仕草で、美沙は息を吐はいてから、続ける。

「私は一つシリーズを書くだけでも大変だもの。だからこそ、これからも冴原くんと取材をするけど」

「なっ～～～」

「当然でしょう？　そうしないと、私はあなたほどの仕事をこなせないんだもの」

「ぐぐぐ……！」

　余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえむ美沙と、悔くやしげに唸うなるミシェル。

　仕事量はミシェルの方が上だが、どうやら口のうまさでは美沙が勝まさっていたらしい。

　吹雪がそんな風に判断した──直後だった。

「……上等じゃないっ」

　ミシェルは覚かく悟ごを決めたように、うなずいた。

　すぐさま、美沙にとんでもない剛ごう速そつ球きゆうを投げる。

「そんなに大変なら、手伝ってあげるわ」

「えっ……」

「だから、手伝ってあげるって言ったの。あんた、自分のヒロインを演じて担当編集に甘えるなんて恥ずかしいマネをしなくちゃいけないくらい筆が詰つまってるんでしょ？　それなら、先せん輩ぱい作家のアタシが協力してあげる」

「………っ！　あなた、まさか……！」

　さすが学年成績トップ。美沙はミシェルの言いたいことを理解したようだったし、吹雪もなんとなく彼女の考えが読めた。

　幼なじみの負けず嫌ぎらいっぷりは誰よりも知っている。

　だからこそ、ミシェルは──。




「……アタシも、ヒロインを演じてあげるって言ってるの！」




　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、ミシェルは叫さけんだ。

「アタシだって『どらデレ！』は読んでる。あの作品には主人公の幼なじみキャラ──織機栞しおりんが出てくるでしょ？　あんたがもっとしおりんを上う手まく書けるように、アタシがあの子を演じてあげる」

「なっ、そんな……」

「身近でアタシが演技すればあんたもしおりんのキャラをもっと摑つかめるようになるかもしれないでしょ？」

「……無茶苦茶よ。あなたの申し出を私が受けるわけが──」

「あんたはさっき言ったわよね？　『私は作家よ。作品を面白くするためなら、なんだってする』って」

「くっ……！　さ、冴原くん」

　自分の不利を悟さとったのか、審しん判ぱんにタイムを要求する打者よろしく、美沙は吹雪にＳＯＳを出した。

「担当編集として、ミシェルさんに何か言ってあげてちょうだい」

「わかった。ミシェル。俺はおまえの意見に賛成する」

「そうそう、ちゃんとミシェルさんを止めてええええええええええええええええええええええっ!?」

　判定に納なつ得とくがいかなかったのか、美沙が吹雪のシャツの襟えりを摑んできた。

「担当さん？　あなたは何をふざけたことを言っているのかしら？　今のあなたを撮さつ影えいしてＦＦ文庫編集部のＬＩＮＥグループに投下するわよ？」

「──甘いな。うちのＬＩＮＥグループには獅し子し原はらさんが定期的に目を覆おおいたくなるようなキテレツ画像を流すせいで、耐たい性せいが付いている。いわば焼け野原だ。そんなところに爆ばく弾だんを投下しても何の意味もない」

「あなたの職場ってやっぱりおかしいわ！」

「自覚している。それよりも、ここはミシェルの案を採用してみてはどうだ？　刺し激げきを受けるという点では悪い話ではないと思うが？」

「ひどい……ミシェルさんの意見ばっかり優先して……どうして私にはそんなに冷たいの？」

　美沙はひどくショックを受けた様子で目じりに涙なみだを浮うかべた。

　見ごとな泣き落とし戦術である。

　普ふ通つうの高校生だったらいとも簡単に籠ろう絡らくされていただろうが、

「理由は一つ。きみが原稿を上げないせいだ」

「くっ……それは……！」

「きみだって今の状じよう況きようはマズいと思っているんだろう？」

「てか、ここでマズいと思わないようじゃ、作家としてスケジュール管理能力がないとしか言いようがないわね」

「なん、ですって？」

「あら、怒おこった？　悔しかったら原稿上げなさいよ。速筆作家のアタシが手伝ってあげるからさ」

「………っ」

　美沙は沈ちん黙もくした後で、うらめしそうに吹雪をにらみつけてきた。

「……冴原くんの、裏切り者」

「は？」

「ううん。なんでもない。でも、わかった。私はミシェルさんの申し出を吞のみましょう。あなたには私の作品のヒロイン──いいえ、サブヒロインである織おり機はた栞しおりを演じてもらうわ」

「……待って。なんでサブヒロインってとこを強調するわけ？」

「えっ、だって」

　美沙はさきほどまでの仕返しをするように、楽しそうにはにかんだ。

「幼なじみだし」

「幼なじみをバカにするなぁ────っ!?　たしかに！　幼なじみヒロインは不ふ遇ぐうな扱あつかいをされることが多いわ！　一番主人公と過ごした時間が多いのに、結局はメインヒロインの当て馬にされたり、『恋こい人びとはダメでも、ずっと友だちでいようね？』って負け犬全開なセリフを言わされたり、アニメの１クール終しゆう盤ばんで主人公を庇かばって死んじゃったり！」

「あなた、よくわかってるじゃない」

「あったりまえよ！　アタシが何人の幼なじみヒロインのやりきれない姿を見てきたと思ってんの!?　それでもあいつらはがんばってた！　自らが背負った幼なじみという十じゆう字じ架かの重さに負けずにね！」

「まあ、たしかにきみは昔から幼なじみヒロインが大好きだったが」

　小学生のときに、どこからか入手したギャルゲーでは幼なじみヒロインルートばかり何周もして、それ以外のルートは自分が進めていたことを吹雪はよく憶おぼえている。

　しかし……。

　──まさか、ミシェルがこんなことを言い出すとは。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「？　何が？」

「きみのスケジュールだ。今きみは四つの作品を同時に進めている。作家としてはかなりの作業量だ。おまけに学業の方もある。なのに、栞を演じるなんて──」

「はん。ナメないで。作家になってからの三年間、アタシが〆しめ切きりを破ったことなんて一度もないわ」

「だが、そろそろ期末テストもあるぞ？　きみは〆切りは破ったことはないが、散々な点数スコアに終わったテスト用紙を何枚も破って──」

「う、うっさい！　別にいいの！　アタシは作家として生きて、作家として死ぬんだもん！　学歴なんてどうでもいいわ！」

「ふうん。見上げた覚悟ね。ところで、ミシェルさん」

　美沙は、ミシェルが持ってきた『どらデレ！』のページをパラパラとめくってから。

「あなた、栞を演じるのよね？　だったら、このシーンとかもできるの？」

「えっ」

　さあっと、ミシェルの顔から血の気が引いた。

　美沙が見せてきたのは『どらデレ！』の１７５ページ。

　メイド服を着てデレデレするミサに嫉しつ妬とした栞が、自らもメイド服を身に纏まとって、主人公である伊吹ユキトにご奉ほう仕しするシーンだった。




《ちょ、ちょっと！　幼なじみの私がせっかくこんな格好をしてあげたんだから……か、かわいいとか、言いなさいよっ》




　セリフは栞らしいなんともツンデレチックなものになっている。

　しかも、このシーンはモノクロイラスト化されており、使用人の衣い装しようを身に纏って恥ずかしそうにしている栞の姿がばっちり描えがかれている。

「で、でも、ここにはメイド服なんて──」

「ノープロブレムよ。そこにある棚たなの中にメイド服が入っているわ」

「なんでそんなものがダイニングの棚に!?」

「この棚の中には、いつか役に立つかもしれないと思って買った資料用のグッズが入っているの。そうでしょ、冴原くん？」

「買ったって……吹雪！　あんた……！」

「心配するな。ちゃんと会社の経費で落とした」

「どこの世界にメイド服を会社の経費で落とす高校生がいるのよ!?」

　叫ぶミシェルに、美沙は死し刑けい執しつ行こう人にんのごとく冷れい徹てつな態度で、メイド服を手て渡わたした。

「さあ、どうぞ。ミシェル……ううん、栞さん♪」

「なっ、あんた、まさかもうミサに……」

「？　どうしたんですか、栞さん？　あなたは異世界から召しよう喚かんされたものを監かん視しする機関、ＰＢＣのエージェントですよね？　だったら、これぐらい余裕でしょう？」

「いきなり作中の設定を持ちださないで！　アタシにだって、覚かく悟ごが……」

「アタシ？　栞さんの一いち人にん称しようは、『私』ですが？」

「くっ……！」

　原作者の厳しいチェックに、ミシェルは悔くやしげに口くち唇びるを嚙かみしめながらも、うなずいた。

　そして、メイド服を手に持ってリビングから出ていくこと数分。

　戻もどってきた彼女は──。

「わぁ、とっても可愛かわいいです、栞さん」

「う、うるさい！　黙だまれ！」

　すっかりメイドスタイルに変へん貌ぼうしていた。

　フリルとレースでかざられたメイド服、純白のガーターベルト、華はなやかなヘッドセット。

　──驚おどろいた。

　外見が西洋人なせいか、とんでもなく似合っている。昨晩たこ焼きとお好み焼きを作って粉ものパーティーをしていたコテコテの関西人とは思えない。

「ほ、ほら。メイド服を着たし、これでいいんでしょう？」

「いいえ、ダメです。ちゃんとセリフも言いましょう。この１７５ページのヤツです。一字一句、正確に」

「くっ～～～！」

　羞しゆう恥ち心しんを押し殺すようにミシェルはスカートの裾すそを握にぎり締しめた後で。




「ちょ……ちょっと！　幼なじみの私がせっかくこんな格好をしてあげたんだから……か、かわいいとか……い、言いなさいよっ」




「栞さん……」

　美沙は、物語のヒロインを演じたままで。

「よくそんな恥はずかしいマネができますね♪」

「うっさいこの毒どく舌ぜつ女ぁ───っ！」

「ミシェル。栞ならそこは毒舌機械人形と叫さけぶべきだ」

「冷静にコメントするなワーカホリック！　でも、これで完かん璧ぺきでしょ？　アタシは栞を演じてみせて──」

「いや、まだだ」

「えっ」

　どういうこと？　と不思議そうにする栞──いや、ミシェルに、吹雪は言う。

　冷静な編集者の口調で。




「今のきみは、すごく可愛い」




「なっ～～～」

　ひどく動どう揺ようするミシェルを尻しり目めに、美沙は「……ああ」と天を仰あおいでいた。

「……始まったわね」

「えっ、何？　どういうこと？　なんでいきなり吹雪がアタシのことを褒ほめて……」

「だから編集者としては、ぜひこのシーンを修正リテイクして、『どらデレ！』二巻に反映して欲しい」

「……は？」

「このシーンはもっと可愛くできるということだ。一巻ではメイド服を着て恥ずかしいセリフを言うだけだったが、二巻ではこのシーンを強化したものを採用してみるのはどうだ？　いわゆる天てん丼どんに近い構成だが──読者は喜ぶかもしれない！」

「あんたはいきなり何を叫んでいるの!?」

「無む駄だよ。こうなった冴原くんは止まらないわ。でも、そうね。今のアイディアは面おも白しろいかもしれない。相変わらずあなたは編集者として優ゆう秀しゆうね」

「アタシを無視して話を進めるな！　いったい、何が起きて──」

「というわけで、ミシェル」
















　吹雪はダイニングの棚から猫ねこ耳みみ＆猫シッポを取り出してから。

「今からこれをつけてくれ」

「えっ、ちょ、あんたマジで言ってるわけ!?」

「いいわよね。セリフは『……これで、どうかにゃん、ご主人様？　あんたのことだから、こういうコスプレが好きなんでしょっ』でどうかしら？」

「そ、そんな恥ずかしいセリフを言えるわけが……！」

「ミシェル。栞だったら、ここは反論する場面じゃないか？」

「そうね。『バカなこと言わないで！　私はあんただけには絶対に負けないんだから！』って意地を張るところね」

「～～～～っ！」

　ミシェルは。

　手を震ふるわせながらも、吹雪から手渡された猫耳を頭につけた。

　そして「こ、これでどうかにゃん……ご、ご、ごしゅ……！」とつぶやいた──その瞬しゆん間かんだった。




「こ、こんなんできるかぁ────!?」




　終わりは唐とう突とつにやってきた。

　猫耳を床ゆかに叩たたきつけた後で、ミシェルは「うわああああああああっ！」と半泣きになりながらダイニングから出ていった。

　──少し、可哀かわいそうなことをしただろうか？

　さすがに同居人の前であんなことをするのはハードルが高かったかもしれない。

　そんな風に、吹雪は反省したところで。

「ミシェルさんが栞を演じる……か。厄やつ介かいなことになりそうね」

　美沙が深々とため息を吐ついた。

　しかし、すぐに彼女は何かを考えこみながら。




「でも、この展開は……物語的には面白いかも」







　　　第３話　　ナイショの話







「ふふっ、気持ちいいですか、ユキト様♪」

　主人に甘えるように、美み沙さがそう言った。

　温泉。

　今自分たちがいる場所を一言で言い表せばそうなる。




　週末、吹雪ふぶきと美沙とミシェルは三人で温泉旅館に来ていた。




　これも取材のため。二巻に温泉を登場させるために、わざわざ人ひと里ざと離はなれたこの旅館まで出向いた。

　そして、ここは混浴風ぶ呂ろ。

　当然美沙もミシェルも生まれたままの姿なのだが……。

「ちょっと！　ずるいわよ！」

　そこで反論したのは、同じく何も身にまとっていないミシェル。

　彼女は栞しおりを演じたままで、




「……ねえ、ユキト。あんたは、私とこの機械人形、どっちが好きなの？」




　吹雪の腕うでにゆっくりと抱だきついてきた。

　素す肌はだに伝わってくるふにゅんとした温かな柔やわらかさ。らしくないことに今自分の顔は紅潮しているかもしれないが、それは温泉のせいだけじゃないかもしれない。

「ユキト様」

　すぐさま、美沙も吹雪の腕に抱きついてきてから、吹雪の耳元でささやく。




「もちろん私ですよね、ご主人様？」




　──ああ。

　その瞬間、吹雪はすべてを理解した。

　こんな夢みたいなことが現実に起きるわけがない。つまり、これは──。




「わたしだよ！」




　案の定、いきなり美沙とミシェルが獅し子し原はらに変身した。

　心底疲つかれ切った顔をする吹雪を無視するように、二人の獅子原は元気いっぱいに叫ぶ。

「またまたヒロインとのデートシーンだと思った？　残念！　ましろちゃんでしたー！　わはは現代社会はそんなに甘くないのだよ吹雪くん！」
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「──あんたが二人に増えたら地じ獄ごくだからな!?」

　脳内でツッコミを入れながら、吹雪は何とも言えない気分で目を覚ました。

　今日は土曜日。

　世間一いつ般ぱん的には休日にも拘かかわらず、吹雪は職場にいた。

　オルカ書店ビル七階フロア、ＦフアンタジーＦフアクト文庫編集部。

　吹雪にとっての戦場である。

　時刻を見ると、時計の針は午前十一時を指していた。最後の記き憶おくは午前七時に原げん稿こうを一本読み終わって、修正個所を指定したＰＤＦを作家に送ったところ。

　どうやらそこから机で寝落ちしていたらしい。

　これが編集者の日常だ。

　こんなことはいたって日常茶さ飯はん事じで──。




「えへへ、おはようなのです、お兄さん♪」




　だが、今隣となりにいる人物だけはいつもの職場と違ちがっていた。

　小こ柄がらな体たい軀く。

　軽かろやかに跳はねる茶ちや髪ぱつのツインテール。

　思わず甘やかしたくなるような可か憐れんな笑え顔がお。

　まるで天使のような姿をした少女は、今まさに寝ね起おきの吹雪の顔をスマホで撮さつ影えいしているわけで──。

「凛りん。何をしている？」

「えっ、あっ、ご、ごめんなさい！　お兄さんの許可もなしに撮影なんかして！」

「ほう。きみが謝るとは、珍めずらしいな」

「何を言うんですか！　凛にだって失礼なことをしてしまった自覚はあります。ビデオより先に、招待状の準備をするべきでしたよね？」

「……招待状？」

「凛とお兄さんの結けつ婚こん式しきです♪　ただいま撮影中の映像は、式場で二人の愛の記録メモリーとしてばっちり上映して……って、ああっ！　なぜ凛のスマホを取り上げるのですかお兄さん!?」

「今きみが撮とっていた動画の式を挙げるためだ」

　ただし結婚式じゃなくて葬そう式しきだが、と吹雪は凛のスマホの動画フォルダを開く。

　すると、そこにはあらゆる角度から撮られた自分のムービーが保存されていた。

　怖おぞ気けの走るほどの動画本数に、さすがの吹雪も引いていると、

「ううっ、恥はずかしくて死んじゃいそうです！」

「ショックで死にそうなのはこっちなんだが？」

「お兄さんが凛の大事な部分フオルダーをじっくり観察するなんて！」

「誤解されるような言い方をするな。そもそも、なぜこんな動画を撮影している？」

「凛がお兄さんの妹だからです！」
















「夢を見るな。きみは俺のいとこだ」

　吹雪は動画の削さく除じよをあきらめ、スマホを凛に返した。

　この通り、凛は天使のような見た目をしているが、中身は１８０度違う。




　ストーカー。




　一言で言うならそんなところだ。

　凛は吹雪いとこのことが好きで、しかも物語に出てくる血の繫つながった兄きよう妹だい同士の禁断の愛に憧あこがれている。

　だからこそ自身が実じつ妹まいでないというコンプレックスを解消したいのか、兄妹物の小説ばかり書いているのだが。

「ところで、なぜ凛がここにいる？」

「昨日お兄さんが帰ってこなかったので、心配になって様子を見にきたんです！　そうしたら、会社の前でお兄さんの同どう僚りようの方と会って」

「同僚？」

「あー、僕たちのことだよ」

　吹雪の隣の席から声が上がった。

　アロハシャツを着たナイスミドルな男性編集者。ＦＦ文庫編集部では編集者同士があだ名で呼ぶことが多く、彼のあだ名は──。

「僕とほのかが歩いてたら、偶ぐう然ぜん凛ちゃんに会ってね。冴さえ原はらくんのことを心配しているようだったから、入れてあげたんだ。別に問題はないだろう？」

「まあ、凛は作家志望ですし、副編集長の担当作家なので、会社に入れても問題はありませんが……パパさん」

「ん？　なんだい……あっ、すまない、冴原くん。そろそろほのかにお昼ゴハンを食べさせなくちゃいけない。さあ、ほのか。お昼だよぉ～」

　パパさんと呼ばれた男性編集者は、さわやかなスマイルを浮うかべながら、膝ひざの上に載のった女の子の口元にコンビニのサンドイッチを運んでいた。

　ここまでなら、さわやかな休日の親子のワンシーンなのだが……。




　パパさんが膝の上に載せている女の子は、ウサギのヌイグルミだった。




　吹雪は「おいしいかい、ほのか？」とにこやかにヌイグルミと談だん笑しようしている同僚を見つめた後で、

「まあ、いつも通りだな」

「……お兄さん。凛が言うのもなんですが、今目の前で繰くり広げられている光景はかなり常じよう軌きを逸いつしている気が……」

「さて、仕事をするか」

「華か麗れいに現実逃とう避ひしようとしないでください！　お兄さんの同僚さんがピンチです！　会社の前で会ったときからこうでした！　ぶっちゃけ凛は１１０番か１１９番のどちらかにテレフォンしかけました！」

「心配することはない。パパさんは、ちょっと疲れているだけだ」

「ちょっとって……」

　これが？　と凛はヌイグルミを高い高いするパパさんを指さした。

「昨日、娘さんの授業参観に出席予定だったそうだが、その前に入っていた打ち合わせが長引いて、欠席してしまったらしい」

「まさか……それで娘さんに怒おこられて？」

「いや、『だいじょーぶ。ほのか、わかってるよ？　パパは編集者サラリーマンだから、どうしても外せない仕事タスクがあったんだよね？』と優やさしく励はげまされたらしい」

「すごく大人びた娘さんですー!?」

「『大黒柱として家族を支えるのがパパのお仕事。ほのか、それくらいわかるよ？　だって、もう七歳だもん』と胸を張られたとか」

「怖こわいです！　七歳でその物わかりの良さは成長を通り越こしてもはやホラー映画の域に達しています！」

「授業参観は国語の授業で、パパさんの娘さんは両親についての作文を音読したそうだ。タイトルは『ほのかの大好きなパパとママへ』」

「あああああああああっ!?」

　悲ひ惨さんすぎるエピソードに絶ぜつ叫きようする凛の横では、どこかうつろな目をしたパパさんが「うわあああああごめんよほのかぁああああああっ！」とヌイグルミを抱だきしめながら号ごう泣きゆうしていた。

　本人曰いわく、いっそ怒られた方が楽だった、とのこと。

　まあ、幼い娘にそこまで気を遣つかわれた発言をされれば精神的におかしくなるのも無理はない気もするが。




「パパさん。作家さんの前で醜しゆう態たいをさらすのはやめてください」




　落ちこむ先せん輩ぱい編集の肩かたを叩たたいたのは、茶髪の女性編集者。

　彼女のあだ名は──。

「あっ、ゼクシーさん！」

「……えっと、凛ちゃん？　そのあだ名で呼ぶのは……」

「あっ、ごめんなさい。じゃあ昔のあだ名で呼びますね、元ヤンさん！」

「お願いだからそっちもやめて!?　ううっ、ひどい、パワハラだよ……アタシのあだ名が作家さんにまで知れ渡わたって……けほっ、こほっ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだか、声がかれて……」

「あー、心配することはないよ」

　思いっきり叫さけんで少し正気に戻もどったのか、パパさんはいつも通りの穏おだやかな口調で、




「ゼクシーは、昨日ヤケ酒しただけだから」




　さらっと同僚の個人情報を暴ばく露ろした。

「えっ……ヤケ酒？」

「そのせいで喉のどがボロボロらしい。なんでも、昨日の夜に中学校の同窓会があって──」

「うっせえ既き婚こん者がァアアアア！」

　ゼクシーが叫んだ。

　そのまま心の内をぶちまけるように、吠ほえる。

「同窓会に行ったら案の定同級生の既婚率がハンパじゃねえんだよ！」

「だからってそこまで叫ばなくても……」

「うるせーこちとら最近残業続きでカップメンばっかだから腹回りがヤバくて『あれ？　もしかして、デキ婚こんするの？』ってダチにからかわれたんだようわあああんチキショオォオオオオオ三み十そ路じになると代謝がヤバいよジムの会員になってもいくヒマがねえよ仕事の量に比例して体重が増えてくんだよォオオオオオ！」

「ゼクシーさん、落ちついてください。それ以上叫ぶと声が出なくなって、仕事に支障が出ます」

「えっ……吹雪くん？　こんなアタシを気づかってくれるなんて……」

「水でも飲んだら？　編集部うちの冷蔵庫にストックがいっぱいあるよ？　きみが通つう販はんで買ったダイエット用水素水が」

「くたばれ既婚者アタシに現実を突つきつけるんじゃねェエエエエエエっ！」

「……お兄さんの同僚さんって、個性的な方が多いですよねー」

「心配してるのか？」

「はい、もちろんです。将来凛とお兄さんが結婚式を挙げるとき、職場の方のスピーチは一体誰だれにお願いすればいいのか……悩なやみます」

「………」

　なんだか一番心配なのはこのいとこな気がする。

　そんなことを思いながら、吹雪はため息を吐ついた。

「おや？　お兄さんがため息を？　もしかして、お疲つかれですか？」

「ああ、少しな」

「やっぱり！　凛もそうじゃないかと思っていました！　最近のお兄さんはおかしいです！　体重が３２０グラムほど減りましたし、凛とおしゃべりしてくれる時間も先週より４時間18分54秒ほど少ないです！」

「ははは俺よりもいとこを絶賛ストーキング中のきみの方がどう考えてもクレイジーだと思うが？」

「もしかして、最近忙いそがしいんですか？　まさか、美沙さんが二巻のプロットを上げないとか──」

「いや、そっちの心配はない」

　そう、あの日──ミシェルまでもが作中のヒロインを演じると言ってきた日の、夜。




　美沙はプロットを上げた。




　作業時間はたったの一時間。

　今までスランプに陥おちいっていたのが噓うそのようなスピードである。

　内容的にも非の打ちどころのない王道的なラブコメに仕上がっており、吹雪も編集者として太たい鼓こ判ばんを押した。

　ただ、一つ問題があるとすれば。

　その内容が、あまりにも王道的なラブコメだったということで──。
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「な、何よこのプロットは！」

　さかのぼること一週間前。

　場所はなつめ荘そうの２０１号室、ミシェルの部屋。

　そこで吹雪は担当作家二人と打ち合わせをしていたのだが、




「なんでミサと栞が主人公を取り合う展開なわけ!?」




「あら。問題はなくてよ」

　虎とらのヌイグルミが飾かざられたベッドに腰こし掛かけたままで、美沙は涼すずしい顔をしていた。

　ちなみに、今日は凛はいない。

　新人賞に投とう稿こうする作品の〆しめ切きりが迫せまっていて、ネタを思いつくために外出して気分転てん換かんしているとか。

「一巻ではミサと主人公の関係性をフィーチャーしたわ。次は、サブヒロインである栞をメインにした話にしてみようかと思って」

「うっ……た、たしかに二巻でメインヒロイン以外の女の子を話の中心に据すえるのはよくあるパターンだけど……だからって、なんでこんなにサービスシーンが多いのよ！　三人でお風ふ呂ろに入ったり、一いつ緒しよのベッドで寝ねたり……しゅ、主人公の服を脱ぬがせたり！」

「ラブコメなんだから仕方がないでしょう」

「あんたアタシを恥はずかしがらせようと思って絶対わざとやってるでしょ────っ!?　吹雪！　あんたは担当なんだからコイツを止めて──」

「すまん。少し待ってくれ」

「？　どうしたのよ？　ハンカチなんか取り出して……」

「いや、『どらデレ！』一巻発売から一ヵ月以上経たったが……やっとマトモなラブコメプロットが上がったと思って……」

「ほら、見なさい。あの冴原くんが泣いているわ。表情はいつものクール＆ドライだけど、うっすら目が潤うるんでる。私がプロットを上げたおかげね」

「いままで散々ゴミクズみたいなプロットを上げてきたのは誰よ！　とんでもない担当者泣かせのくせに！」

　美沙が手て渡わたした紙プロ束ツトを宙に放ほうり投げるミシェル。

　Ａ４の印刷用紙が部屋に舞まい散る中で、ミシェルは虎のヌイグルミをぎゅっと抱きしめてから。

「……………まあ、面おも白しろいと思うけど」

「あら、本当？」

「そうね。ヒロインが主人公を取り合うっていうのは、ラノベではもはや古典って言っていいくらいやりつくされたお約束展開だけど、祓はら島しま沙さ英えなら面白く書くんでしょ？　あんた、ベタなラブコメをこれでもかと甘々にするのが大得意だもん」

「………っ！　た、大変！　ミシェルさんがデレたわ！」

「わざとらしく驚おどろくな」

「もしかして、体調でも悪いの？」

「……そうね。さすがに、ちょっと疲れてるかも」

　言いつつも、ミシェルはエナジードリンクをイッキ飲みしていた。

「新作の改稿で苦労しててさ。でも、大丈夫！　昨日改稿案を思いついた！　これで傑けつ作さくになるわ！」

「ふうん。体調は悪いけどテンションはご機き嫌げんのようね。だからデレて……あっ、でもそういう栞を書くのも悪くないわね」

「えっ……」

「大丈夫。資料ならたっぷりあるわ。『ゆる○り』、『桜Ｔｒｉ○ｋ』『うらら迷めい○帖ちよう』……ゆるゆらゆららゆるゆりな漫まん画ががいっぱいで──」

「きゃああああああやめてやめてやめて～！」

　ミシェルは虎のヌイグルミに強きよう烈れつなベアハッグをかましながら。

「いきなりデレるとかマジ納なつ得とくできない！　しおりんはそんな子じゃない！　敵対するヒロイン同士が仲良くなるには、しっかりとしたプロセスが必要なの！　じゃないと読者アタシが納得しないんだから！」

「……ミシェルさんって、変わってるわね」

「きみも人のことは言えないと思うが？」

「お黙だまりなさい。では、本題に入りましょう。──どのシーンからにする？」

「うっ～～～！」

　うなったままで、ミシェルが床ゆかに散らばった紙束を拾い集めてから、熟考し始めた。

　彼女の思考は手に取るようにわかる。

　今まさに幼なじみは探しているのだろう。

　自分が演じても問題なさそうなサービスシーンを……。




「……これね」




　そして、たっぷり五分が経過してから、ミシェルはプロットの一文を指さした。

　それは第二章の冒ぼう頭とう。

　ある日、ミサが捨すて猫ねこを拾ってきて、主ユ人キ公トはその猫の世話をすることに。

　しかし、ユキトに甘える捨て猫に嫉しつ妬としたのか、「ユキト様のご主人様は、私ですよね？」と美沙が猫耳をつけて甘えてくるのだ。

　そして、それを見た栞までもが子猫ルックになるわけで──。

「なるほど。猫ね。普ふ段だん学園で留学生のフリをして猫を被かぶっているミシェルさんにはお似合いのシーンだわ」

「余計なお世話よ」

「じゃあ、取材を始める前に腹ごしらえをしておきましょう。どうぞ、ミシェルさん」

「えっ、これって……」

「猫ねこ缶かんよ。昨日ペットショップで買ってきたの」

「わけわかんないボケかますなー！　ていうか、何!?　あんた、アタシがこのシーンを選ぶのを予想してたわけ!?」

「ええっ、もちろん。だってこのシーンが演じるには一番ハードルが低そうだもの」

「くっ～～～！」

　悔くやしそうに口くち唇びるを嚙かみしめるミシェル。

　そんな関西系ドイツ人に見せつけるように、美沙は猫缶を開けてから。

「さあ、どうぞ」

「えっ、まさか、あんたマジでアタシに食べさせる気じゃ……」

「ううん、違ちがうわ。これはマシロちゃんの分よ」

「えっ、マシロって……まさか、獅子原ましろ？　なんであいつに猫缶なんか……」

「ノープロブレムだ。獅子原さんはこの前深夜二時のカラオケでピッチャージョッキに入ったビールを三杯連続でイッキしていたし、それに比べたら猫缶を食べるくらい余よ裕ゆうで……」

「やめて。担当さんの社会人としてＯＵＴな伝説を聞かせないで。まあ、たしかに獅子原さんに猫缶を食べさせたらすごく面白いかもしれなけど……今回食べさせるのは別の子よ」

「美沙。まさか……」

「あら。相変わらず察しがよくて助かるわ、担当さん」

　にっこりと微笑ほほえんでから、２０１号室から出ていった。

　そして、すぐに戻もどってきた彼女が抱かかえていたのは、一いつ匹ぴきの子猫。

　綺き麗れいな毛並みをした黒猫である。

「この子は、獅子原さんから借りてきたの。この前、獅子原さんが猫を飼ってるって話を聞いて、本人に『取材のために借りたい』って言ったら、快く貸してくれたのよ」

「でも、あんたさっき『マシロ』って……」

「この子の本名よ」

「あいつ飼かい猫に自分の名前つけてんの!?　どんなネーミングセンスよ！　編集者としてどうかと思うわ！」

「そうだな」

　ふむ、と吹雪はうなずいてから。

「たしかに、マシロという名前はよくない」

「でしょ？　吹雪もそう思って──」

「この子は黒猫だぞ。なのに、どうして名前が真マ白シロなんだ？　設定的に齟そ齬ごが出て……いや、待て。もしや、何かしら秘められた力が覚かく醒せいすると毛皮が黒化するとか、そういう中二病設定が？　マシロオルタが爆ばく誕たんするのか？」

「………」

　ミシェルはひどく疲つかれた様子で、マシロを撫なでながら、話しかける。

「聞いて、マシロちゃん。アタシの担当は二人ともおかしいかもしんない……地じ雷らい編集と社しや畜ちく予備軍……あはは……どうしよう……」

「心配するな。今のは冗じよう談だんだ」

「でしょうねえ！　マジで言ってたらそっこーで担当変へん更こうを要求するもん！」

「相変わらず冴原くんの冗談はわかりづらいわ。表情筋が死んでるせいで」

「あー、幼なじみのアタシも同意見……あっ、この子、今あくびした……えへへ、かわいい！　名前がマシロっていうのはムカつくけど、やっぱり猫って可愛かわいいわね。獅子原にも動物を見る目はあったようね。なんて品種かしら？」

「ドイツ産だそうよ。ドイツ人のミシェルさんが担当作家になった記念に、飼い始めたんだとか」

「えっ」

「ちなみに名前の候補にはミシェルちゃんもあったとか」

「冗談でしょ!?　ねえ！　お願いだから冗談だって言って！　その理由はなんかホラーだからー!?」

「残念ながら本当。それにしても、あのメガネビッチと同じ名前だなんて、なんて不ふ憫びんな。ちゃんと育ててもらってるのかしら？」

「あー、そうよね。獅子原って担当作家への扱あつかいも雑だから、飼い猫の扱いも……」

「いや、かなり可愛がっているようだ。その証しよう拠こに、最近獅子原さんはＦＦ文庫うちのＬＩＮＥグループにこの猫とのツーショットをアップしまくっている。担当作家の現状報告よりも優先して……ん？」

　と。

　そこでマシロが吹雪にじゃれついてきた。

　にゃ～と鳴く姿は、どうしようもなく……。

「可愛いな」

「──むっ」

　吹雪が無表情のままで感想を告げると、美沙はどこからか自分の髪かみ色と同じ黒の猫耳を取り出して。




「……ユキト様のご主人様は、私ですよね？」




　頭に装着してから、甘えるような声で言った。

「なっ……あんた、もうミサになって……！」

「何を言っているんですか？　私の名前は竜りゆう園えん寺じミサ。ユキト様にお仕えする機械人形オートマタですよ、栞さん」

「くっ……！」

「さあ、ご主人様……私のことも、なでなでして欲しい……にゃんっ」

「！」

　恥はずかしそうにそう言ってから、美沙は吹雪に身体からだを寄せて、ゆっくりと腕うでに抱だきついてきた。

　服の上からでも、彼女のふくよかな胸の感かん触しよくが伝わってきて、否いや応おうなく気持ちが高鳴って……！

「あ、あんた……！」

「あらあら。どうしたんですか、栞さん？　そんなに顔を真っ赤になさって。することがないのでしたら、部屋から出ていったらどうですか？」

「そ、そんなことできるか！」

　ミシェルが虎とらのように吠ほえた。

　そのまま部屋に置かれた机から、猫耳を取り出す。

「あら。あなたも猫耳を持っていたんですね。いえ、猫耳っていうより、その黄色と黒のカラーリングは……虎耳？」

「応おう援えんグッズよ！　シッポもあるわ！　猛もう虎こ魂だましいをナメないで！　アタシは生まれたときからタイガースのファンをやってるの！　小学生のころも男に混ざって野球やってたし！　これでもチームのエースピッチャーで、吹雪とバッテリー組んでたんだから！　地区大会で準優勝したもん！」

「外見はドイツ人のくせに。というか、栞さん？　あなたの一いち人にん称しようは私ですよ？」

「うっ……わ、わかってるもんっ」

「ミシェル。本気でやる気か？　きみが嫌いやなら──」

「あんたは黙ってて吹雪──ううん、ユキト！」

　栞の口調で言ってから、ミシェルは恥ずかしそうにしながらも虎耳とシッポをつけた。

　そして、視線を泳がせてから、吹雪を見つめてきて、

「……ど、どう？　似合ってるかな？」

「ああ。すごく」

「えっ、ほ、ほんと!?」

「本当だ。きみがそれを付けているのはよく見るし」

「えっ──」

「野球シーズンが始まると、その姿で、メガホンを持って、よくダイニングのテレビの前で応援しているだろう？」

「栞さん……」

「残念なものを見るような目を向けるな!?　いいでしょ、別に！　これが私にとっての正装なの！」

　ヤケクソ気味に胸を張る虎女子。

　だが、これでプロットにあったシーンは再現できた。

　いや、ラブコメ好きの吹雪としてはこれだけではサービスシーン的な要素が薄うすすぎるので、実際に原げん稿こうが書かれたら改稿を要求するだろう。

　しかし、現実でこれ以上は──。




「もちろん、これで終わりじゃありませんよ？」




　が。

　猫ねこ耳みみをつけたままで美沙はにっこりと否定した。

　そして、

「なっ──」




　美沙は、ゆっくりとブラウスのボタンに手をかけた。




　ゆっくりと、少しためらいながらも、ぷちぷちとボタンを外していく。

　そして、現れたのは──黒いビキニ。

　どうやら中に着こんでいたらしい。

　しかもふわふわの毛皮まで付いて、頭の猫耳とのバランスもばっちりである。

「あ、あんた……！」

　あまりの変へん貌ぼうぶりに驚おどろくミシェルを尻しり目めに、美沙は「えへへ」と完かん璧ぺきに微笑んだ。

「この方が猫っぽいですよね、ご主人様♪」

「は、反則よ！　そ、そんなもんまで着こんでたなんて！　第一、プロットには中に水着を着てるなんて一文字も……！」

「原稿を書いていれば途と中ちゆうでキャラが動くことなんてよくありますよね。それくらい、作家のあなたならわかるんじゃありませんか？」

「ああ、そっか、たしかにそれなら納なつ得とく……できるかぁ─────!?　服の下に着こんでたってことは、最初からこの状じよう況きようを予想してたんでしょ！」

「……チッ。バレたか」

「美沙。素すが出ているぞ？」

「あっ、ごめんなさい」

　美沙は、再びぎゅっと吹雪に抱きついた。

「……えへへ、ご主人様？　いっぱいご奉ほう仕ししちゃうにゃん♪」

「文字通り猫を被かぶるなー！　そ、そんな恥ずかしいこと……あっ、そうだ！　もしかしたらこの部屋には凛が仕し掛かけた隠かくしカメラがあるかも！　怒おこったあいつがあんたの映像をネット上に流出させるかも！」

「ご心配は無用です。カメラの類は除去しました」

「えっ……待って。ここって、私の部屋で……」

「ご心配は無用です。カメラの類たぐいは除去しました」

「ツッコミどころが多すぎるわよ!?　あんたいつの間に私の部屋に入ったの!?　思いっきり不法侵しん入にゆうよね！　ていうか、マジで!?　ホントにカメラがあったの!?　いったいどこに!?」

「あなたが今抱かかえてるヌイグルミの目の部分です」

「きゃああああああ～!?」

　悲鳴を上げながら、ミシェルが虎のヌイグルミに強きよう烈れつなサッカーボールキックをかました。

「あっ、ごめん、虎ゴロー、つい……！」

「そんな名前をつけていたのか」

「ふふっ。さあ、栞さんは無視して……私と、イチャイチャしましょう？　私……ユキト様が望むのでしたら、なんでもしますから」

「くっ～～～！」

　ミシェルは悔くやしそうに目をうるませてから、ふんっと息を吐はいた。

「──別に？　イチャイチャでもなんでもすればいいじゃない。アタシ、下でたこ焼き作って食べてくるから」

「あら。逃にげるんですか？」

「なんとでも言いなさい。あんたは吹雪にベタベタしてるけど、それはあくまで取材でしょ。仕事よ。その証拠に吹雪も無表情だし」

「いえ、ユキト様はたとえ明日隕いん石せきがなつめ荘そうに直ちよく撃げきすると言われても無表情のままのような」

「と、とにかく。こんなこともうバカらしくてやってらんないわ」

　ぷいっとそっぽを向いたミシェルが虎耳とシッポを外そうとした──その刹せつ那なだった。




「じゃあ、私の勝ちということでいいのね」




「………」

　ピタッと。

　ミシェルの動きがフリーズした。

「ねえ、今のどういう意味？」

「えっ、あっ……だから、作家として私の勝ちということよ」

「はああ!?　なんでそんなことになるわけ!?」

「だってそうでしょう。今の私を見て。これが私が考えたラブコメのネタよ。作者自ら実じつ践せんしてあげたの。でも、あなたは何もできない。つまり、何もネタを思いついていない」

「なっ──」

「まあ、仕方ないのかもしれないわね。あなたは累るい計けい発行部数二〇〇万部超ごえのアニメ化作家、虎とら岩いわ大たい河がだけど、今やってるのはバトルものだものね。あなたはラブコメが得意じゃ──」

「やめろ、美沙」

　思わず吹雪は止めた。

　ミシェルの幼なじみであり、ここ数年の彼女を見てきた吹雪は知っている。




　ラブコメが得意じゃない。




　それはミシェルにとって禁句なのだ。

　なぜなら──。




「──言ったわね」




　ひくひくと顔を痙けい攣れんさせながら、ミシェルが言った。

　虎の尾おを踏ふんだことに気づかない美沙は、余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえみながら。

「えへへ、ユキト様♪」

「アタシを無視すんなー！　わかったわよ！　上等じゃない！　そこまで言うならやってやるわ！」

「本気か？」

「当然よ！　あんたも編集者として担当作家の生きざまをしかと目に焼き付けなさい！　いい？　ラブコメを作るときに重要なのは、いかに読者が観みたいシーンを作るか！　要はいかにイラスト映えするシーンが書けるかってことよ！」

「それは私も同意見ね。イラスト化したときに映えるシーンを作るのも一つの手だわ。前に冴原くんがそう言っていたもの。でも、それなら私の勝ちね。露ろ出しゆつ度ど的には私の方が勝って──」

「甘いわ。肌色はだかを見せときゃいいってもんじゃないのよ」

「──へえ」

　あからさまな挑ちよう発はつに、今度は美沙の顔が曇くもった。

「じゃあ、見せてくれないかしら？　あなたなら、どんなシーンを書くの？　どんな栞を書けば、読者の心を摑つかめるの？」

「………っ。それは……」

「なんだ。結局思いついてないんじゃない」

「ち、違ちがう！　案はあるけど、さすがに恥はずかしいっていうか……」

「は？　何を甘いことをほざいているのかしら。あなたも作家ならラブコメの悪あく魔まに魂たましいを売って……あっ、ユキト様、そろそろおやつのじかんです、一いつ緒しよにケーキを食べましょうにゃーん♪」

「あんたは魂を安売りしすぎなのよ！」

「ミシェル。もういい。今日はこのあたりで終わりにしよう」

　ミシェルは昔から追い詰つめられると思いもよらない行動をすることがあった。

　だからこそ吹雪は幼なじみを止めようとしたが、

「………っ！　イヤよ！　だって、アタシ……コイツには死んでも負けたくないもん！　そのためなら……！」

「そのためなら？」

「うっ……な、なんだってするもん！」

　ミシェルは叫さけんだ後で、行動を起こした。

　桜色。

　簡潔に言うなら、それだった。

　なんと、ミシェルは自分が穿はいていた薄うす桃もも色いろのショーツに手をかけて、

「うっ～～～」

　恥ずかしそうにしながらも、ゆっくりと降ろした。

　これにはさすがの美沙も驚きよう愕がくしたのか、声一つ出せなかった。

　それは吹雪も一緒。

　今のミシェルは縦じまのユニフォームの上着を羽織っているだけ。サイズがやや大きめのせいか、外面だけなら下着を脱ぬいでも普ふ段だんと変わらない。

　だが、ここからは違った。

　幼なじみはこれ以上ないくらい真っ赤になりながらも、後ろを振ふり向いた。

　そして、ゆっくりと上着の裾すそをめくり上げる。

　あらわになったのは、すべすべとしたふともも。

　そして、何も身に着けていない、お尻しりで……。




「……ど、どう？」




　まるで素す直なおになれないツンデレヒロインのごとく。

　ミシェルは栞の口調で、言う。

「これでいいんでしょう……ユキト」




　　　　[image: ]




「す、すごいです！」

　回想終しゆう了りよう。

　その瞬しゆん間かん、凛が歓かん声せいを上げた。

　いや、決してミシェルの身体からだを張ったアプローチに感動したわけではなくて。

　さすがに事実をそのまま言えるわけがないので、吹雪は話を誤ご魔ま化かすために、凛に『どらデレ！』二巻の原げん稿こうを見せたのだ。

　原稿は文庫80ページほど上がっている。

　今凛が読んでいる第二章のハイライトは──。

「栞ちゃんが思い切ったことをしていますー！　ミサさんに勝つためとはいえ、ここまでするなんて！」

「ああ。本当にな」

「これはイラスト化待ったなしですね！」

「いや、それはどうだろうな」

「？　どうしてですか？　ラブコメ好きなお兄さんならこのシーンにときめくと思ったのですがー」

「………」

　このシーンをイラスト化したらミシェルが羞しゆう恥ち心しんで死にそうな気がする。

　まあ、取材を早さつ速そく本文に取り入れた美沙もすごいが。

　あの後。

　ミシェルの渾こん身しんのアプローチの後、美沙は悔しそうにしつつも、




《──ギアが入ったわ》




　そう言って、瞬またたく間まにこのシーンを書き上げてしまった。

　機械人形のように正確無比な指使いと怒ど濤とうの速度で。

　まるで独ア奏リ曲アをピアノで弾ひくように。

　彼女は普段一日に数行しか書けないほどの遅ち筆ひつだが、スイッチが切り替かわると一晩で数十ページもの文量を一気に書き上げるモンスターマシーン。

　このシーンを書き上げた後で、美沙は珍めずらしく負けを認めた。

　プライドがエベレストなお嬢じよう様さまにとってはかなり珍しい行こう為いである。

　だが、勝ったミシェルもできあがった文章を読んで「いやああああああああああっ!?」と悲鳴を上げていた。

　どうやらあらためて文章で読んで自分がした行為について恥ずかしくなってきたらしい。

　試合に勝って、勝負に負けた。

　今のミシェルさんはそんな感じね。あっ、このシーンも書き足しましょう。作中でもこんな風に栞を恥ずかしがらせるのうふふふふこれは面おも白しろくなるわ……と美沙は羞恥心のあまりベッドにダイブして布ふ団とんにくるまって身を隠かくしたミシェルを見ながら、楽しそうにコメントしていたっけ。




「やはり、作家には変人が多いな」




　小さな声で、吹雪はつぶやいた。

　なつめ荘そうに住み始めてから実感したことだ。

　隣となりにいる凛もそうだが、作家──クリエイターには変人が多くて……。




「ふん。何を言うんだい。変人が多いのは編集者も一緒だろう？」




　だが、そこで背後から訊たずねられた。

　やけに幼い声。

　思わず振り向いた瞬間、吹雪は少しだけ息を吞のんだ。

　鮮あざやかなピンク色のランドセルを背負った少女がそこにいたのだ。

　身長は凛よりも小さい。

　というか、どう見ても小学生にしか見えないが……吹雪は悟さとった。

　そこからの行動は早い。椅い子すから立ち上がり、ポケットからステンレスのケースを取り出して、静かに名めい刺しを出してから、

「はじめまして。ＦフアンタジーＦフアクト文庫の冴原です」

「──ほう。珍しいな。ボクの姿を見て名刺を取り出すとは」

「お、お兄さん!?　大だい丈じよう夫ぶですか！　こんなにちっちゃい女の子に名刺を取り出すなんて……エナジードリンクの飲みすぎで頭がおかしく!?」

「凛。はっきり言おう。この程度の行動でおかしいなら、きみもエブリデイおかしいと思うが？」

「えっ、そんなことありませんよー？　凛はお兄さんを盗とう撮さつしたり、お兄さんの声を盗とう聴ちようしたり、お兄さんの荷物盗とう難なん事件の容疑者だったりするだけですから！　そして、お兄さんは捜そう査さ官かん！　凛はお兄さんに逮たい捕ほされて、お兄さんのおそばで終身刑けいをくらっちゃいたいです！」

「それはただの結けつ婚こんだろう」

「ほら、逮捕状も用意してあります！　あとはお兄さんの印いん鑑かんがあれば完かん璧ぺきです！」

「婚こん姻いん届とどけを手て渡わたしてくるな。処分に困る。これで今年に入ってから三十二枚目だぞ」

　何事もなかったように。

　吹雪は凛から受け取った婚姻届を机に入れてから。

「失礼しました。話を続けましょう」

「……なんだ、きみは。なぜそんなに無表情なんだ？」

「申し訳ありません」

「ふん。無愛想なヤツだ。このボクと会話しているというのに表情一つ動かさないとは。だが、これならどうだ？」

　言うが早いか、少女は手に持っていた吹雪の名刺をビリビリに破いてしまった。

　そして、床ゆかにばらまいてから、偉えらそうに胸を張る。

「どうだ？　きみの誠意をボクは文字通り紙くずにしたぞ」

「……大変なことをしましたね」

「おやおや。声のトーンが変わったね。表情は相変わらず無表情のままだが、きみもショックを受けたのかい？」

「いえ、ショックを受けたのは俺ではなく──」

「な、なんてことをー！」

　凛が叫んだ。

　彼女は今にも泣きそうな表情で床にバラ撒まかれた名刺を拾いながら。

「お兄さんが！　お兄さんの名刺がバラバラに！　早く集めないと！」

「……オイ。なぜきみが大変なことになっているんだい？」

「あなたがひどいことをするからです！　お兄さんの名刺をバラバラにするなんて……猟りよう奇き殺人事件ですー！　お兄さんの私物にはすごくありがたみがあるのに！　いつかお兄さんの名刺をこの国の貨か幣へいにするのが凛の夢なのにー！」

「……編集者。どうにかしろ。きみの妹はかなりおかしくて──」

「妹!?　そうです！　はい！　凛はお兄さんの血の繫つながったシスターです！　きゃっほー！」

　妹扱あつかいされたのがうれしかったのか、その場で凛は歌い出した。

　曲目は十数年前に妹が十二人ほど登場する作品として有名になったアニメの主題歌であった。

　ランドセルを背負った女の子は、かなり気の毒そうな目で歌って踊おどっている凛を見つめながら、言う。

「大丈夫かい？　きみの妹がシスターでプリンセスなことになっているが……」

「凛。きみが歌っているのは第一期のＯＰだろう？　だったら第二期の第四話のＥＤも歌えるか？　第二期はその回ごとにキャラクターが歌うＥＤが入っていたんだが、俺は第四話が好きで──」

「おかしいのはきみも一いつ緒しよのようだな！　やはり、編集者は変人ばかりだ！」

　ぷんすか怒おこるランドセル少女。

　吹雪が弁解しようとしたが、やめた。

　なぜなら──。




「やっほー、わたしだよ！」




　編集者が変人だと言われても仕方ない人物が、やってきたのだ。

　獅子原ましろ。

　吹雪の直属の上司にして、割と個性が強いメンツが揃そろった出版業界の中でもさらに際きわ立だった人物だ。

「あれ？　ランちゃん!?　なんでここにいるの！」

「………」

　──待て。

　ランちゃん？　たしか、そのあだ名は……。

「訊ねたいのはこっちだ、まっしー。なぜきみはここにいなかった？　今日は打ち合わせの約束をしていたはずだろう？」

「あっ……」

「なぜ気マズそうに黙だまる？　まさか忘れていたのか？」

「………」

　数秒間。

　沈ちん黙もくが流れてから。

「──忘れることができるって、幸せなことだよね。人間は、そうやって辛つらいことを時の彼方かなたに忘ぼう却きやくしながら生きていくんだよ！」

「獅子原さん。その言い訳自体がかなり辛いです。部下として忘却してしまいたいレベルで」

「吹雪くんが冷たい!?　ううっ、はげまして、ランちゃん！」

「仕方ないな、よしよし」

　小学生にしか見えない女の子に頭を撫なでられる獅子原。

　吹雪は出会った瞬しゆん間かんに、この女の子がクリエイターだと思った。

　編集者としての勘かんが働いたのだ。

　しかも、今の獅子原のセリフ。

　たしか、ランちゃんというのは……。

「さて、そろそろ自己紹しよう介かいをしてやろう、ボクの担当さん」

　女の子──いや。

　吹雪の担当する作家イラストレーターである彼女は、どこまでも傲ごう岸がん不ふ遜そんに名乗る。

「ボクの名前はツバメ。ペンネームは裸はだかランドセル。あだ名はランちゃんだ。まあ、きみには死んでも呼ばせないがね」








　　　第４話　　マイペース大王







　裸はだかランドセル。

　この業界にその名を知らないラノベ編集者はいない。

　数年前にイラスト投とう稿こうサイトに数枚のイラストをアップすると、そこから瞬またたく間まにラノベデビュー。

　そして、その作品がアニメ化。

　そこから一気に複数のレーベルのオファーを受け、担当した作品が次々とアニメ化。その本数はここ数年でなんと五本。

　年ねん齢れい、性別、経歴……すべてが不ふ詳しようの超ちよう絶ぜつ売れっ子イラストレーターである。

　……ただ。

　彼女が業界……というか、編集者たちに有名な理由は他ほかにもあって──。




「まず最初に言っておこう」




　ＦフアンタジーＦフアクト文庫編集部があるオルカ書店から、徒歩で十数分ほどにある飲み屋。

　その個室で、裸ランドセル先生こと、ツバメは言った。

「ボクは編集者が大きらいだ」

「………」

「ふん。どうした、だんまりかい？　きみは高校生のくせに正社員なみに働いているというから、ちょっとは仕事ができるのかと思ったんだが、やれやれ情けない。この程度のジャブに返答できない時点で日々どうやって企プ画レ会ゼ議ンを潜くぐり抜ぬけているんだい？」

「いえ、俺が黙っているのはあなたの言葉にショックを受けたからではなくて」

「えっ、じゃあどうして黙ってるの吹雪ふぶきくん……あっ、店員さんが来た！　すみません、この特選カルビと特選牛タン塩とホルモン盛り合わせ……それとこのメニューに載のってるお酒をここからここまで持ってきてください！　全部！」

「獅し子し原はらさんの注文の仕方に問題があると思ったからですよ」

　早くも胃が痛くなってきたので、吹雪は何か胃腸にやさしい飲み物を注文することにした。

「あっ、凛りんは子供なのでオレンジジュースをください。お兄さんにはノンアルコールビールを。最近、お酒が飲めないことが悔くやしくて気分だけでも味わおうとこっそり飲んでいるのですよねー？」

「たしかにそうだが、なぜきみがそれを知っている？」

「凛が知らないお兄さんのことなんてないのです！　でも、いいんですか？　凛まで飲み会に来てしまって」

「構うことはない」

　梅酒のロックを注文してから、ツバメが微笑ほほえんだ。

「きみは作家志望なんだろう？　だとしたらクリエイターとして後こう輩はいになるかもしれない。遠えん慮りよなく飲み食いするがいい」

「でも、これって会計は出版社持ちなんじゃ……」

「もちろんだ。ボクがＦＦ文庫でアニメ化した作品は二つ。一体どれほどこのレーベルに貢こう献けんしたと思っている？　今さらちょっと豪ごう勢せいな飲み会をしたからといって何の問題もないさ」

「えっ、ホント!?　じゃあ、お酒をもっと頼たのんでもいいかな!?　まだ昼間だしちょっと遠慮してたんだけど！」

「飲め、まっしー。ボクはお酒をたくさん飲む人間が大好きだ。きみの飲み方は非常に好感が持てる」

「わーい！　ランちゃん、大好き！」

　再びアルコールの追加注文をして店員を青ざめさせている獅子原を見ながら、吹雪は思う。

　──なんだか、カオスなことになってしまった。

　現在の時刻は十三時。

　真昼間から飲み屋で飲み会をしているのは、ツバメが指定した打ち合わせ場所がここだったからだ。

　そう、ツバメが業界で有名な理由。

　それは尋じん常じようじゃない酒好きで、さらには──。

「では、乾かん杯ぱいだ……ん？　なんだ、表情が硬かたいな」

　不ふ機き嫌げんそうに、ツバメは梅酒ロックに口をつけた。

「まあ、理由はわかるさ。ボクが編集者を嫌きらいなように、編集者にはボクのことを嫌っている人間が多いからな」

「えっ、そうなんですか？」

「そうさ、新人くん。なぜならボクはいわゆる地じ雷らい作家というヤツだからね」

「えっ……」

　驚おどろく凛に、ツバメは胸を張ってから、叫さけぶ。




「この業界には、これっぽっちもプロ意識がないのに、才能と実力だけで食っているクリエイターがいる……それが、ボクだ！　ボクは好きなことだけして、出版社のお金でお酒が飲みたいんだ！」




「す、すごいですお兄さん！」

　ひどく感激した様子で、凛が吹雪の肩かたを叩たたいてきた。

「さすが大おお御ご所しよイラストレーターさんです！　言うことがビッグです！」

「まあ、噓うそは言っていないからな」

「だよね！　ランちゃんは『〆しめ切きりを破る』『編集者から逃にげる』『連れん絡らくが取れなくなる』って三さん拍びよう子しそろったプロ意識ゼロクリエイターだもん！　絵は超絶上う手まいけど！」

「やめろ、まっしー」

　爆ばく弾だん発言でしかない獅子原の一言に、ツバメは余よ裕ゆうたっぷりに笑う。

「そんなに褒ほめられると照れるじゃないか」

「……今のって褒めてたんですか？」

「ツッコむな、凛。ツッコんだら負けだ」

「まっしーの方こそ、作家に〆切りを破らせる、編集者（上司）から逃げる、作家への連絡を忘れる……そんな三拍子そろったプロ意識ゼロ編集者だろう？　イラスト関係のセンスはあるが」

「ひどい!?　わたしはマジメに仕事して……あっ、お酒がなくなっちゃった！　おかわり頼もうかな！」

「無理です！　この状じよう況きようでツッコまないのは無理ですよお兄さん！　だって一気にドバッと来たお酒が瞬く間になくなって……こ、これが編集者とクリエイターの飲み会なんですね！」

　違ちがう。

　こんなことをしてるのは獅子原さんだけだ……と言いたかったが、わからない。

　業界にはぶっ飛んだ編集者がいる。

　路上で酔よいつぶれたり、キャバクラの床ゆかで酔いつぶれたり、出版社のロビーで酔いつぶれたり……中には急性アルコール中毒で救急車のお世話になったという話も割とよく聞く。

「それにしても、お二人は仲がいいんですねー」

「ああ。まっしーとはマブダチだ。初めて出会ったのは……」

「あのときだよね！　あのとき！　えっと……とにかくあのとき！」

「全然覚えてません!?　本当にマブダチなんですか!?」

「気にすることはない。たぶんまっしーは酔っているんだ」

「たしかに獅子原さんはいつも酔っていますよね。自分に」

「吹雪くんがいつも通りドライすぎだよ!?　……あっ、思い出した！」

　獅子原は大げさに手を叩いてから、




「わたしとランちゃんがあったのは、ランちゃんが開いたラノベレーベル対たい抗こう飲み会バトルロイヤルのとき！」




　──なんだそのトチ狂くるったイベントは。

「ふふっ、懐なつかしいな。あのときの飲み会は盛り上がった」

「どんな飲み会なんですかー？」

「ボクは一ヵ月に一度、各レーベルの編集者を呼び出して飲み会を行って、『この中で一番酒が強かった編集者の依い頼らいを受ける！』と言っているのさ。まっしーはそのバトルロイヤルの絶対王者だ」

　ああ、それでか。

　同人誌即そく売ばい会かいなどで他社の編集者と出くわしたとき、獅子原の部下だと告げるとドン引きされるのは。

「わはは！　とっても楽しいよ！　各レーベル、一番お酒に強い編集者を選せん抜ばつするんだ！　レーベルによっては代表を選ぶトーナメントまでしてるんだって！　なぜかうちのレーベルではやらないんだけど！」

「勝者が決まっている戦いはしません」

「競馬だったら賭かけがなりたたなそうな倍率ですねー」

「ふえ？　どういうこと？」

　不思議そうにピッチャージョッキに注がれたビールをぐびぐび飲む獅子原を見ながら、今さらながらに吹雪は確信した。

　獅子原の前世はヤマタノオロチに違いない。

　しかし、厄やつ介かいなことにこの蟒ウワ蛇バミは酒を飲んでも大人しくならない。

「とにかく！　そのときランちゃんと意気投合したんだよね！」

「ああ。こんなに酒を飲む編集者は初めて見た」

「でしょうね」

「こんなに自由な編集者もな」

「でしょうねー！」

「はっきり言おう、まっしー。きみは編集者というよりクリエイター側の人間だ。〆切りは守れないが、センスはある」

「あー、よく言われる！　でもね！」

　大げさに獅子原はテーブルを叩いてから、吠ほえる。




「わたしは編集者がやりたいんだよ！　だってこれがわたしの天職だって思うから！」




（……大だい丈じよう夫ぶですか、お兄さん？）

　隣となりにいる凛が小声で訊たずねてきたが、吹雪はテーブルをひっくり返したいのを必死にこらえていた。

　ああ、きっと。

　サラリーマンはこんなときに酒が飲みたくなるんだろう。

　できることなら自分もアルコールに溺おぼれて今の上司の発言を忘れてしまいたい。

　そんな部下の気持ちは露つゆとも知らずに、獅子原は続ける。

「少しでも面おも白しろくて、少しでも売れる本を創つくるために、わたしは生きているんだよ！」

「………」

「わたしが生まれた理由！　それは本を出すため！　だからわたしは絶対に編集者はやめない……あれ？　吹雪くん？　なんで涙なみだぐんでるの？」

「えっと、獅子原さんの言葉がショックだったんじゃ……」

「ショック……ハッ!?　まさかわたしの熱い編集者スピリットに感動して!?」

「いえ、違います。あなたが編集者をやめないと言ったことがショックだったんです。業界のために一刻も早くクリエイター側に直行してください。その場合、俺は絶対に担当しませんが」

「うわああああん吹雪くんってやっぱり冷たいー！　こうなったらヤケ酒だよ！　飲むしかないね！　すみません！　お酒のおかわりを～！」

「相変わらずいい飲みっぷりだね。ところで」

　りんご酒を飲みほしてから、ツバメは吹雪に視線を向ける。




「……きみ、さっきからなぜずっと無表情なんだ？」




「？　そうでしょうか？」

　訊ね返すと、ツバメは大きくうなずいた。

「そうだとも！　フツーの編集者だったらボクの発言を聞いてドン引きするか、飼い主に媚こびへつらう犬のように愛あい想そ笑いを浮うかべるだけだ！」

「自覚があったんですね」

「当然だろう！　ボクはそれが楽しくて大口を叩くんだ！　絵は超ちよう絶ぜつ可愛かわいいが人間的にはクズ！　それがボクさ！　けれど、きみはなんなんだ？　さっきから感情が浮かばない。まるでロボットみたいで……少し怖こわいぞ」

「少し？　ものすごくの間ま違ちがいじゃなくて？」

「なっ～～～」

　獅子原の言葉に、ツバメが息を吞んだ。

　仕事相手クライアントの異常にも気づかずに、獅子原は続ける。

「ランちゃんって、子供のころに見た『ターミネーター』がトラウマになっちゃたんでしょ？」

「………っ」

　酒を飲んでも少しも赤くならなくなったツバメの顔がほのかに紅潮。

　数秒間黙だまった後で、本人は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張りながら。

「ふん。それがどうした？　誰だれにだって苦手なものはあるだろう？　ボクは感情の起き伏ふくが少ない人間が苦手なんだ」

「あー、それで獅子原さんと仲がいいんですか？　獅子原さんって、感情の起伏が激しいですし」

「そうだな。まっしーの笑え顔がおには癒いやされる。きみもまっしーのようにちょっとは笑ってみたらどうだい？」

「わかりました。つまり、深夜の編集部で編集長の机の上でブレイクダンスを踊おどりながら『すごーい！　わたしは編集長の机で踊るのが得意なフレンズなんだね！』と爆ばく笑しようすればいいんですね」

「……訂てい正せいする。ちょっとでいいから、笑いたまえ」

　そう言って、ツバメはランドセルからタブレットを取り出した。

「なぜタブレットを？」

「ふん。決まっているだろう。ボクは絵を描かく人間。常に絵のことを考えている。きみを描けば『どらデレ！』の取材になりそうだと思っただけだよ」

「えっ……」

「きみは『どらデレ！』の主人公──伊い吹ぶきユキトによく似ている気がするからな」

「たしかに。俺も彼にはひどく共感できます。まるで自分を見ているようです」

　うなずく吹雪。

　隣では、「……お兄さんって編集者としてはとんでもなく優ゆう秀しゆうですけど、ちょっと抜ぬけてますよね」と凛がオレンジジュースを飲んでいる。

「でも、お兄さんの絵は見てみたいです！」

「だろう？　彼が作中で失った感情を取り戻もどして微笑ほほえむシーンが描きたくなった。だから、モデルになれ」

「わかりました。普ふ段だんはなかなか笑うことができないのですが、今なら笑えそうな気がします」

「？　なぜだ？」

「担当作家あなたの弱点がわかったので」

「なっ……」

「ロボットが苦手なんですね。これはいいことを聞きました。あはははははははははははははははは」

「笑うなぁ─────っ!?　しかも声は笑っているが表情がまったく変わっていないぞ！　どうした！　何か辛つらいことでもあったのかい高校生！　なぜそこまで心がクラッシュしている!?」

「そうだよ吹雪くん！　悩なやみがあるなら上司わたしに相談して！」

　その上司が悩みの種なんです、とは言わずに、吹雪は話を変えることにした。

　せっかくツバメと会えたのだ。

　担当編集として、彼女のことを少しでもわかっておきたい。

　だから──。




「裸ランドセル先生は、どうして編集者が嫌きらいなんですか？」




「さ、さすがお兄さん！」

　凛が感激していた。

「聞きづらいことをずばりと聞きますね！　でもそこに憧あこがれます！　もちろん今の発言はスマホのアプリで録音しました！　明日から凛の着信音にします！」

「相変わらずきみはブラコンストーカーだな」

「えへへ、それほどでもー」

「ボクを無視してイチャつくとは、いい根こん性じようをしているな。その度胸に免めんじて教えてやろう」

　ビシッと。

　ツバメは吹雪を指さしてから。




「ボクが編集者が嫌いなのは、彼らが〆しめ切きりを守らせようとするからだ！」




　高らかにそう宣言した。

「本当にボクにとって絵を描くことは仕事じゃない！　ただの趣しゆ味みさ！　だから〆切りなど不要だ！」

「なるほど！　勉強になります！」

「凛。そこは勉強しなくていい」

「その通りだ」

　ツバメが自じ慢まんげにぺったんこな胸を張った。

「こんな創ライ作フス活タイ動ルをしている人間は業界では少ない。ボクはとびきり可愛い絵を描いて、おまけに何度もアニメ化を経験した超絶売れっ子！　だからこそ〆切りをぶっちできるんだ！　あははははこんなに楽しいことはない！」

「ランちゃんのすごいところはそれを自覚しているところだよね！」

「ふん、ボクにはあるのさ！　自分が編集者にとって、とんでもなくメンドくさいクリエイターだという誇ほこりがね！　ああ！　昼間に編集者に作家論を語りながら飲む酒は実に美味だなぁ！　あははははははっ！」

「あ、お酒が切れそうですね。追加注文はいかがですか？」

「だからきみはなぜそんなにクールなんだ!?」

　吹雪がメニューを渡わたすと、ツバメが叫さけんだ。

　叫びつつも、その手はタッチペンでタブレットに絵を描いている。

「くっ……納なつ得とくがいかない！　きみの表情はロボットみたいでちょっぴり怖いが……創作意い欲よくをかき立てられる！　まるで名作ホラー映画のようだ！」

「喜んでもらえたようで、よかったです」

「わはは！　さすが吹雪くん！　お酒を飲まないのにランちゃんに気に入られるなんてすごいよ！　でも、なんでこんなにクールになっちゃったんだろ？」

「それは……」




「あなたのせいでしょう？」




　吹雪が応こたえようとした瞬しゆん間かん、個室のドアが開いた。

　そこにいたのは、美み沙さ。

　さきほどツバメが『せっかく打ち合わせをするんだから、祓はら島しま先生とも会ってみたい』とリクエストを出したので、吹雪が呼び出したのだ。

　しかし、

「あれ？　ミシェルちゃん？」

「ぐ、ぐーてんたーくデス！」

　美沙の隣となりにはミシェル。

　学園での留学生キャラを演じながら、彼女はツバメの方に歩み寄って、




「は、はじめまして！　作家の虎とら岩いわ大たい河がと言います！　よろしくデス！」




　やけに緊きん張ちようしながらも、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　──そう言えば、ミシェルは裸ランドセル先生のファンだったな。

「虎岩大河？　きみが？」

　吹雪がそう納得していると、タブレットで何かを検けん索さくして、

「やはりそうか。『サクラフィラメント』の作者だね」

「えっ、アタシ……いえ、ワタシのデビュー作をご存じなんデスか？」

「ああ。ボクはあの作品のファンだよ。新人らしい情熱がこもった、とてもいい作品だった」

「………っ！　ありがとうございマス！　先生にそう言ってもらえるなんて……！」

　本気で感激するミシェル。

　対して。

　美沙はどこまでも不ふ機き嫌げんそうに。




「うれしそうね。こんな子供に褒ほめられたぐらいで」




　沈ちん黙もく。

　美沙の落っことした特大の爆ばく弾だん発言に、全員が凍こおりついたが、

「何言ってんのあんた───っ!?」

　一番早く解かい凍とうされたのはミシェルだった。

「あんた、裸ランドセル先生になんてことを……！」

「そのペンネームも気持ち悪いんじゃなくて？」

「ホントに自重しないデスネ！　あんたはプライドが高いから初対面の人間に礼れい儀ぎ正ただしくなんてしないと思ったけど、もうちょっと空気読みなさいデス！」

「堕だ落らくね。空気を読もうと心がけるうちに、いつの間にか編集者や読者の顔色ばかり見たがるつまらない作家になるのよ」

「美沙さん、ご機嫌ナナメですー。まさか……」

「えっ……凛ちゃん？　どうしてわたしの方を見て……」

「──すまない、美沙。部下として謝る。だから獅子原さんを許してやってくれ」

「わたしは何もしてないよ───!?　今回は本当に！」

　ううっ、ひどい……わたしは潔白……穢けがれのない子羊なのに……あっ、羊が食べたくなってきた……ジンギスカン！　と相変わらず情じよう緒ちよ不安定な担当編集を一いち瞥べつした後で、美沙は口を開く。

「違ちがうの。今回は獅子原さんが悪いんじゃないわ。実はさっきまで原げん稿こう作業をしていたんだけど……」

　美沙は、特大の苦虫をかみつぶしたような顔で。




「……作業の途と中ちゆうでＰＣがフリーズして」




「あー、作家あるあるデス」

　ご愁しゆう傷しようさまデスね、とミシェルは天を仰あおいだ。

「小まめにデータを保存しないと、数時間分の作業が台無しになる即そく死しコースデス」

「そうよ！　五時間かけて書いた原稿がパアよ！」

　やりきれない様子で美沙は置いてあったウーロン茶をイッキした。

「こんなことが起きていいの!?　今日の私はすごくがんばってたわ！　十行も書いたのに！」

「あんたって相変わらず超ちよう遅ち筆ひつよね」

「……あれ？　ミシェルちゃんの口調がネイティブジャパニーズに……？」

「そそそそそんなことはないデス！　それより、打ち合わせをしてください！　ワタシと凛は隅すみの方で裸ランドセル先生とお話してますから！」

「打ち合わせにはこの人も参加するに決まってるだろう」

　なにせ美沙を呼び出すようにリクエストしたのはツバメなのだ。

　しかし、大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　さっきの会話から察するにツバメはプライドがマッターホルン級である。

　なのに、年下の高校生に子供扱あつかいされたら怒おこるんじゃ……。

「きみが、祓島沙さ英え先生か」

　しかし、ツバメが取った行動は予想外だった。

　土下座。

　日本伝統の謝罪スタイルである。

　さきほどの傲ごう慢まんな態度が噓うそだったように、ツバメは頭を下げていた。




「ありがとう」




　そして、頭を上げてから、素す直なおにお礼を言う。

「きみの作品はとても面おも白しろかった。ボクはきみの本の絵を描えがけて、とても光栄だ」

「えっ……そうかしら？」

「もちろんだとも！　さすが七年ぶりに大賞を受賞したことだけのことはある！　ヒロインのミサが超ちよう絶ぜつ可愛かわいかった！　あんなにニヤニヤできるラブコメを読んだのは三年ぶりだぞ！」

「……そんなに？」

「ああ。ボクは作品の評価については噓はつかない主義だ」

「──あら。そう」

　褒められたのがうれしかったのか、美沙はふふんっと微笑ほほえんだ。

「私もあなたのイラストはとても好きよ」

「め、珍めずらしいです！　美沙さんが素直に褒めるなんて！」

「ランちゃんが作家さんを褒めるのも珍しいよ!?」

「仕方ないだろう。それくらい、『どらデレ！』は面白かったのだ」

　物語の世界に浸ひたるように、ツバメは夢見がちな表情で、




「描びよう写しやがやけにリアルですばらしかった！」




「………っ」

　ほんの１グラムほど。

　美沙の笑顔が引きつった。

「恋こいする女の子の気持ちをきみはよく理解している。ヒロインが主人公の前で裸はだかエプロンになるシーンなんかは、まるで作者が実体験を書いているんじゃないかと思うほどのリアリティがあった」

「……そう」

「ラブコメ描写が振ふりきれていていい！　きみは主人公に恋する乙おと女めの気持ちが完かん璧ぺきに理解できているんだ！　きっと恋れん愛あい経験豊富なんだろう！」

「さ、さあ？　どうかしら……」

「きみは原稿に自分の欲よく望ぼうを詰つめ込んでいる！　たとえるなら、きみは心の下着を脱ぬいでいるんだ！」

「多少おかしい褒め方だろうと褒めてもらえるのはうれしいけど、そろそろいいんじゃないかしら？　なんだか照れくさいわ」

　美沙はダラダラと冷ひや汗あせをかいていた。

　このお嬢じよう様さまは意外と常識があって一いつ般ぱん人っぽいところがあるので、今の発言が恥はずかしくてたまらないんだろう。

「でも、裸ランドセル先生のイラストも素晴らしいデス！　特にはいてない描写が！」

　美沙が褒められて悔くやしかったのか、ミシェルが叫さけんだ。

　──まあ、外見はドイツ人でも中身はオタクだからな。

　そのことを証明するように、ミシェルはアツい口調で語る。

「先生はいつ何時、いかなるヒロインでも、はいてないにします！　たとえそれがシリアスなバトルシーンであっても！　そこにクリエイター魂だましいを感じるんデス！」

「そうかい？　ボクは『サクラフィラメント』のファンでもあるから、褒めてもらえるのはうれしいよ。『どらデレ！』のはいてない描写もがんばって……」

　あっ、そうだ、と。

　ツバメは再びタブレットを取り出してから、キラキラ輝かがやく瞳ひとみで美沙を見つめて。




「せっかくだから、モデルになってくれないかい？」




「えっ……」

　きょとんとする美沙。

　モデル。

　それはもちろん──。

「もしかして、ヌード？」

「いや、服は脱がなくていい」

「あら、そうなの？　だったらいつでも──」

「脱ぐのはパンツだけでいい」

「どういうことかしら!?　パンツも服でしょう!?」

「なっ……祓島沙英ほどの人間が何を言う！　パンツと服は全然違う！」

「違うって……」

「たとえるなら、あれは──拘こう束そく具ぐだ！」

　夏空に舞まい上がった甲こう子し園えん球児の白球よりも熱く、ツバメは叫んだ。

　──ああ。

　そうだった。

　この人は、あの獅子原ましろと張り合える人間なんだ。

　目の前にいるクリエイターを見ながら、吹雪はその事実を実感していた。

「ちょっと待ちなさい。あなた、何を言って……」

「ボクはこの世界の真理を語っているだけだ。はいてない。それは希望。はいてない。それは夢。はいてない。それは人類の未来……」

「そんな未来は嫌いやすぎるわ！」

「何を言う！　きみも一度試ためしてみたらいい！　日々当たり前のように身に着けていたものを捨て去る行こう為いを！　身体からだが軽くなるぞ！」

「ほんの数百グラムでしょう……？」

「──その差が、勝負を分けるのさ」

「レース中にボトルを捨てるロードレーサーみたいなこと言わないで!?　あなただってパンツをはいてないわけじゃ……」

「？　ボクはもちろんはいてないが？」

「えっ……」

　美沙の……いや、獅子原以外の視線がツバメに集中。

　ツバメは膝ひざ上たけのスカートをはいているが……。

「噓だと思うのなら、証明しよう」

「や、やめなさいっ」

「そ、そうデス！　さすがにそれは……！」

「あの、獅子原さん？　この人が言ってることって……」

「ホントだよ！　ランちゃんはかれこれ十年くらいパンツをはいてないとか！」

「えっ……」

　絶句する作家三名に、獅子原は続ける。

「なんでも、小学生のころにうっかりノーパンで登校したことがあったんだって。そのとき初めてノーパンの良さに気づいて、それからずっとノーパンで過ごしてきたとか……変わってるよね！」

「変わっているのはそんなぶっ飛んだエピソードを世間話のように語れる獅子原さんでは!?」

「……事実は小説より奇きなりデスか」

「そうだね。あの日……初めてはいてないを体験した日のことをボクはよく憶おぼえている……」

　うっとりとした口調で、ツバメは微笑んだ。

「当たり前に身に着けていたものを脱ぎ去る快感！　脳内で思いっきりアドレナリンが出たね！」

「むしろ出たのはパンツを忘れた変質者では？」

「ふ、吹雪！　先生に失礼なことを言うのは……！」

「ふん。ボクだって人とはちょっぴり違ちがう自覚はあるさ。だからこそ、開き直っている。どうだ、祓島先生？　一いつ緒しよにノーパン道を極きわめてみないかい？」

「どんな道よ……」

「最初は自宅、次は近所を数分歩くだけ、次は二駅先まで行ってみる……そんな感じで、徐じよ々じよに慣らす！」

「方法が具体的すぎるわ！　イヤよ！　冴原くん！　あなたもこのド変態に何か言ってあげて──」

「そうだな。さすがに、ノーパンは──」

　──いや、待てよ？

　そんな思考が吹雪の言葉を遮さえぎった。

　美沙がモデルになる。




　そうすれば『どらデレ！』のイラストのクオリティがさらに上がるかもしれない。




　冴原吹雪の目標はなんだ？

　そんなの決まっている。

　姉であり、上司である鷹たか音ねを超こえること。

　そして、少しでも多くの読者に少しでも面白い本を届けることだ。

　そのためなら……。

「──頼たのむ、美沙」

「えっ、待って、冴原くん、なぜあなたまで土下座を──」

「これも作品のためだ。一ひと肌はだ脱ぬいでくれ」

「このド変態！」

　吹雪を見下ろしながら、美沙が顔を真っ赤にして叫んだ。

「あなたはなんてどうしようもない仕ワー事カホ中リツ毒クなの！　クラスメイトにそんな要求をするなんて！」

「まあ、一肌どころか実際に脱ぐことになるしね」

「そうですよ！　むしろお兄さんが脱ぐべきです！　もちろん、そのパンツは凛がもらいます！」

「わはは、今日の飲み会はにぎやかだねー」

「ボクもそう思う……そうだ、こんなイラストはどうだろうか？　うっかり酒を飲んで泥でい酔すいしてしまい、畳たたみの上で色っぽく寝ね転ころがるミサのイラストだ。もちろん、はいてない全開だ」

「なっ──」

　美沙は絶句した。

　恐おそろしいほどに速い筆捌さばきで、ツバメは瞬またたく間まにミサのイラストを描えがいた。

　さすが業界トップクラスのイラストレーター。

　その絵はすさまじく可愛かわいくて──。

「これ、カバーにしたら面おも白しろいかも！」

「なっ、このメガネビッチっ、余計なことをっ」

「では、主人公も入れるかい？　最近は主人公が入っているカバーも多いし」

「えっ……」

「そうですね。では、添そい寝ねする感じで。その方がラブコメっぽいので」

「何を要求しているのかしら担当さん!?」

「う、うらやましいデス、裸ランドセル先生にイラストを描いてもらえるなんて！」

「どうせなら代わってあげましょうか!?」

　ツバメがミサの隣となりにユキトを描き入れる中。
















　羞しゆう恥ち心しんに染まった美沙の悲鳴がずっと響ひびいていた。




　　　　[image: ]




「いやー、楽しかったね！」

　時刻は夕方。

　すっかり夕焼け色に染まった街を歩きながら、獅子原がんーっと背せ伸のびをした。

「よーし！　もう一軒けん行こう！　もちろん朝までコース！」

「いいね。ボクも同行しよう。またデュエットするかい？　この前、深夜の編集長の机の上でやったみたいに」

「……私は帰るわ。なんだか、とても疲つかれたもの」

　美沙はかなりぐったりしていた。

「あんた、意外と体力ないデスね」

「黙だまってちょうだい。体力っていうより精神力がガリガリ削けずられたのよ。担当編集にノーパンになることを強要された作家は私が初めてだと思うわ」

「そういうミシェルさんは元気そうですねー」

「えへへ、もちろん！　裸ランドセル先生にサインしてもらったもん！　ほら、見て見てこれデス！」

「まあ、私の本じゃない。しかも前に私がサインしたヤツ」

「くっ……！　そうよ！　これで原作者とイラストレーターのサインがダブルで入ったわ！　おまけにアタシが好きな栞しおりまで描いてもらったし、こんなに貴重なアイテムはないはずで……」

「あれ？　ミシェルちゃんの口調が……」

「ないはずデース！」

　夕日の中でサイン本を抱かかえるミシェル。

　──よかった。

　はしゃぐ幼なじみを見て、吹雪は胸をなでおろした。




　最近ミシェルは疲れているように見えた。




　当然だ。

　今ミシェルがやっているシリーズは四本。

　それに加えて学業。

　大人のプロ作家でも熟こなすのが難しい仕事量である。

　いくら速筆が売りの虎岩大河でもこのスケジュールはかなり厳しいし、今度始めるシリーズには今まで以上に気合を入れている。

　おまけに最近は美沙のラブコメの勉強にまで付き合っている。

　幼なじみだからわかる。

　ミシェルは昔から負けず嫌ぎらいだったから、表には出さないが、かなり疲ひ労ろうが溜たまっているはずで……。

「では、ここで別れようか。原げん稿こう楽しみにしているよ、祓島先生。ボクのことを意識してノーパンのシーンを書かなくてもいい。ボクはパンツをはいていようが脱ぬがすから」

「あなたは一刻も早く常識パンツを身に着けるべきだと思います」

「凛ちゃん。きみも早くボクたちの世界に来るがいい。ボクは、編集者は大きらいだが、後こう輩はい作家なら大だい歓かん迎げいさ」

「はい！　凛もがんばりますー！」

「わはは！　ランちゃんってこう見えて後輩の面めん倒どう見みがいいからね！」

「まっしーほどじゃないさ。ボクは単に編集者に敵意を抱いだいているだけだ。あいつらは〆しめ切きりを守らせようとする。そのためなら、人道から外れた手段を取る人間だっているんだよ！」

「まあ、たしかに獅子原さんは人道から外れていますね」

「えっ？　なんで……あっ、ランちゃん！　このお店、レディースデイで女性客は飲み放題だって！」

　あれだけ飲んだのに普ふ段だんと変わらないテンションの上司を見ながら、吹雪は思う。

　獅子原がいる限り、しばらくツバメはＦＦ文庫の仕事を受けてくれるだろう。

　この上司より酒が強い人間がいたら、それはもう人間じゃない。というか、すでに獅子原が人間に思えない。

「虎岩先生にも、会えてうれしかったよ」

「ワタシもです！　あっ、そうだ！　裸ランドセル先生は『サクラフィラメント』のファンなんデスよね？」

「ああ。あの作品はとても好きだ」

「だったら、今度見本誌をお送りしマス！」

「？　なぜそんなことをするの、ミシェルさん？」

「ふふっ、知らないんデスか！　ラノベ作家になると、自分の本の見本誌が出版社から届きマス！　そして、この業界には仲のいい作家さんと見本誌を交こう換かんし合うって文化があるんデスよ！」

「へえ。でも、あなたがそんなことをしてるところ見たことがないけど？」

「うっ……それは、ワタシには作家仲間がいなかったからで……」

「では、ボクがきみの作家仲間になろう。見本誌も送ってくれてかまわない。あとで住所を教えよう」

「本当ですか!?」

　よっぽどうれしかったのか。

　ミシェルは素すの口調に戻もどっていた。

　そして、どこか誇ほこらしげに告げる。




「じゃあ、今度送りますね！　『サクラフィラメント』の新装版を！」




「えっ……」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ツバメの表情が曇くもった。

「？　どしたの、ランちゃん？」

「いや……まっしー。きみは虎岩先生の担当だったな？　じゃあ、知っていたのかい？　『サクラフィラメント』の新刊が出ることを」

「もちろん！　あの作品は一巻で打ち切りになっちゃったけど、実はランちゃんみたいなコアなファンが結構いるんだよ！」

「続編を望むファンも増えてきたので、新しいシリーズとしてリテイクすることになったんです」

　もちろんそれは、ミシェルが作家としてがんばったからだ。




『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』




　デビューしてから二作目に出した作品が累るい計けい二○○万部超ごえの大ヒット。

　コミカライズ、ドラマＣＤ。

　そして、アニメ化。

　メディアミックスを重ね、作品の名前が知れ渡わたるうちに、虎岩大河の名も知れ渡った。そのせいか、デビュー作の方にも注目が集まってきたのだ。




『サクラフィラメント』




　虎岩大河のデビュー作である、青春ラブコメ。

　打ち切り後もコアなファンに人気があった作品である。

「業界でも珍めずらしいことなんだよ？　最近は色々冷え切ってるからねー」

「獅子原さん。クリエイターさんたちの前でそういうことを言わないでください」

「……では、本当に新装版を出すのかい？」

「はい！　ただ新装版を出すだけじゃなくて、内容の方も今思いっきり直してマス！　今すごくいい感じで改かい稿こうが進んでいて！」

「仕事しすぎじゃない？」

「過去作のリテイクなんて、チャンスを逃のがしたらいつできるかわからないし、やれるときにやっとかないと。それに、あれは──」




「──ウチのデビュー作やもん」




　関西弁で、ミシェルは言った。

　小声だったせいか、隣となりにいた吹雪にしか聞こえなかったようだが。

「たしか一巻で打ち切りになったんでしょう？」

「ふん。今度はそうはならないデス。売り上げがよかったら、続刊を書いてもいいって鷹たか姉ねえに言われてマス。だから──」

　今度こそ殺させない、と。

　ミシェルはひどく真しん剣けんな口調で言った。

「ワタシのせいで、あの作品のキャラクターたちは一回死んだんデス。ワタシの未熟な実力が、キャラクターたちを殺した。でも、今度はそうはいかないデス。必ず、ヒット作にしてみせるデス」

「あなたって相変わらずハングリーね」

「だって、ワタシはプロだもん。デビュー作をそのまま発売するなんてできるわけないデス。今の自分にできるベストな形で出したいんデス」

「新装版を出す話を持ちかけたときに、きみはまず初めにそう言っていたな」

　加筆させて欲しい。

　今ならもっとあの作品を売れる本にできる、と。

　たしかに、虎岩大河は成長した。

　今のミシェルなら、打ち切り作品サクラフィラメントをさらに面おも白しろくできるはずで──。




「──やめた方がいい」




　だが、そこで口を開いたのは、ツバメだった。

「えっ……」

　憧あこがれのクリエイターの思わぬ宣告に、言葉を失うミシェルにツバメは──『サクラフィラメント』のファンだと言った彼女は、少し迷った様子で、ミシェルに告げる。




「『サクラフィラメント』の新装版を出すのはやめた方がいい。今のきみでは、あの作品を超こえる物語は書けない」







　　　第５話　　空色デイズ







　お盆ぼん進行。

　その言葉は出版業界にとってひどく不ふ吉きつなものである。

　正月期間に印刷所が止まる、いわゆる年末進行と同じく、お盆の期間は印刷所が止まる。なので、通常の〆切りよりも早く作業を進めなくてはいけない。

　さらに八月は有あり明あけ近辺で開かれる某ぼう巨きよ大だい同人イベントもあり、ＦフアンタジーＦフアクト文庫の編集部員もイベントブースのスタッフとして駆かり出され、イベントに参加しているクリエイターへの挨あい拶さつ回まわりに忙ぼう殺さつされ、普段以上に修しゆ羅ら場ばになる。




　そんなお盆進行真っ只ただ中なかの、七月初しよ旬じゆんのある日。




　三日後が美み沙さの原げん稿こうの〆切りというところで、吹雪ふぶきはプールにいた。

　空を覆おおうのは巨大な天てん井じよう。

　そう、ここは都内にある大型室内レジャー施し設せつ。ドーム型の屋根に覆われた全天候型のプールで、中には多種多様のプールやスライダー、さらには遊園地チックなアトラクションまである。

　しかも、今日は日曜日だ。

　吹雪の目の前では休日を謳おう歌かするべく、水しぶきを上げながらはしゃぐ家族連れやカップルの姿が見えるのだが……。




「えへへ。買ってきましたよ、ユキト様♪」




　不意に、頰ほおにひんやりとした感かん触しよくが当てられた。

　後ろにいるのは美沙だろう。

　今日の彼女が身に着けているのはさわやかな空色の水着。

　その姿はまさに夏の女王様。

　プールサイドに降り立ったときから男女問わずその美び貌ぼうに心を奪うばわれ、夏の日差しよりも熱い視線を送ってくるが、本人はなんのその。




《何か飲み物を買ってきますね、ご主人様♪》




　すっかり板についたヒロインの口調で言ってから、売店へと走っていった。

　そう、今日ここにきたのはもちろん取材のため──ではなくて。

　五月刊が発売された後に吹雪が美沙と交かわした約束を守るためだ。

　その約束とは、一いつ緒しよにプールに行くということ。




　八月刊の〆しめ切きりは三日後だが、奇き跡せき的なことに美沙の原稿は九割方仕上がっていた。




　どうやらミシェルも交えてラブコメの勉強をしたことがいい刺し激げきになったらしい。

　吹雪としては、原稿が早く上がるにこしたことはない。

　凛りんやミシェルも誘さそったのだが、凛は新人賞の原稿が修羅場で外出許可が下りなかった。そして、ミシェルは、




《アタシは今そんな気分じゃないの》




　断られてしまった。

　その理由は一つ。

　飲み会の後で、ツバメに告げられた言葉が原因で──。

「はい、どうぞ♪」

　考えこんでいると、美沙が飲み物を差し出してきた。

「ありがとう。あとで飲むから、そこに置いておいてくれると助かる」

「……ねえ、冴さえ原はらくん」

　キンキンに冷えた清せい涼りよう飲料水のペットボトルを吹雪の頰に押し付けながら、美沙が不満そうに言った。

「もうちょっとラブコメっぽいリアクションをしてくれたらどうなのかしら？」

「どういう意味だ？」

「ヒロインに背後から冷たい飲み物を押し付けられたのよ。『うわっ、何するんだよ!?』ってベタにツッコむとか」

「………」

「『きみの胸を押し付けてくれ！』って欲よく望ぼう一直線系の主人公みたいな反応をするとか」

「………」

「『美沙は可愛かわいいな。今度は俺もお返しにビックリさせてやる』って言って、私を赤面させるとか……こんなところかしら？」

「ボツだ。どれもありきたりな反応すぎる」

「そう。担当さんは厳しいのね」

　ピタッと。

　プールサイドに置かれたソファの上でタブレットＰＣを叩たたいて、ＦＦ文庫公式ブログの記事を書いていた吹雪の指先が止まった。

「どうした？　いつものきみなら俺のことを社しや畜ちく予備軍だとかターミネーターだとか青春無む駄だ遣づかいロボだとか罵ののしってくるはずだが？」

「私だって学習するわ。──ところで、冴原くん。あそこに子供が溺おぼれているわ」

「は？」

「まあ、大変。早く浮うき輪わを投げなくちゃ。でも、浮き輪なんてないわね。仕方がないから、このタブレットＰＣを──」

「やめろ。そんなものをフリスビーしても助からん。というか、溺れてる子供なんていないだろう？」

「仕事に溺れて過労死しそうな高校生はここにいるけどね。あなたを助けるためには、タブレットさんを水すい葬そうしてあげた方がいいと思わない？」

「わかった。じゃあ、そうしよう」

「えっ──」

　呆ぼう然ぜんとする美沙をスルーして、吹雪はプールサイドに歩み寄って、




　ボチャンとタブレットを落とした。




「きゃあああああっ!?」

　瞬しゆん間かん、美沙が悲鳴を上げながらプールにダイブして、

「何をしているのよあなたは!?」

　ずぶぬれになりながら、同じく水みず浸びたしになったタブレットを救出してきた。

「ど、どうしたの？　あなたがこんなことするなんて……」

「なぜそこまで焦あせる？」

「あなたが無表情のままでタブレットを捨てたからでしょう！　仕事に疲つかれたサラリーマンが中央線の快速に身を投げるみたいなノリで！」

「やけに具体的な表現をするな」

「……もしかして、ついに仕事が嫌いやになったの？　副編集長に無茶な仕事をフラれたとか、獅し子し原はらさんが相変わらず獅子原さんしてるとか、あのノーパンビッチにノーパンになるよう要求されたとか……」

「違ちがう。今のはお返しだ」

「──は？」

　吹雪は、静かに美沙が持っているタブレットを指さしてから。

「このタブレットは防水加工がしてある。海中でも使える優すぐれものだ」

「………」

「多少水にぬれようがノープロブレムだ」

「……一つ聞いていい。あなた、私をからかったの？」

「驚おどろいたか？」

「当然よ！」

「それはよかった」

「これっぽっちもよくないわ！　こっちは本気で心配……いえ、そこまで心配はしてないけど、どうしてこんなことを……」

「何を言う？　さっききみが言っていたろう？　何かおもしろいリアクションをしてみたらどうだ、と」

「………」

　沈ちん黙もく。

　プールに浸つかったままで、美沙は何やら考えこんでいたが。

「もしかして、さっき私が言った『美沙は可愛いな。今度は俺もお返しにビックリさせてやる』ってヤツを実行したの？」

「その通りだ。しかし、まさかタブレットを追って水に飛び込むとは思わなかった。きみにも、可愛いところが──」

　そこまで言ったところで。

　吹雪はプールサイドに上がった美沙のタックルによって、プールへと叩き落とされていた。

「……何をする？」

　自分と一緒にプールに落下した美沙に訊たずねる。

　すると、彼女は憤ふん慨がいした様子で、

「それはこっちのセリフよ！　何度も言うけど、あなたの冗じよう談だんは冗談に思えないのよ！　表情筋が大絶ぜつ滅めつしてるから！」

「ナイスなツッコミだ。テンションがいい。本文中のキャラクターにもそれくらいの勢いでツッコませてくれ」

「うふふふふふお褒ほめいただきありがとう。ところで、このタブレットって防水なんでしょう？　だったら他ほかのことにも耐たえられるの」

「他のこと？」

「たとえば、銃じゆうで撃うつとか」

「あいにくだが防ぼう弾だん機能はついていない」

「そう。じゃあ、高いところから落としてみましょう。今から耐たい久きゆうテストを開かい催さいします。というわけで、あのスライダーの上あたりから落とすわね」

「待て。それだとさすがに壊こわれて──」

「じゃあ、あなたが緩衝材クツシヨンになればいいんじゃなくて？」

「………」

　むっ、と。

　吹雪はプールの中で考えこんでから。

「もしかして、怒おこっているのか？」

「うふふふ惜おしいわね。私はすごく怒っているわ」

「ラブコメっぽいやり取りができたと思ったんだが」

「じゃあ、今のやり取りをヒロインと主人公にさせていいの？」

「いや、それは無理だ。読者のキャラクターへの共感性が著いちじるしく下がる。ラブコメ好きとしての意見を言おう。あんなシーンを読んでも、読者は主人公の性格に恐きよう怖ふを覚えるだけだ」

「私は現在進行形で冴原くんが恐おそろしいのだけど……」

「きみが〆切り前に原げん稿こうを上げてくれそうだから、担当編集としてサービスがしたかったのさ。それより、どうしてここまで早く上げられたんだ？　やはりミシェルへのライバル意識があったせいか」

「そうね」

　美沙は、にっこりと微笑ほほえんでから、天使のような声こわ色いろで言う。

「だって私、あの人の作家としてのスタイルが大きらいだもの」

「………」

「なんであんなに書けるのかしら……気持ち悪い。なんであんなに〆切りを守るのかしら……理解できない。なんであんなに叫さけびながら執しつ筆ぴつするのかしら……うるさい。なんであんなに売れてるのかしら……まあ、それは本が面おも白しろいからね」

「最後に褒めただけでそれまでの侮ぶ蔑べつがチャラになると思わない方がいいぞ？」

「ご忠告ありがとう。でも、私がミシェルさんをライバル意識してるのは本当。ミシェルさんには色々な意味で負けたくないのよ」

「は？」

　訊ね返す吹雪に、美沙は告げる。

「だって、あなたも〆しめ切きりを破る作家よりは守る作家の方が好きでしょう？　だから、私が〆切りを破りすぎたら、きっと私のことを嫌きらいになって、獅子原さん一人で担当させようとするに決まってるもの」

「どうやらきみは病気にかかっているようだな。病名は編集者不信。これは病院では治せないからなかなか厄やつ介かいだ」

　しかも原因が自分の上司なのだから、笑えない。

「でも、この前あのノーパンビッチに出会ってわかったのよ。〆切りは守った方がいいかもしれないって」

「なるほど。いい心がけだ。俺はそういうのが好きだぞ」

「………。冴原くん。もう一度、今の台詞せりふを言って」

「？　俺はそういうのが好きだぞ」

「………」

　……私って、意外と単純なのかもね、と美沙はため息を吐ついた。

「……こんなセリフを聞きたいがために、がんばって原稿を上げるなんて」

「油断するな。まだラストの追い上げが残っているだろう？」

「そうね。でも、今日は休オ日フ。せっかく二人きりでプールに来たんだから、もっとそれっぽいことができればいいのに」

「それっぽいとは？」

「うっ……たとえば……」

　美沙は恥はずかしそうにしながら。




「あなたが、私に泳ぎを教えるとか」




「ふむ」

　美沙の言葉に、吹雪はうなずいた。

「悪くないな」

「えっ、本当？」

「ああ。ヒロインに泳ぎを教えるのはベタだがイラストにもしやすい王道的なラブコメ展開で……すまない。冗談だ。だからタブレットで俺の頭をフルスイングしようとするのはやめてくれ」

「うふふふふじゃあつまらない冗談はやめてちょうだい」

「別にきみに泳ぎを教えてもいいが……きみ、泳げないのか？」

「は？　そんなわけないでしょう？　昔から習い事ばかりしていたもの。スイミングスクールにだって通っていて、地区大会で優勝したこともあるわ」

「だったら泳ぎを教えるというシチュエーションがなりたたないだろう」

「そこは、ほら……お願いです、ユキト様。私に、泳ぎを教えてくれませんか？」

　さっきまでの不ふ機き嫌げんっぷりはどこへやら。

　美沙はにこやかに微笑みながら、身体からだを寄せてきた。

　──そういえば、ミサの方は泳げない設定だったな。

　一巻にユキトが泳ぎを教えるシーンがあった。

　プールに行けなかったので、あそこは美沙の想像で書いたんだろうが……。

　──本当は、俺に泳ぎを教わりたかった……とか？

　まさか。

　そんなわけがない。

　箱入りさまがそんなラブコメチックなデートに憧あこがれているわけが……。

「………っ」

　と、そこで美沙が息を吞んだ。

　どうしてか、彼女はひどく焦あせった様子で……。

「えっと、冴原くん？」

「ん？　どうし──」

　た、と言いかけたところで、吹雪の目の前の水面に水色の物体が浮うかんできた。




　どう見ても、美沙が穿はいていたビキニのパンツだった。




「………」

　いつものクール＆ドライな表情のままで考える。

　この水着は横がヒモになっているタイプだが、てっきり飾かざりのヒモだと思っていた。だが、これがここにあるということは……。

　──さっき俺にタックルして飛びこんだときに、脱ぬげたのか？

　そんなに簡単に脱げるものなのかと不ふ審しんに思いつつも、現実に水着がここにあるんだから仕方ない。

　つまり、美沙は今は裸はだかランドセル先生が狂きよう喜き乱らん舞ぶしそうな格好をしているわけで……。




「ねえ、ユキト様？」




　だが。

　そこで美沙は甘えるような口調で、吹雪にささやく。

「水着を穿かせてくれませんか？」

「なっ……正気か？」

「ええ。もちろんです。早く穿かないと他の人に見られて、大変なことになっちゃいますし」

「いや、自分で穿けばいいんじゃ──」

「私はユキト様に穿かせてもらいたいんです。さあ、どうぞ」

「───っ」

　ビキニを渡わたされた瞬しゆん間かん、さすがの吹雪も冷ひや汗あせをかいた。

　身体がサラリーマンにチューンナップされようとも、心には高校生な部分も残っていて──。

「ユキト様？」

「！」

　ぎゅっと。

　誘ゆう惑わくでもするみたいに、美沙が身体をよせてきた。

　冷たい水の中でも伝わってくる彼女の体温。

　そして、ふにょんっとした双そう丘きゆうの感かん触しよく……。

「こんなことを殿との方がたに頼たのむのは……すごく、恥ずかしいですけど、私……」




「ユキト様なら……いいですよ？」




　そう言って、美沙は耳たぶにちゅっとキスをしてきた。

　──落ちつけ。

　これもラブコメの取材に違ちがいない。

　きっと美沙はヒロインを演じているだけ。だが、こんなシーンは『どらデレ！』の一巻になかったはずで──。

「──ふふっ」

　が。

　吹雪が悩なやんでいるところで、美沙がこらえきれなくなったように噴ふき出した。

「………」

　──いや。

　まさかとは思うが。

「……きみ、俺のことをからかったな」

「あはは、バレちゃった？　大だい丈じよう夫ぶ。水着は脱げてなんかないから」

「じゃあ、この水着は……」

「あらかじめ同じものを用意していたのよ。そうすれば、担当さんをからかえるなって思って♪」

「……満足したか？」

「ええ。とっても。普ふ段だんはクールでドライな冴原くんがちょっぴり慌あわてるところが観みれたんだもの」

　ごちそうさまでした、と美沙は舌をちょこっと出して微笑ほほえんだ。

　──まったく。

　やれやれと吹雪はため息を吐きつつも、微笑んだ。

「あっ……さ、冴原くん？　あなた、今笑わなかった？」

「いや、そんなことはない」

「噓うそよ！　ちょっとにやっとしたもの」

「そこはにこっとじゃないのか？」

「……驚おどろいた。あなたが笑うなんて。こんなこと滅めつ多たにないでしょう？　獅子原さんに心をクラッシュさせられてからは」

「ああ。だが、きみの悪戯いたずらがあまりにくだらなくて笑ってしまった」

「むっ。それじゃ嘲ちよう笑しようじゃない」

　今の今までうれしそうにしていたのに、美沙はぷくっと頰ほおをふくらませた。

　その可愛かわいらしい様子に、吹雪はつい再び微笑みかけた──が。

「ねえ、ママ。これ、落ちてたー」

　近くにいた子供の声が聞こえた。

　その手ににぎられているのは、空色のビキニパンツ。

　吹雪が手に持っているものと同じだった。

「………っ」

　瞬間、美沙が真っ赤になった。

　そのままひどく焦った様子で、水面がバタバタと波立つほど手を動かしている。

　まるで、何かを探すように。

「……なあ、まさかとは思うが──」

　さっきのタックルで本当に水着のヒモがほどけたのか？　と訊たずねようとした瞬間、美沙が「ち、違う！」と叫さけんだ。

「そんなわけないじゃない」

「そうか。そうだな。きみは深しん窓そうのお嬢じよう様さまに見えて意外と常識人……いや、おっちょこちょいなところがあるが、そんなわけはないか」

「ええ。その通りよ。それより、冴原くん。その水着をこっちに渡して──」

「なぜだ？」

「～～～～っ！　それは……」

「ああ、そうか。きみはまた俺をドッキリにかける気なのか」

「えっ──」

「パンツが脱げたと思って実は穿いていた……と見せかけて、穿いていなかったというドッキリだろう？　あの子供が持っている水着もこのために用意したんだろう？　はははきみは手の込こんだことをする」

「ちょ、ちょっと、冴原くん……」

「だが、今度は俺はひっかからない。そうだ、喉のどが渇かわいたから飲み物を買ってこよう。きみはそこで待っていて──」

「待ちなさい───っ！」

　プールから上がるんならその水着を置いていきなさい！　と叫ぶ美沙を見ながら、吹雪は必死に笑いをこらえていた。

　──ああ。

　今日はここに来れてよかった気がする。
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「……最悪よ」

　時刻は午後二時。

　プールサイドに置かれたベンチで、美沙は屈くつ辱じよくに震ふるえていた。

「途と中ちゆうまでは完かん璧ぺきなドッキリだったのに……！」

「きみの詰つめが甘いのが悪い」

「黙だまってちょうだい。ところで、冴原くん？　あなた、なんだか今日は楽しそうじゃない？」

「ああ、そうだな。いい気晴らしになった気がする。たまには仕事のことを忘れるのもいいかもしれない」

「なっ……あなた、もしかして熱があるんじゃ……」

「あえて休みを入れるのも効果的な時間リソースの使い方だと気づけた。これでもっと効率的に仕事を進められる」

「………」

　やっぱり冴原くんはいつも通りのお仕事ロボットね、と。

　美沙は苦く笑しようした。

「でも、私もあなたと一いつ緒しよにプールに来れて……楽しかった気がするわ。ヒロインの気持ちがより理解できた気がする」

「それはよかった。だが、強しいて言うならミシェルにも来て欲しかった。一巻のプールのシーンには栞しおりもいたからな」

「そうね。一応、ミシェルさんも誘さそったのだけれど……やっぱり、忙いそがしいの？」

「ああ。今日も一日原げん稿こうの執しつ筆ぴつだそうだ。速筆家のあいつにしては珍めずらしく、かなり難航している」

「それって来月刊の作業……『サクラフィラメント』の新装版作業よね」

「予定では、今晩には原稿が上がることになっているが……」

「……あの人、働きすぎじゃないかしら？」

　少しだけ心配そうに、美沙が言った。

「ミシェルさんが八月に出す本は二つ。『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』の最新刊と、『サクラフィラメント』。でも、今ミシェルさんが同時進行しているシリーズは四つだから、その二つ以外の作業もある」

「心配しているのか？」

「……別に、そういうわけじゃないわ。ただ、私は……」

「恥はずかしがることはない。心配なら俺もしている」

「えっ……」

「ミシェルの刊行ペースはあきらかに早すぎる。せめて『サクラフィラメント』だけでも発売月をずらすことを提案したんだが、断られてしまった。あいつは、どうしてもあの作品を八月に出したいそうだ」

「………」

　美沙は黙りこんだ。

　それはきっと、ミシェルがどうしてここまで働いているかわかっているからだろう。

　ライバル意識。

　簡潔に言ってしまえばそういうことになる。




　虎とら岩いわ大たい河がは、祓はら島しま沙さ英えに負けたくないのだ。




　ミシェルは新人賞の銀賞出身。

　デビュー作の売り上げがひどくて一巻打ち切りを喰くらった。

　今は『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』がヒットしたが、ここまで来るのにはかなりの苦労があった。

　速筆と市場研究。

　自分の長所を磨みがくために、自分の生活を削けずり、ここまで這はい上がってきたのだ。

　対して、美沙は違ちがう。




　七年ぶりの大賞受賞作家。




　同じ新人賞に投稿していたミシェルが手に入れられなかった経歴を持っている。

　さらには、一巻も爆ばく発はつ的なヒット。

　一巻だけの勢いを比べるなら、『どらデレ！』は『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』に勝っている。

　だからこそ──焦あせっているんだろう。

　ミシェル自身はそんな弱音は一言も口にしないに決まっているが、彼女の幼なじみであり、担当編集である吹雪にはわかる。

　何か仕事をしてないと落ちつかない。

　ミシェルはそんな気分になっているのではないだろうか？

　だからこそ、ここまで仕事を熟こなして──。

「でも、正直に言うとね」

　吹雪が考えこんでいると、美沙が口を開いた。

　彼女は、秘密を教えるような口調で、




「私、ミシェルさんのデビュー作が大好きよ」




「ほう」

　──珍しいな。

　吹雪は少し感心してしまった。

「きみがミシェルのことを褒ほめるとは」

「そうね。普ふ段だんの私ならこんなこと言わなかったと思う。でも、ちょうど昨日の夜に『サクラフィラメント』を読んだのよ。最後のシーンには感動したわ。主人公のサクラを、真ま冬ふゆが『今から、俺とデートをしてくれ』って誘うところ。あれでサクラの悩なやみが解決して読者的にもすっきりしたんだけど……物語に夢中になっていたら、誰だれかと感想を語り合いたくなって」

「なんだか、至し極ごくオタクっぽい発想だな」

「あら。私がオタクになったのはなつめ荘そうのせいでしょう？　そんなことより……冴原くんは、あの作品が好き？」

「──ああ。『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』も面おも白しろかったが、『サクラフィラメント』も好きで──」

「じゃあ、聞くけど」

　ひどく真しん剣けんな目つきで、美沙は担当編集を見つめてきた。




「あなたは、どっちの作品が好き？」




「………」

　──難しい問題だ。

　そう考えたからこそ、吹雪は黙った。

　すると、答えを待たずに、美沙が続ける。

　そして、彼女の答えは、吹雪が予想したものと同じだった。

「私は『サクラフィラメント』の方が圧あつ倒とう的に好きよ」

「きみならそう言うと思った」

「たしかに『サクラフィラメント』は今のミシェルさんの作風とはだいぶ違うわ。流行も、ロジックも、読者への配はい慮りよも考えない。ただ、自分の書きたいものを書いたって感じだもの」

「………」

「きっとそれが『サクラフィラメント』。たしかに粗あら削けずりだけど、私はこの粗削りな部分が好きなの。作者の気持ちが感情が伝わってきて、心を揺ゆさぶられたわ。だって、この作風はまるで──」

「祓島沙英に近いからな」




　書きたいものを書く。




　それが祓島沙英のスタイルだ。

　実に単純明快。

　そして、今の虎岩大河のスタイルとは対極と言っても過言じゃない。

　ミシェルも書きたいものは書いているだろう。

　けど、それは最優先事じ項こうではない。

　流行に沿った作品を書く。

　それが今の虎岩大河の最優先事項だ。

　この業界で生き残っていくために、選んだ作風だ。

「そうね。この作品は私の作風に近い。色々な意味で」

「？　どういう意味だ？」

「……別に。大したことじゃないわ。それより、担当さん？　ちょっと原稿のチェックをお願いしてもいいかしら？」

「なっ──まさか、八月刊の店てん舗ぽ用特典を上げたのか？」

　そうとしか考えられない。

　なぜなら遅ち筆ひつ家の美沙には珍しく、『どらデレ！』二巻の原稿は九割方上がっている。

　ならば、美沙が店舗用特典を先に進めてくれたのかも……。

「いいえ。これは趣しゆ味みの原稿」

「は？」

「昨日『サクラフィラメント』を読んだら、つい短編を書きたくなって。二次創作しちゃったの」

「……いや、きみは八月刊の作業が残って……〆しめ切きりは三日後で……」

「ときには息いき抜ぬきが必要でしょう？　効率的な時間リソースの使い方というヤツよ」

「ははは俺は今自分の発言をすさまじく後こう悔かいしているぞ？　そんなものを書く暇ひまがあったら仕事を──」

「でも、冴原くん」

　美沙は。

　誘ゆう惑わく上手な悪あく魔まみたいな口調で、ささやく。

「読みたくない？」

「………っ」

「『サクラフィラメント』はラブコメ作品。それを七年ぶりの大賞作家であるこの私が書いたのよ？　ラブコメ好きの担当さんとしては、ものすごーく興味があるものじゃないかしら？」

「それは……」

　読みたい。

『サクラフィラメント』のストーリーは、青春ラブコメ。

　ジャンルは野球もの。

　しかも、主人公が中学生の女の子である。

　名前は、サクラ。

　とある中学校の野球チームでピッチャーを務める彼女と、キャッチャーの少年・真冬。そしてアクの強い野球部のメンバー。

　彼女たちの日常を描えがいた作品になっている。

　当然、ラブコメ好きである吹雪もこの作品を読んだことがある。

　たしか、あれは──。




《ねえ、吹雪》




　思い出す。

　あれはミシェルがなつめ荘に引っ越こすことになったとき。

　彼女が作家としてデビューすることが決まって、吹雪がお祝いの連れん絡らくをしたとき、彼女はこう言ったのだ。




《アタシのデビュー作、読みたくない？》




「？　どうしたの？　ボーッとしちゃって」

「いや、なんでもない。それより、その原げん稿こうはここにあるのか？」

「ええ。私のスマホにデータが入っているわ。……やっぱり、読みたい？」

「当たり前だろう。俺は虎岩大河のファンで、きみのファンでもあるからな」

　素す直なおに本音を言ってから、吹雪は美沙のスマホを受け取る。

　美沙は「……そこは私のファンだってことだけ言えばいいのに」とちょっと拗すねていたが、原稿に目を通した瞬しゆん間かん、そんなことはどうでもよくなった。

　美沙が書いた短編。

　タイトルすら書かれていない。




　けど、そこには──『サクラフィラメント』のキャラクターたちがいた。




　内容は会話劇。

　キャラクターたちが作中に登場した野球部の部室で会話をしているだけ。

　なのに──。

「どうかしら？」

「ネタとしてはつまらないな」

「なっ……」

「部室でただ会話をしているだけというのは何もひねりがないし、ありきたりだ。きみがこのプロットを出してきたら俺は間ま違ちがいなくボツにしている」

「……あなたって、相変わらず容よう赦しやがないわね。でも、別にいいわ。これは遊びで書いただけで──」

「早まるな。俺はこの話が好きだぞ」

「えっ──」

　どういうこと？　と不思議そうにしている美沙に、吹雪は続ける。

「たしかにネタもシチュエーションもありきたりだが、キャラクターが生き生きしていてとても面白い」

「そうなの？」

「ああ。逆に、不思議だ。教えてくれ。きみはどうしてこんなに当たり障さわりのない日ネ常タで、ここまでのものが書けるんだ？」

「……それ、褒ほめてるの？」

「無論だ」

　日常ものの短編を書くのは難しいとされている。

　ストーリーにはっきりした山があるわけでもないため、書き方によってはかなり単調で魅み力りよくがないものに見えてしまうのだ。

　そうならないようにするためには、いかにキャラクターを魅力的に書くか。

　その点では美沙は文句がなかった。

　さすが七年ぶりの大賞作家。

　その文章力は折り紙つきのようだ。

「──ふふっ。まさか、あなたに褒めてもらえるなんて。仕事よりも優先して短編を書いて本当によかった」

「編集者的には全然よくないからな？」

「でも、この作品のキャラクターは書きやすかったわ。主人公の方はミシェルさんに、幼なじみのキャッチャーくんの方は冴原くんにそっくりなんだもの」

「？　そうか？」

「まあ、あなたはそういうことに気づかないわよね。それに、正確に言うなら、キャッチャーくんに似ているのは昔の冴原くんかも」

「昔の俺……か。実際に俺はリトルリーグでキャッチャーをしていたからな」

「そう言えばそうだったわね。ミシェルさんはピッチャーだったかしら」

「あいつはいいピッチャーで、そのころから努力家だった。一いつ緒しよによく相手チームのデータを研究して、対策をして、勝ってきた」

「今とやっていることが変わらないじゃない」

「ああ。そのおかげか地区大会では決勝まで進んだ。決勝では、負けてしまったが」

　吹雪は今でも覚えている。

　自分たちがバッテリーを組んだ最後の試合。




　九回裏、残りアウト一つまで追い詰つめたところで、自分たちは相手チームの四番打者に打たれた。




　サヨナラ負けを喫きつした。

　そして、その後で吹雪は関西から引っ越すことになったのだ。しかも後から聞いた話では、最後に自分たちを打ち負かしたバッターは野球を始めてたった一ヵ月しかたっていない素人しろうとだったらしい。

　それでも、地区大会で優勝するほどのチームで四番を張れた。

　理由は、才能があったから。

　周囲の子供に比べてずば抜けて体格がよく、運動神経に優すぐれていた。

　突とつ出しゆつした一つの才能に、自分たちの努力は負けたのだ。

　でも、負けたのにはもう一つ理由がある。

「ん？」

　と。

　そこで吹雪のスマホが鳴った。

　ディスプレイに表示された名前は──。




「調子はどうだ、愚ぐ弟てい？」




　冴原鷹たか音ね。

　吹雪の姉にして、ＦフアンタジーＦフアクト文庫の副編集長である。

　その性格は、合理主義者。

　無む駄だなことが大きらいで、普ふ段だんは吹雪以上にクール＆ドライなのだが……。

「──何かあったんですか？」

　吹雪のスイッチが一気に休日から仕事に切り替かわった。

　伊だ達てに十数年も鷹音の弟をやっているわけじゃない。

　声の調子を聞けば、何かあったのかくらいわかる。

「ふむ。愚弟は相変わらず察しがいいな。実は、さっき凛から連絡があってな」

「凛から？」

「ああ。ミシェルの原稿が上がったらしい」

「そうなんですか……」

　──よかった。

　ミシェルは今日はずっとなつめ荘そうで作業をしていたはずだ。

　だから、きっと無事に作業を終えたんだろう。

「でも、どうして凛から副編集長に連絡が？」

「大したことじゃない。ただ、ミシェルは今連絡が取れない状態にある」

「えっ……」

　連絡が取れない状態。

　その言葉に、吹雪がかすかに息を吞のんでいると、鷹音は「落ちついて聞け」とあくまで静かなトーンで告げる。




「さきほど、ミシェルが倒たおれたそうだ」







　　　第６話　　未完成ストライド







　時刻は午後三時。

　鷹たか音ねから連絡をもらった後、吹雪ふぶきは美み沙さを連れて都内にある総合病院に向かった。

　鷹音から聞いた話では、ミシェルはなつめ荘で原稿を上げた後で、倒れてしまったらしい。

　パニックになった凛りんが救急車を呼んだらしいのだが……。




「いやー、ほんまに死ぬかと思ったわー」




　関西弁で、ミシェルは凛に言った。

　ミシェルはベッドに寝ね転ころんでいて、その腕うでには点てん滴てきがされているのだが。

「ちょっと貧血になっただけなのに、救急車を呼ばなくても」

「だ、だって……ミシェルさんがいきなり倒れて、そのまま動かなくなっちゃってふええええんっ！」

「うんうん、心配してくれてありがとね」

「『あ、これ、アタシ、ヤバい……主人公が倒れたシーンの取材になる！　凛！　今のアタシを撮さつ影えいして！　動画で！　早く！』と頼たのんできたので打ち所が悪くて脳がダメになったんじゃないかとおおおおおおっ！」

「ただ意識が朦もう朧ろうとしてただけよ！　じゃなければそんな吹雪みたいなこと言うわけないでしょ!?」

「失礼な。まあ、何はともあれ、きみが無事でよかった」

　ベッドの横に置かれた椅い子すに座ったままで、吹雪は息を吐はいた。

　さきほど医者から聞いた話では、ミシェルが倒れた原因は貧血らしいが……。

　──過労か。

『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』がアニメ化されたときも、ミシェルは一度倒れていた。

　そのとき担当だった鷹音から、《あいつはときおり無理をしすぎるから気を配れ》と言われていたのだ。

「すまない」

「えっ、なんで吹雪が謝るの？」

「今回の一件には担当編集の俺にも責任がある。もっと、きみの体調管理に気を配っていれば──」

「あー、かたくるしいこと言わないでよ。あんたは元々アタシの仕事量を心配して、ブレーキ踏ふむように言ってくれてたじゃない。今日もプールに誘さそってくれたしさ。それでも、仕事の方を選んだのはアタシなんだし」

「その通りね」

　吹雪の隣となりにいた美沙がうなずいた。

「こうなったのはミシェルさんの責任よ。あなたは言っていたじゃない。体調管理も作家の仕事の内だって。そのあなたがこのザマでどうするの？」

「……うん。ごめん」

「ふん。素す直なおに謝るなんて、ますますあなたらしくないわね。念のために入院して頭の検査を受けた方がいいんじゃなくて？」

「わかったわかった。検査は受けないけど、今日は安静にしてるわ。だから……美沙？」

「……何かしら？」

「とりあえず、顔拭ふいたら？　あんた、たぶん今のアタシよりひどい顔してるわよ？」

「………っ」

　瞬しゆん間かん、美沙はバッグから出したハンカチで目元に浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐっていた。

　そう、信じられないことに。

　鷹音から連れん絡らくをもらった吹雪が状じよう況きようを伝えた後、誰だれよりも慌あわてていたのは、この箱入りさまだったわけで。

「何も半泣きにならなくていいじゃない」

「だ、黙だまりなさい」

「美沙さんって、外見はクーデレお嬢じよう様さまっぽいのに、本当に中身は一いつ般ぱん人で常識があって、すごくいい人ですよねー」

「り、凛ちゃんまで、そんな……」

「そうだな。この病院に来るタクシーの間でも、美沙はずっとミシェルのことを心配していて──」

「そんなことないわっ」

　顔を見られないようにするためなのか。

　美沙はくるっと吹雪たちに背を向けた。




「…………まあ、ちょっとは心配したけど」




「美沙……」

　──当然か。

　一いつ緒しよになつめ荘に暮らす仲間が倒れたら、それは心配に──。

「だって、ミシェルさんは冴さえ原はらくんじゃないもの」

「………」

「冴原くんなら心配なんてしないわよ。だって、冴原くんは社しや畜ちく予備軍。ワーカホリックでお仕事大好きターミネーター。倒れたくらいじゃビクともしないってことはよくわかっているし」

「あー、アタシもそう思う」

「お兄さんの耐たい久きゆう性は軍事兵器なみですもんねー」

「……きみたち、かなり失礼なことを言っているぞ」

　ただ、五月に階段から転げ落ちながらも吹雪が打ち合わせを続行したのも事実。

　実例がある分、文句は言えない。

「それより、吹雪」

　と。

　ミシェルはベッドサイドに置いてあったノートＰＣを手に取り、キーボードをタイプした。

「はい。書き上げた原げん稿こう、あんたのタブレットに送っといたから」

「──ありがとう。確かく認にんする」

「あはは、何なら今すぐ確認してもらってもいいわよ？　『サクラフィラメント』の新装版！　これ以上ないってくらい自信あるから！」

「冴原くん。お言葉に甘えて、今すぐ読んでみたらどうかしら？　せっかくだから、その後で私も読んで──」

「きみは新装版の原稿が読みたいだけだろう？」

「え？　どういうこと？」

「実は、美沙は『サクラフィラメント』を読んで──」

　ファンになったらしい、と言いかけたところで、美沙が吹雪のつま先をガッと踏みつけてきた。

　その瞳ひとみには「それ以上しゃべったらあなたもこの病院のお世話になることになるわよ？」という警告文が浮かんでいる。

「ん？　どしたの？」

「いや、なんでもない」

　担当作家の要求に無言でうなずいた後、吹雪は原稿をチェックすることにした。

　ミシェルの点滴が終わるまではまだ時間がある。

　一度倒れたのだ。

　帰りはなつめ荘まで送っていきたいし、それまでの時間で原稿を読んでおけば──。

「───っ」




　だが、そんな楽観は吹ふき飛んだ。




　ミシェルから送られてきた原稿。

　新装版『サクラフィラメント』。

　その内容は、吹雪が予想していたものとはるかに違ちがったのだ。

「──ミシェル？」

「ん？　あっ、もしかしてビックリした？　前の『サクラフィラメント』とはだいぶ違ってるし」

「そうなんですかー？」

「うん。あっちは主人公のサクラの一いち人にん称しようだったけど、新装版はキャッチャーをやってた真ま冬ふゆが主人公になってるの」

「──待ちなさい。『サクラフィラメント』はサクラの一人称で進んでいたはずよ？　なのに、どうして──」

「えっ……あんた、『サクラフィラメント』を読んでたの？」

「いいから答えなさい。どうして主人公を変えたりしたの？」

　かなり真しん剣けんな口調の美沙に。

　美沙はなんでもないことのように。




「だって、売れないでしょ？」




　当たり前のことを言うように、ミシェルは断言した。

「男女どっちの主人公が受けるかは、レーベルごとのカラーによっても違ったりする。けど、ＦＦ文庫の場合は圧あつ倒とう的に男主人公の方が受けがいいもん」

「……そうなんですか？」

「前に冴原くんからそんな話を聞いたことがあるわ。ＦＦ文庫の読者の約九割以上は男性だって。だから、男性主人公の作品が圧倒的に多いんでしょう？」

「そういうこと。だから、『サクラフィラメント』も新装版を書き直すにあたって、男主人公に変えたわけ。流行に沿った作品を出す。それがアタシのスタイルだもん……って、吹雪？」

　もはやミシェルたちの言葉は聞こえていなかった。

　ただひたすらに、吹雪は『サクラフィラメント』の原稿を読んでいた。

　まだ一章の前半しか読めていないが、この様子だと、すべての章が真冬の一人称になっているのだろう。

「美沙、凛。少し、外してくれないか？」

「えっ、お兄さん？」

「冴原くん？」

　二人は不思議そうにしていたが、吹雪の顔を見た瞬間、大人しく病室から出ていってくれた。

　これで、病室には二人きり。

　作家と編集者。

　虎とら岩いわ大たい河がと冴原吹雪だけだ。




「……どういうこと？」




　伊だ達てに十数年付き合いがあるわけじゃない。

　ミシェルは吹雪の異変に気づいたようだった。

「わざわざあの二人を追い出すなんて、何かアタシに言いたいことでもあるの？」

「──ああ」

　覚かく悟ごを決めながら、吹雪はうなずいた。

　そして、訊たずねる。

　ミシェルが自信満々と言った原稿について。

「確認するが、この『サクラフィラメント』は全編真冬の一人称になっているのか？」

「──うん」

「以前もらった改稿案ではここまでの改稿はなかったはずだ」

「──そうね。でも、書きながら思ったのよ。これじゃ売れないって。だから主人公をサクラから真冬に変えたの」

「ミシェル……」

「本当なら、野球ネタも変えたかったのよ。最近、野球ネタでヒットしたラノベってあんまりないし。でも、そこまで変えたら全然別の作品になっちゃうかなって思って。だから、設定はあんまり変えなかったわ」

「ということは、ストーリーは……」

「改稿したわ。今のアタシのベストを出したつもり」

「………っ」

　もしかしたら。

　昨日までの冴原吹雪だったら、ミシェルの言葉にうなずいていたかもしれない。

　でも、それだけはできなかった。

　できない理由があった。

　だから──。




「──リテイクだ」




「えっ──」

　ベッドから身体からだを起こしたミシェルが驚おどろく中で。

　担当編集として、吹雪はその言葉を伝える。

「この原稿では、ダメだ。クオリティを優先するなら、すべてリテイクした方がいい」




　　　　[image: ]




「……なんやねん、それ」

　ベッドの上で、ミシェルがつぶやいた。

　動どう揺ようしているのか、口調まで関西弁になってしまっている。

「なんで!?　なんでそんなこと言うん!?　あんたは、まだ序章しかウチが書いた原稿を読んでなくて……！」

「それは……」

「簡単だ」

　吹雪が弁解しようとしたところで、病室に新たな声が響ひびいた。

　黒いスーツを着た二十代半ばの女性。

　鷹音だ。

「鷹姉ねえ!?」

「ふむ。元気そうじゃないか、ミシェル。これなら見み舞まいに来る必要はなかったか？　それより、さっき病室の前に来たら聞こえてしまったんだが──愚ぐ弟てい。おまえはコイツの原稿を全ボツにしたいのか？」

「──はい」

「………っ！　吹雪！」

「落ちつけ。愚弟がここまで言うということは、何か理由があるんだろう？」

「うっ……」

　鷹音はミシェルの元担当だ。

　だからこそ、言葉に重みがあったのかもしれない。

　もしくは、幼なじみであるミシェル自身も吹雪の性格をよく知っていたのか。

　何の理由もなしにこんなセリフを言う編集者じゃないと。




「──わかった」




　吹雪をにらみつけたままで、ミシェルはうなずいた。

「あんたがそう言うなら、リテイクする。あんたが満足する原げん稿こうを今から書いてみせる」

「待て、ミシェル。少し俺の話を──」

「うるさい！　完かん璧ぺきな原稿を上げれば文句はないでしょ！」

「──ああ、その通りだ。だが、今のきみは少し休んだ方がいい。ここ数日、ロクに寝ねないでずっと作業してたんだろう？　だから倒たおれて担かつぎ込まれたんじゃないのか？」

「それは……」

　ぎゅっと。

　ミシェルは点てん滴てきに繫つながれたままで、拳こぶしを握にぎりしめた。

「イヤよ。アタシ、休まない」

「ミシェル……」

「〆しめ切きりは三日後！　まだ本編も上がってないし、店てん舗ぽ用特典原稿の作業もあるの……休んでなんかいたら、〆切りに間に合わない！　アタシは虎岩大河よ！　〆切りを破るのはアタシのポリシーに反するの！　納期を守って、完璧な原稿を……」

「愚弟」

　鷹音がミシェルの言葉を遮さえぎった。

　彼女は、いつもの合理主義者の顔で。

「おまえがリテイクさせたいと思った理由を、ミシェルに説明しろ」

「───っ」

「その方が効率的だ。それに、心配するな。ミシェルの担当編集は私だった。多少のショックを受けても立ち直るくらいの鍛え方はしてきた」

「───」

　かなり熟考した後で。

　吹雪は、「わかりました」と応こたえてから、ミシェルにタブレットＰＣを見せた。

　そのディスプレイに表示されたファイルは──。

「えっ……なに、これ？　『サクラフィラメント』の短編？」

「ああ。美沙が……祓はら島しま沙さ英えが書いたものだ」

「なっ……なんであいつが!?」

「昨日、『サクラフィラメント』を読んで、書きたくなったそうだ。この原稿を、読んでみてくれ」

「───っ」

　その一いつ瞬しゆんで。

　ミシェルは、吹雪が言いたいことを理解したようだった。

　祓島沙英。

　彼女はミシェルにとって特別な存在だ。

　クラスメイトで。

　同業者で。

　同居人で。

　たった一人の、プロの作家仲間。

　そして、絶対負けたくない相手ライバル。

　そんな彼女が書いた、自分の作品の二次創作。




「…………読ませて」




　それでも、覚悟を決めたのか。

　ミシェルは吹雪のタブレットＰＣを受け取った。

　そして、目を通す。

　祓島沙英──七年ぶりの大賞作家が書いた、自分の作品の二次創作の短編。

　吹雪が評したように、ネタとしてはつまらない。

　部室でただ会話をしているだけというのは何もひねりがないし、ありきたりだ。こんな内容のプロットを出してきたら吹雪は間ま違ちがいなくボツにしているだろう。

「……あははっ」

　原稿を読み終えたミシェルが、乾かわいた声で笑った。

「何よ、この短編。ストーリーが全然ないじゃない」

「ああ」

「シチュエーションもありきたりだし、何の目新しさもフックもない。何より、サクラの一いち人にん称しようだし。こんなの、全然売れる要素が一つもない」

「ああ。でも──」

「言わなくていい！　わかってるもん！」

　乱暴に、ミシェルは吹雪にタブレットを渡わたしてきた。

　そして、叫さけぶ。




「こっちの方が、アタシが書いた新装版よりもずっと面おも白しろい！」




「先が読みたくなる！　キャラクターの表情が、声が、気持ちが、伝わってくる！　流行には乗ってない！　けど、それでも……！」

「ミシェルが書いた真冬の一人称よりも、『サクラフィラメント』らしい」

「………っ！」

　自分のＰＣに映し出された新装版の原稿。

　悔くやしげにその文面を見つめながら、ミシェルは涙なみだ声ごえを振ふり絞しぼる。

「……なんで？　どうして、あいつの方がサクラや真冬たちを上う手まく書けてるのよっ！　アタシの方が絶対コイツらのことを考えてるのに！　サクラも、真冬も、他ほかのみんなも、少しでも売れる作品を創つくれるように、ずっとずっと……っ！」

「………」

「やっと！　やっとこのときが来たのよ！　ヒット作を作って、デビュー作の新装版を出せるようになって……あのとき、打ち切りを喰くらって、このキャラクターたちを書くことは二度とないんだって思って！　辛つらくて、かなしくて、それでも前を向いてがんばって……そうしたら、こんな奇き跡せきみたいなことが起きたの！」

「………」

「だから、今度こそって思って書いたのに……なのに、どうしてあいつの方がアタシよりもサクラたちを上手く書けてるのよぉ！」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙をこぼしながら、ミシェルは叫んだ。

　鷹音は無言だった。

　もし彼女が担当だったら、はっきりと言うかもしれない。

　才能が違ちがう、と。

　祓島沙英と虎岩大河。

　二人に与あたえられた才能の差。

　その結果が、この二つの『サクラフィラメント』だと告げるのだろう。

　それが効率的だと判断して。

　そして、その後でミシェルを立ち直らせる。

　鷹音はその力を持っている。

　同じ編集者である吹雪はその事実をよく知っている。だからこそ彼女はこの若さで副編集長になれたのだ。

　しかし──。

「───」




　鷹音は何も言わずに、吹雪を見つめてきた。




　何も答えに困っているわけじゃない。

　ただ、見み極きわめようとしているだけ。

　今現在の虎岩大河の担当編集である、冴原吹雪を。




「……書くっ」




　ボロボロになりながらも、ミシェルがそう言った。

　相変わらず瞳ひとみは潤うるんでいたが、目に浮うかんでいるのは涙だけではない。

　作家としての闘志プライド。

　作ラ家イ仲バ間ルの圧あつ倒とう的な実力を見せつけられても、それでもミシェルの心は折れていないように見えた。

　けど……。

　──この状態で、書けるのか？

　ミシェルはさきほど倒れたばかり。

　今の体調のままで原稿を書いたとしても、面白いものができるとは思えない。

　それに、改稿プランも決まっていない。

　いや、吹雪の中にはプランがあるのだが、それでミシェルが納なつ得とくしてくれるかわからなくて──。




《ときには息いき抜ぬきが必要でしょう？　効率的な時間リソースの使い方というヤツよ》




「あっ──」

　そこで響ひびいたのは、美沙の言葉だった。

　同時に思い出したのは、『サクラフィラメント』のワンシーン。




《ちょうど昨日の夜に『サクラフィラメント』を読んだのよ。最後のシーンには感動したわ》




　美沙が昼間言っていたように、『サクラフィラメント』のラストには吹雪も感動した。最後で、ヒロインであるサクラは真冬に助けられるのだ。

そのきっかけになった、セリフがある。

「───」

　別に、物語のキャラクターになりきろうとか、そんなことを思ったわけじゃない。

　けど、美沙みたいに。

　ヒロインを演じることで、素す直なおに本音を伝えるようになった彼女みたいに。

　ミシェルに自分の気持ちを伝えられたら──！

「ミシェル」

　だから、吹雪は言う。

　自分の幼なじみであり、担当作家である、少女に──真ヒー冬ローのセリフを。




「今から、俺と打ち合わせデートをしてくれ」







　　　第７話　　ＣＨＡＮＧＥＳ







『サクラフィラメント』にはこんなシーンがある。

　校舎の屋上。

　そこでサクラと真ま冬ふゆが、デートと称しようしてキャッチボールをするのだ。

　吹雪ふぶきはそのシーンがやけに印象に残っていた。

　ただキャッチボールをするだけ。

　ラブコメチックな華はなやかさや甘い要素はあまりない。

　それでも二人がキャッチボールをしながら会話を交かわすシーンは、吹雪にはデートに見えた。

　二人だけの時間を共有しているように見えた。

　そして──。




「どういうこと？」




　今吹雪がいるのは、夕焼けに照らされた病院の屋上。

　目の前にはミシェル。

　吹雪が打ち合わせを申し込んだ後、二人で病室を出たのだ。病室の前で美み沙さや凛りんと出くわすかもしれないと思ったが、二人の姿はなかった。どこか別の場所で時間を潰つぶしているのかもしれない。

「なんで打ち合わせなんかするのよ？」

　ミシェルはひどく焦あせっているように見えた。

　たぶん、早く更こう新しんしたくて仕方がないのだろう。

　祓はら島しま沙さ英えが書いた、自分が書いたものより面白い『サクラフィラメント』。

　あの原げん稿こうを超こえる文章を書きたいに違いない。

　けど、吹雪は担当編集として言いたいことがった。

　どうしても伝えたいことがあった。

「もしかして、改稿プランを決める気？　それだったら大だい丈じよう夫ぶ。大筋はこのままで、全編のクオリティを上げて──」

「いや、ダメだ。直すんなら、根本から直した方がいい」

「えっ──」

「主人公を、サクラに戻もどそう」

「───っ！」

　もしかしたら担当変へん更こうを要求されるかもしれない。

　そんな不安を抱いだきながらも、吹雪はミシェルに言葉を投げかけた。

　だが、ミシェルはこちらが放ったボールを受け止め、しっかりと投げ返してくる。

　担当編集と作家。

　二人だけの、打ち合わせキヤツチボールが始まる。

「それじゃ売れない！　吹雪だって知ってるでしょ！　ＦＦ文庫うちの作品は圧倒的に男主人公が多いの！　だから、流行に沿うためには……」

「『サクラフィラメント』は元々サクラの一いち人にん称しようだったじゃないか」

「それはアタシが作家になる前に書いたからよ！　あのころは根こん拠きよのない自信がたくさんあった！　でも、今は違う！　アタシは自分が特別じゃないって思い知ったの！　アタシはあいつとは……祓島沙英とは違うの！」

「………」

「あいつみたいに誰だれかを強く引きつける文章は書けない！　書きたいものを書くだけでこの業界で生き残っている才能なんてない！　アタシは、特別なんかじゃない！　それでもアタシはこの世界で生き残りたい！　そのためには──」

「売れるものを書くしかない……か」

「そうよ！　あんたも編集者なら売り上げを第一優先したいでしょ！　鷹たか姉ねえに勝つことがあんたの目標じゃないの!?」

「それは……」

　たしかにそうだ。

　冴さえ原はら鷹たか音ね。

　彼女が担当したラノベの総発行部数は数千万部にも届く。

　姉を超えることが、吹雪の目標の一つだ。

　けど──。

「それに、今から一人称をサクラに戻すのは無茶よ！」

　胸にたまったものを吐はき出すように、ミシェルは叫さけぶ。

「それって全ボツを通り越して、根本から直すってことじゃない！　もう〆しめ切きりまで三日しかないの！　まだ店てん舗ぽ用の特典作業も残ってるし、いくらアタシでも、〆切りを守れるかわからなくて──」

「守れなかったら、それでいい」

「なっ……」

　驚おどろくミシェルに、吹雪は叫ぶ。

　まだ編集者を始める前のころの口調。

　以前修しゆ羅ら場ばに陥おちいった美沙を説得したときの口調。

『サクラフィラメント』の真冬のような、愚ぐ直ちよくな言葉で。

「──オレは編集者だ。だから、ミシェルには〆切りを守って欲しい。こういう場面では、そう言うのが正しいんだと思うし、姉さんもきっとそうすると思う。けど、俺は姉さんと違ちがう。俺は……」




「作ミシ家エルが納なつ得とくのいく作品を、一いつ緒しよに創りたいんだ！」




　ただがむしゃらに、吹雪は言葉を投げかける。

「このまま作品を出したら、きっとおまえは後で絶対に後こう悔かいする！」

「………っ」

「『サクラフィラメント』の良さは新人作家ゆえの勢いだった！　流行も、ロジックも、読者への配はい慮りよも考えない！　ただ、自分の書きたいものを書いた！」

「吹雪……」

「たしかに流行に沿ってなかったかもしれない……けど！　オレはあの作品が大好きだった！　打ち切りになったことがすげえ悲しかった！　もっと……続きを読みたかった！　心のそこからそう思ったんだよ！」

　それはきっとオレだけじゃないはずだ、と吹雪は思う。

　たとえば、ツバメ。

　業界トップクラスのイラストレーターは、こんなことを言っていた。




《『サクラフィラメント』の新装版を出すのはやめた方がいい。今のきみでは、あの作品を超える物語は書けない》




　言葉だけ切り取ると、ひどく冷たい口調だ。

　けど、それは『サクラフィラメント』が好きだったからだろう。

　そして、あの作品を書いたときの虎とら岩いわ大たい河がと、今の虎岩大河の作風が違うと理解していた。




《私は『サクラフィラメント』の方が圧あつ倒とう的に好きよ》




　美沙はアニメ化した『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』よりも『サクラフィラメント』の方が好きだと答えた。

　たしかに、流行に乗った作品を書くことも、この業界で生き残るためには大事なことだ。

　でも、この作品に限っては違う。

　読者として、担当編集として、そう強く思う。

「今回の『サクラフィラメント』は流行に沿った作品を書こうとして、中ちゆう途と半はん端ぱなものになってる」

「それは……」

「これじゃ読者は納得しない！　もっと、流行よりも意識した方がいいことが──」

「うるさい！　そんなセリフを言っていいのは、特別な作家だけよ！　アタシに……そこまでの才能はないっ。書きたいものを書いただけでこの業界で生き残っていけるほど圧倒的な才能なんて……持ってないっ！　アタシは美沙とは違うの……っ！」

　悔くやしさを押し殺せない様子で、ミシェルが涙なみだをこぼした。

　どうして彼女がこんなセリフを言うのか？

　それは、一度挫ざ折せつをしたからだろう。

　三年前にデビュー作である『サクラフィラメント』が一巻で打ち切りになった。

　まったく売れなかった。

　その敗北で、ミシェルは思い知ったのだ。




《打ち切りが決まったときに思い知ったのよ。──ああ、アタシは『特別』じゃないんだなって》




　以前、ミシェルはそう言っていた。

　美沙についての会話を交わしたとき、自分をそう評した。




《だが、きみは這はい上がったじゃないか》

《鷹姉のおかげ。あの人は言ったの。『おまえは凡ぼん人じんだ。圧倒的な文章を書ける天才にはなれん。だが、原稿を書かなくなれば、元作家に成り下がるぞ』って》

《副編集長らしいな》

《あはは、そうかも。でもアタシは元作家になるのだけは嫌いやだった。作家を続けたかった。だから、勉強したわ》




　自分が魂たましいを込こめた作品が打ち切りになって、敗けて、打ちのめされて、愛情を込めたキャラクターたちと二度と会えないと実感したことで……ミシェルは思い知ったんだろう。

　特別じゃない。

　それでも作家を続けたい。

　自分が特別じゃないと思い知っても、それでも作家でいたい。

　だからこそ、ミシェルは変わった。




《アタシは死ぬほど努力しまくってああいう『特別』な作家に勝つのが好きなの》




　悔しさとやりきれなさをすべて糧モチベーシヨンにした。

　生き残るための努力をした。




《勝つためには、武器がいる。そのために毎日研究インプツトして、毎日執筆アウトプツトを続けるのよ》




　その結果が、『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』。

　アニメ化し、スピンオフシリーズも好調の人気作。

　虎岩大河の代表作だ。

　けど──その代表作を創つくった方法では、『サクラフィラメント』の新装版は完成させられない。

　あの作品は今の虎岩大河の創作方法とはまったく逆の方向で書かれたから。

『サクラフィラメント』はミシェルにとってのデビュー作。かなり思い入れのある作品。打ち切りになった後で、《アタシの未熟な実力が、キャラクターたちを殺した》と思ったほどに。それだけ、重圧もあるのだろう。

　でも──。




「虎ミ岩シ大エ河ルなら、書ける」




　彼女の担当編集として、吹雪は要求する。

　捕手キヤツチヤーが投手ピツチヤーにするように、サインを送る。

　決め球を放ほうれ、と。

　読者バツターを打ち取る、最高のウィニングショットを。

「わかるよ。怖こわいんだろ？　流行に沿わずに書きたいものを書いて、また打ち切りになるのが」

「………っ」

「オレだって、担当作が打ち切りになるのは嫌だ！　胸が張り裂さけるくらいに、辛つらい！　けど、それでも戦わなくちゃいけないときがある！　このままじゃ『サクラフィラメント』は中途半端な作品になる！　そうなったら……きっと、売れない」

　一巻の初動はいいかもしれない。

　それでも、続刊はわからない。

　読者は正直だ。

　面おも白しろいと思わないものに、金を払はらってはくれない。




「…………無理よ」




　しかし。

　ミシェルは、静かに首を振ふった。

　吹雪は思い出す。

　似たようなシーンがあった。

　あれはリトルリーグで吹雪とミシェルが最後のバッテリーを組んだ試合。

　地区大会の決勝。

　あとアウト一つ取れば勝利だった。

　相手は、野球を始めてたった一ヵ月で強きよう豪ごうチームの四番になるほどに、突とつ出しゆつした才能を持った打者。

　それでも吹雪たちが研究した資料の中には、量は少なかったが彼のデータもあったし、捕手キヤツチヤーである吹雪の頭の中にはそれがすべてインプットされていた。

　カウントは１ボール２ストライク。

　そこで、吹雪は内角高めへの速球──ミシェルの得意球を要求した。

　けれど──。




　ミシェルは断った。




　事前に研究した打者バツターのデータから、打者の苦手なコースへの変化球を選せん択たくしたのだ。

　そして、吹雪は投手ピツチヤーの決断を優先し──数秒後、白球は空へと吸い込まれた。

　今のミシェルは、あの敗北を喰くらったときと同じくらい、弱々しい表情をしていた。

「吹雪が言ってることはわかった。今回の『サクラフィラメント』に勢いが足りないってことも……。アタシはあんたを信じてる。あんたがそう言うってことは、そういうことなんだと思う」

「じゃあ……」

「でも、ダメっ！　時間が足りない！　今からすべてをリテイクして、店てん舗ぽ用の特典を書き上げるのは無理っ！　アタシは〆しめ切きりを破りたくない！　だって、それじゃあいつに負けたことになる！　美沙は八月に本を出すんでしょ!?　だったら……」

「ミシェルの本当の目的は美沙に勝つことなのか!?　違ちがうだろ！　少しでも売れて、少しでも面白い本を読者に届けることなんじゃないのか!?」

　〆切りを取るか、クオリティを取るか。

　編集者である吹雪なら、どちらも守れるように全力を尽つくすしかない。

　だけど、今はクオリティを優先してもいいと感じた。

　──ここでクオリティを下げたものを出したら、ミシェルはきっと後こう悔かいする。

　編集者としての嗅きゆう覚かくが、そう伝えていた。




　それに──打開策がないわけじゃない。




　けど、それは余計にミシェルを追い詰つめるものだ。

　だって、それは──。




「──私が書くわ」




　瞬しゆん間かん、オレンジ色に照らされた屋上に新たな声が響ひびいた。

　美沙だ。

　屋上のドアを開けて入ってきた彼女の後ろには、凛もいる。

「なっ……あんたたち、いつからそこに？」

「ご、ごめんなさい。ちょっと心配になってお兄さんたちを探していたんですが、屋上に来たところで、話が聞こえてしまって……」

「それより、美沙。きみが書くというのは──」

「あら。決まってるじゃない」

　いつもの口調に戻もどった吹雪に、美沙は告げる。




「私が『サクラフィラメント』の特典を書くのよ」




　　　　[image: ]




「なっ──」

　驚きよう愕がくするミシェル。

　彼女を無視して、美沙は吹雪に訊たずねる。

「冴原くんのことだから、私と同じことを考えてたんじゃない？」

「──ああ」

　美沙が書いた短編のクオリティは文句なしだった。

　文量も申し分ない。

　店舗用特典は四本。

　追加で書かなければいけないが、美沙は『どらデレ！』二巻の作業は九割方終わっている。

　だったら、ミシェルの特典を書くことも──。




「正気なの!?」




　吹雪と美沙の会話を遮さえぎるように、ミシェルが吠ほえた。

「あんたがアタシの特典を書くなんて！」

「別に前例がないわけじゃないでしょう。宣伝の一いつ環かんとして別の作家が特典を書き下ろすこともあるもの」

「………っ！」

「それに、あなたには『どらデレ！』一巻の帯に応おう援えんコメントを書いてもらったわ。獅し子し原はらさんが作ったコスプレ衣い装しようのレンタル代ってことになってたけど、私は納なつ得とくがいってなかったの。だから、今回借りを返して──」

「ふざけんなっ！」

　拒きよ絶ぜつ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな身体からだで、ミシェルが美沙に摑つかみかかった。

　そのまま関西弁で叫さけぶ。

「何やそれ！　納得がいかなかった!?　だったら今まで何も言わなかったん!?　そんなん、ウチを助けるための言い訳にしか聞こえへん！」

「イヤなの？」

「当たり前やん！　ウチは……あんたにだけは、そんなことしてもらいたくないっ！　ウチらはプロ作家！　なつめ荘そうで一いつ緒しよに暮らしてるけど、敵同士！　なのに、あんたがウチに情けをかけるなんて……！」

「別に情けをかけているわけじゃないわ。私とあなたは対等よ。もし今回私があなたに貸しを作ることになるんなら、あとで返してくれればいいわ。私とあなたは、作家仲間だもの」

「………っ。美沙……」

　美沙の服の襟えりを摑んでいたミシェルの手が離はなれた。

　その瞬間を狙ねらいすましたように、美沙は言う。




「それとも、あなたは私に負けるのが怖いの？」




「み、美沙さん！」

　ひどく動どう揺ようする凛を吹雪は「ダメだ」と止めた。

「えっ、お兄さん？　どうして止め──」

「いいえ、冴原くんは正しいわ。私はミシェルさん──いえ、虎岩大河と話をしてるの」

「………っ」

「二人の作家が同じ作品を題材に物語を書くんだもの。比ひ較かくされて当然だわ。もちろん、私は手加減なんてしない。あなたの本編よりも面白い特典を書く。だから──私が書く特典よりも面白い小説を、あなたが書けばいいだけの話よ」

「………」

　しばらく黙だまった後で。

　ミシェルはゆっくりと、息いき継つぎでもするみたいに、口を開く。

「あんた、自分の原げん稿こうはいいの？」

「ええ。当然でしょう？　私はいつだって万全よ。むしろ、どうしてそんなに心配そうにするのか理解しかねるわ。私が〆しめ切きりを落としそうになったことが一度でもあったかしら？」

「……よく言うわよ。毎回ギリギリなくせに」

「今私よりもギリギリなのはあなたでしょう？　それで、どうするのかしら、ミシェルさん？」

「………っ」

　ぎゅっと、ミシェルは拳こぶしを握にぎりしめた。

　けど、それは振り上げずに、自身を鼓こ舞ぶするように、自分の胸を叩たたいた。




「──バカなこと言わないで」




　ミシェルがそう言った瞬間、美沙が目を見開いた。

　だって、これは栞しおりの言葉だ。

　以前、美沙がミシェルにコスプレを要求したときに考えたセリフ。

　吹雪が美沙……いや、ミサに張り合うのなら、栞らしくした方がいいと言ったときの態度。

　今のミシェルは美沙と同じだった。

　箱入りさまゆえに本音を出せない美沙のように、物語のヒロインを演じながら、叫ぶ。




「私はあんただけには絶対に負けないんだから！」




「──ふふっ」

　はい、私もあなたには負けませんよ、栞さん、と美沙が吹雪にしか聞こえないような小声でつぶやいた。

　凛やミシェルには声が届かなかっただろうが、それでも。

　虎岩大河はお返しとばかりに微笑ほほえんでみせた。

「そのことを証明してあげるわ」

「ミシェル。じゃあ……」

「うん。今回だけは、コイツに『サクラフィラメント』の特典を任せるわ。その分、アタシは特典よりも何倍も面おも白しろい本編を書く。〆切りまでは、あと三日。それだけあれば十分よ」

「──わかった。俺も、きみを……いや、きみたちをサポートする」

「うん。ごめん、吹雪。かなりギリギリになるかもしれないけど……」

「ノープロブレムだ」

　いつものクール＆ドライな無表情で、吹雪は美沙に視線を向けてから。
















「どこかの誰だれかさんのおかげで〆切りギリギリの作業は慣れているからな」

「うふふふ冴原くん？　どうしてそこで私を見つめるのかしら？」

「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　いつもの美沙さんのパターンだと、ここからトラブルが発生して結局〆切りギリギリになるんじゃ……」

「大丈夫。そのときはアタシがコイツの原稿を書くから」

「あら。ずいぶん余よ裕ゆうなのね。さっきまではあんなに弱気だったくせに」

「そうね。でも、今のアタシは違ちがう。もうすっかりいつものアタシに戻った。あんたと吹雪のおかげでね。そう、あんた風に言うなら──」

　ギアが入ったわ、と。

　燃えるようなオレンジの中で、どこか楽しそうに、ミシェルは最高のウィニングショットを投げる決意をした。







　　　第８話　　告白







「かんぱぁ────────い！」

　なつめ荘のダイニング。

　そこで歓かん声せいが響ひびき渡わたった。




　今日は、八月三十一日。




　ＦフアンタジーＦフアクト文庫の八月刊の発売日である。

　結局、ミシェルと美み沙さは無事に八月刊の作業を終わらせた。そして、吹雪ふぶきが改めて原稿をチェックし、校こう了りよう。

　そして、『どらデレ！』二巻と『サクラフィラメント』新装版は無事に発売したのだが。

「どうしてあなたがいるのかしら？」

「ふふん。まっしーに呼ばれたから来たまでさ。それより、きみも飲むかい？」

　たった今、缶かんチューハイ片手に見事な乾かん杯ぱいをキメたツバメが言った。

　そう、今日は祓はら島しま沙さ英えと虎とら岩いわ大たい河がの新刊発売のちょっとした祝賀会パーテイー。

　なので、なつめ荘メンバー＋獅し子し原はらが来ることになっていたのだが、どうやら獅子原がツバメを招待したらしい。

「それに、虎岩先生に謝っておきたかったしね」

「えっ……」

　ツバメの言葉に、お好み焼きを食べていたミシェルが目を丸くした。

「『サクラフィラメント』の新装版を出すのはやめた方がいいなんて言ってすまなかったよ。昨日、まっしーに送ってもらった新装版を読んだが、とても面白かった」

「ほ、本当……デスか!?」

「ああ。サクラの一いち人にん称しようも健在だったしね。デビューしたころのがむしゃらな勢いが出ていた……」

「裸はだかランドセル先生……」

「おめでとう、虎岩先生」

　かすかに涙なみだをうかべながら、ツバメはミシェルの肩かたをぽんと叩いた。

「きみは、心のパンツを脱ぬいだんだね？」

「ミシェルさん。こんな褒ほめ方をされてうれしいの？」

「言っていることが１ミリグラムもわからないのですがー」

「し、失礼なこと言っちゃダメデス！　ワタシは尊敬しているクリエイターさんに褒めてもらえてとってもうれしいデス……ううん」

　コホンッと。

　ミシェルは咳せき払ばらいをしてから、叫さけぶ。




「──メッチャうれしい！」




「えっ……ミシェルさん？」

　ひどく驚おどろく美沙。

　それは吹雪も一緒だった。

　ミシェルは親しい人間の前では留学生キャラを演じていた。

　なのに、今使った言葉は、関西弁だった。

「──ごめんなさい」

　真しん摯しな態度で、ミシェルはツバメに謝った。

「アタシ、あとがきではドイツ育ちってことになってますけど、実はそうじゃないんです。外見はドイツ人ですけど、ずっと関西で育って、ドイツ語もあんまりしゃべれなくて……」

「……そうなのかい？　では、どうしてドイツ育ちだと？」

「きっと、見み栄えを張りたかったんです。でも、これからは少しずつ見栄を張るのはやめていこうと思って。それに、自分の本の感想を素す直なおに言ってくれた人の前で見栄を張りたくないって思ったんです」

　照れくさそうに、微笑むミシェル。

　──きっと、ミシェルは今回の一件で成長できたんだな。

　プライドが高いのは美沙だけじゃない。

　ミシェルも相当の負けず嫌ぎらいだ。

　けど、今のミシェルは見栄を捨てた。

　そんなものよりも大事なものがあることに気づいたように、吹雪には見えた。

「そうだったのか」

　ミシェルの告白に、ツバメは静かにうなずいた。

「ボクも素直なきみが好きだよ。そう、心の下着を脱ぎ捨てた、ありのままのきみが」

「あなたは相変わらず脳がどうかしているようですね」

「ふふっ。祓島先生は辛から口くちだね。きみも心の下着を脱いだらいいのに。そう、こんな感じで」

「なっ～～～！　どうして私のイラストを描かいて……！」

　悲鳴を上げる美沙の前では、ツバメが自分のスマホに美沙のイラストを表示していた。

　もちろん、はいてない。

　瞬しゆん間かん、美沙が強引にとびかかってスマホを奪うばおうとするが、後ろから焦あせった凛りんに羽は交がい締じめにされ、ツバメはそんな二人を見ながら楽しそうに笑っていた。

　──なんだか、今日はいつも以上ににぎやかだな。

　嘆たん息そくしつつも、吹雪が仲の良い姉し妹まいのように騒さわぐ三人を見つめていると、




「ありがとね、吹雪」




　隣となりにいたミシェルが、お礼を言ってきた。

「今回は、あんたのおかげで助かったわ。それに、美沙も」

「ほう。珍めずらしいな。きみが素直に礼を言うとは」

　まあ、たしかに二人の新刊の売り上げは上々。

『サクラフィラメント』の方も、祓島沙英が特典を書くというのが話題になったせいもあってか、順調に売れているようだった。

　これなら三年前のように一巻打ち切りになることはないだろう。

「あはは。実際、今回はけっこー焦ったけどね」

「まあ、きみがここまで追い詰つめられたのは初めてか」

「それもあるけど、美沙にもハラハラさせられたわよ。美沙ったら、自分が『サクラフィラメント』の特典を書くっていったのに、〆しめ切きりギリギリになっても原げん稿こうが上がらないんだもん」

「あー……」

　今まさにスマホを奪い返そうと床ゆかの上でツバメに馬乗りになっている担当作家を見つめながら、吹雪は頭を抱かかえたくなった。

　たしかに。

　あれだけ見事な啖たん呵かを切ったにもかかわらず、美沙は特典短編執しつ筆ぴつにひどく時間がかかった。

　最終的には〆切り前夜に、ミシェルに「何かネタを考えなさい。あなた、原作者でしょう？」と無茶な要求をしていたっけ。

　まあ、ミシェルも「あんたどれだけ偉えらそうなの!?」と言いつつも、ネタを提供していたが……。

「きみたちは仲がいいのか悪いのかわからないな」

「ふん、それくらいでいいのよ。あいつはアタシのライバルだもん」

「そうか。俺としては、無事に原稿が上がって本が出ればそれでいい」

「あんたってどこまで感情がないのよ……」

「そんなことはない。それに、俺は今回の新装版を読んで驚いたぞ。ラストが大きく変わっていたからな」

　そう、新装版には今までになかったシーンが足されていた。

　告白。

　ずばり、サクラが幼なじみの真ま冬ふゆに自分の気持ちを伝えて終わっていたのだ。




『アタシは、ずっとあんたのことが好きだったの！』




　それが新装版のラストにサクラが言ったセリフ。

　これがなんとも絶ぜつ妙みような引きになっていて、ネットの感想は盛り上がっていた。

「あそこまでよく踏ふみ込んだな。あのラストの引きは強きよう烈れつだが、二巻でどうするのか気になるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ何にも考えてないから」

「……オイ。それのどこが大丈夫なんだ？」

「うわっ、そんなに怖こわい顔しないでよ。ノープロブレムよ。アタシにはネタを思いつくための秘策があるから」

「秘策？」

「そう。たとえば……アタシが、あんたに告白してみるとか」

「………」

　ふむ、と吹雪はうなずいてから。

「わかった。思う存分やってくれ」

「なっ～～～！　あ、あんた、自分が何を言ってるかわかって……！」

「もちろんだ。これも取材のためだろう？」

「……は？」

「サクラのセリフを自分で言って、彼女の気持ちをトレースしようというわけだな」

　つまりはミシェルが栞しおりのフリをしていたのと同じだ。

　ラブコメの取材。

　きっとミシェルはそうやってサクラの気持ちを理解したくて──。




「……ホントに、いいの？」




「えっ──」

　思わず言葉に詰まった。

　ミシェルが恥はずかしそうに、こちらを見つめていた。

「ちなみに……アタシ、二巻の冒ぼう頭とうでサクラにキスさせようと思ってるからっ」

「なっ……そんな話は聞いていないぞ？　まずはプロットに書いてから──」

「う、うるさいうるさいうるさい！　気持ちを伝えるためにはそれくらいしなくちゃダメって今思ったのよ！　だから──吹雪」

「……なんだ？」

「………っ」

　訊たずね返すと、ミシェルの顔が真っ赤になった。

　それでも、精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼるように。

　彼女は、柔やわらかそうな口くち唇びるをこちらに近づけて──。

「何してるのかしら、ミシェルさん？」

「！」

　いつの間に争いが終わったのか。

　ツバメのスマホを奪った美沙がミシェルに話しかけた。

　その隣では凛が「む～」と不満そうに口唇を尖とがらせている。

「……ミシェルさん。今お兄さんとイチャイチャしようと思っていませんでしたか？」

「なっ、そんなことないわよ？　アタシはただ作品の話をしようとしてただけだもん！」

「噓うそですー！　その割には顔が真っ赤です！」

「ふむ。たしかに」

「ち、違ちがう、アタシは……！」

　そこで、「やっほー、わたしだよ！」という声が響ひびいた。

　どうやら獅子原が来たらしい。

　おそらく鷹たか音ねも一いつ緒しよで……。




「──冴さえ原はらくん」




　と。

　他ほかの女性陣じんが獅子原の声に気を取られた瞬間、美沙が吹雪に小声でささやく。

「あなたのおかげで、ミシェルさんは変われたわ。見栄を張るのをやめて、外見がドイツ人なのにドイツ語がしゃべれない関西人だってどうしようもない事実をカミングアウトしたもの」

「……あんた、相変わらずズバズバ言うわね。ていうか、一番どうしようもないのはプライドに塗まみれたあんたの性格で──」

「Wenn das so ist, dann werde ich auch aufhören, mich so aufzuführen」

「は？　あんた、今なんて言ったの？」

「今のってドイツ語ですよね？」

　美沙に集まる視線。

　だが、過去に仕事のためにドイツ語を勉強したことがある吹雪にはわかった。




　だったら私も見栄を張るのをやめてあげる。




　美沙は、たしかにそう言ったのだ。

「だからね、冴原くん」

　ふうっと。

　覚かく悟ごを決めたように深呼吸してから、美沙は口唇を動かす。

「ミシェルさんや他の作家さんと仲良くするのもいいけど、これからも私とのラブコメの勉強は続けてね？。それがあなたの目標を叶かなえることにもつながるわ。言っておくけど、拒きよ否ひすることは許さないわよ？　だって──」




「ユキト様は、私の担当編集なんですから♪」




　それは。

　今までの美沙からしたら考えられない行動だった。

　この場には吹雪やミシェルだけじゃない。

　凛、鷹音、獅子原、ツバメ。

　自分たちの秘密を知らない人間もいる。

　なのに、美沙はヒロインを演じたのだ。

「えっと、美沙さん？　いきなり何を言い出すんですか？」

　状じよう況きようをまるで理解できてない凛が訊ねた。

「なぜ、『どらデレ！』のヒロインの口調に？」

「別に不思議なことじゃありません。私にとってはこれくらい普ふ通つうなことですから。ね？　ユキト様♪」

「どういうことですかお兄さん!?」

「いや、これは……」

「ふむ。私も気になるな、愚ぐ弟てい」

　凛の追つい及きゆうに鷹音も賛同。

　呼応するように獅子原とツバメも缶かんビールを飲み干しながら、こちらに視線を向けてきた。

「………」

　ほんの五秒ほど、吹雪は考えこんだが。

「実は、俺と美沙は付き合っていて──」

「私と同じ方法で誤ご魔ま化かそうとするのはやめてください、ユキト様。それに、このセリフは今の状況じゃ文脈の繫つながりが不自然ですので、リテイクしてください」

「──わかった。じゃあ、これでいいのか？　──すべては作品創りのためなんだ」

「は？」

　吹雪が美沙のセリフを借りると、さすがの鷹音も困こん惑わくしているようだった。

　それは凛たちも一緒。吹雪は美沙がミシェルに説明したときのセリフを思い出しながら、真実を告白することにした。

「恋愛ラブコメの勉強。言ってしまえばそういうことになる。作品創づくりの取材のために、美沙はときどきヒロインである竜りゆう園えん寺じミサを演じているんだ」

「なっ──美沙さんが!?」

「だが、ヒロインだけでは勉強ができない。まさか……愚弟」

「担当編集である俺が、主人公である伊い吹ぶきユキト役をしています」

「そんなのありえない！」

　バン！　と獅子原が大げさに机を叩たたいた。

「いくらなんでも話がぶっ飛びすぎるよ！　そんな設定、吹雪くんがどうしようもない社しや畜ちく予備軍でワーカホリックでお仕事大好きターミネーターじゃないと成り立たない！」

「あの、獅子原さん？　お兄さんはその設定にすべて合がつ致ちしています」

「ということは……」

「俺の言っていることは、本当です」

　さっきまでのパーティームードはどこへやら。

　ダイニングを沈ちん黙もくが支配したが、それも長くは続かなかった。

「ど、どういうことですかー!?」

　最初に叫さけんだのは凛だった。

「そんなことって……お兄さんと美沙さんがそんなラブコメみたいな関係に……」

「凛……」

「凛のお兄さん大好きスキルを使っても見破れなかったなんて！　いつからですか!?　いったいいつからお兄さんたちは凛の目を欺あざむいていたんですか!?」

「俺と美沙が作家と編集として出会ってからだ。というか、自分のストーカースキルが通じなかったことの方がショックなのか？」

「混乱のせいでおかしなことを口走っちゃったんですー！　あっ、そうだ！　ミシェルさんも何か言ってあげてください！　お兄さんと美沙さんがこんな関係になってるなんて、ミシェルさんも知らないはずで──」

「──ごめん、凛」

　すまなそうに、ミシェルは謝った。

「私もなの」

「えっ、なぜ一いち人にん称しようが『私』にそれじゃまるで……」

「私はこの機械人形にだけは絶対に負けたくないのよ」

「栞さんがいますー!?　まさかミシェルさんもお兄さんとラブコメ取材を!?　ハブですか！　なつめ荘そう作家メンバーで凛だけがハブですかー!?」

「それは違う」

「えっ、お兄さん？」

「凛はまだ作家じゃなくてアマチュアだからな」

「相変わらずクール＆ドライですー!?」

　ううっ……と凛は瞳ひとみに浮うかんだ涙なみだをぬぐった。

　──さすがにフォローした方がいいか？

　吹雪が思った──瞬しゆん間かんだった。

「あれ？　でも、『どらデレ！』には妹キャラの……いえ、実じつ妹まいキャラのことねちゃんがいます！　ということは、凛がことねちゃんを演じればいいのでは!?」

「……あんた、ポジティブすぎるわよ」

「このメンタルならすぐに作家になれそうね」

「でもでも、吹雪くんたちがそんなことをしてたなんてビックリ！」

「そうだな。だが、なかなか面おも白しろそうな試みだ。どうせなら、ボクとまっしーに似たキャラを出してくれないか？　そうすれば、ボクたちが演じて──」

「却きやつ下かします」

「アルコールで脳の言語野がやられたのかしら？」

「……まっしー。ボクの担当編集と作家が冷たいんだが？」

「だいじょーぶランちゃん！　わたしが温めてあげる！　今から熱あつ燗かんで乾かん杯ぱいしよう！」

　いえーいと騒さわぐ獅子原の横では、鷹音がため息を吐ついた。

「……愚弟。おまえが作家とそんなことをしているとはな」

「マズかったでしょうか？」

「いや、おまえをそういう風に育てたのは私だからな。作家とトラブルさえ起こさなければ、構わないさ。それに、おまえには高校生らしい経験をさせてやった方がいいと思ったんだ」

「……高校生らしい経験？」

「あー……」

　何が楽しいのか、鷹音は美沙、ミシェル、そして凛を見つめてから、笑った。

「ふふっ、せいぜいがんばれよ、おまえたち。この通り、ユキは高校生らしい経験に興味がないようだぞ。今のところは」

「えっ、鷹姉ねえ？　今、吹雪のことをユキって呼んで……」

「おっと。私も酔よいが回ったか」

「一いつ滴てきも飲んでないよね！　鷹音ちゃんはこう見えてお酒が弱くて──」

「いつも会社の飲みの場では私の代わりにおまえが飲んでくれたな、ましろ。礼の代わりにお酌しやくしてやる」

「あっ、待って、鷹音ちゃん、それは今温めたばっかりの熱燗ふぉおおおおお熱いけどおいしいいいいいいい!?」

「……やはり、編集者には変人が多いな」

「それは俺も同意見です。けど──」




　作家にも変人は多い。




　ツバメのセリフを聞きながら、吹雪はそう思った。

　そして、別々の個性を持った作家が競きそい合うからこそ、面白い作品が生まれる。

　今現在の吹雪はそう思っている。

　これからも編集者として働いていれば、もしかしたらその考えは変わるかもしれない。変わらないかもしれない。

　けど、絶対に変わらないものがある。

「？　どうかしたのかしら、冴原くん？」

　吹雪が見つめていることに気づいたのか、美沙が不思議そうにしていた。

　そう、美沙と出会えたことで改めて実感できたこと。




　少しでも面白くて、少しでも売れる本を、作家と一いつ緒しよに創りたい。




　冴原吹雪の編集者としての信念。

　それを変えないためなら──自分の中にある他の何かを、変えてみせる。

　きっと、それが成長するということだ。

　そう、自分たちの秘密を告白した美沙のように。

「ところで、どうしていきなり秘密をバラしたんだ？　あんなに知られるのを嫌いやがっていたのに」

「そうね。ミシェルさんのせいかしら。見み栄えを張ってたんじゃ、手に入れられないものもあるって思ったのよ」

「──そうか。では、俺も見栄を張るのをやめよう」

「えっ、さ、冴原くん？」

　やけに真しん剣けんな声で言ったせいか、美沙が慌あわてていた。

　そんな担当作家に、吹雪は頼たのむ。

「もう少し〆しめ切きりを守ってくれ」

「………」

「今まではきみが〆切りを破っても俺が編集者として色々調整してなんとか乗り切ろうと見栄を張っていたが、これからはきみも〆切りを守ることを心掛がけて……」

「却下よ」

「なっ……なぜだ？」

　吹雪が訊たずねると、美沙どころか、ダイニングにいた女性陣じん全員が渋しぶい顔をしていた。

「……愚弟。おまえはもうちょっと女心を理解できるようになれ」

「そうだね！　じゃないと鷹音ちゃんと一緒でゼクシーちゃんコースに直行だよ！」
















「それはまっしーも同じじゃないかい？　ボクも人のことは言えないが」

「大だい丈じよう夫ぶです、お兄さん！　凛はお兄さんのことを見捨てません！　むしろどんなにお兄さんがボロボロになっても凛がリサイクルしちゃいます！　今まで集めたお兄さんコレクションがあればどんな苦境だって耐たえられます！」

「で、どうすんねん、美沙？」

「そうね」

　呆あきれた口調で、けれどどこか楽しそうに、美沙は微笑ほほえんだ。

「きっと、いつか。冴原くんを変えられるようなとっておきの告白セリフを考えてみせるわ。私、そういうのは得意なの。だって、私は──」

　美沙はペン先で原げん稿こう用紙に文字を書くような柔やわらかなタッチで、吹雪の口くち唇びるに自分の指先をちょんと当ててから、はにかむ。

　まるで、物語のヒロインのように。




「あなたの、担当作家だもの」










　　　あとがき







　こんにちは、あさのハジメです。

　突とつ然ぜんですが、この作品には割とぶっ飛んだスタイルで執しつ筆ぴつするクリエイターがいます。

　ヒロインを演じたり、叫さけびながら書いたり、ストーキングしてる人の膝ひざの上じゃないと筆が進まなかったり、ノーパンだったり……。

　バラエティー豊かに色々な作家がいるのですが、先日、作家ではない友人と会話していたら、

「新作読んだよ。あさのって、あんな感じで執筆してるんだね」

「違ちがう！」

　そんな会話がありました。

　というか、あんな感じって……誰だれ？

　いったい誰っぽい執筆スタイルだと思われたのでしょうか。

　せめて凛りんではないことを祈いのるばかりです。

　ひどく現実的な話になりますが、作中のキャラクターの執筆方法はかなり誇こ張ちようして書いています。

　いえ、現実にはもっとアレな執筆スタイルを持つ作家の方もいらっしゃると風のウワサで耳にしたことがあるのですが、自分は会ったことがありません。

「ともかく。キャラクターの執筆スタイルについては、フィクションということで現実的にありえなそうなヤツで書いてる」

「へえー！　じゃあ、獅し子し原はらさんも誇張か！　あんな編集いるわけないし！」

「………」

　……違う！

　獅子原さんは作家としてデビューしてからの八年間で耳にした編集さんのダイナミックなお話を集めて作った合体怪かい獣じゆうで、そこにある程度の誇張を混ぜたんだ！　とは言えませんでした。

　情報漏ろうえいです。言ったら自分の作家生命が縮まります。ちなみに、いったい獅子原さんの武勇伝の何％が誇張なのか……それを知るために、出版業界の門を叩たたいてみるのも面白いかもしれないとふと思いました。

　ああいうタイプでも、第三者的な立場でウワサ話を聞くだけならば安全で……はい。

　なんだかあとがきの雲行きが怪あやしくなってきましたので、そろそろ謝辞の方を。

　一巻に引き続き、この本を創るために尽じん力りよくしてくださった、担当の村主すぐりさん。

　今回もウルトラキュートなイラストで作品を輝かがやかせてくださった、６Ｕ☆先生。

　デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクスの皆みな様さま、校正様、編集部の皆様、書店員様、この本に関わってくださったスタッフの方々……誠に、ありがとうございました！

　もうすぐデビューして九年目に突とつ入にゆうしようとしています。ですが、この作品を書くにあたって思ったのは、作家が知らない編集さんのエピソードがあるということ……いえ、悪い意味じゃなくて、いい意味で！

　何人かの編集さんに取材をさせていただいたのですが、どなたもすごく真しん剣けんに作品創りに取り組んでいらっしゃって、この作品を創る参考になったのと同時に、自分もまだまだがんばらねば！　と思いました。

　まだまだ未熟者。今後も少しでも面白くて、少しでも多くの方に読んでいただける本を目指して、日々精進していきます。

　それでは、皆様。このシリーズを読んでくださり、本当にありがとうございました！


あさのハジメ










あさのハジメ

●あさのはじめ



第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、最優秀賞を受賞。その後、『まよチキ！』でデビュー。

最近、この作品に出てくる編集者と仕事をするなら誰がいいだろうと考えたりします。まず、獅子原さんはＮＧ。鷹音は鬼のように厳しそう。案外、パパさんやゼクシーがちょうどいいかも……え？　吹雪？　彼はクールすぎるというか、作者が考えもしなかった行動をして話を進めることがあるので、注意が必要なイメージです。今巻でもそんなシーンがありましたので、それがどこなのか考えながらストーリーを読み進めるのも、面白いかもしれません！
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